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開会のあいさつ
第１部：災害メモリアルKOBE2020 活動報告会

災害メモリアルアクションKOBE 
ACTION2020

日　時：令和２年１月11日
　　　　開会  午前10時00分

「KOBEのことば」

○�牧企画委員長
　�　皆さん、おはようございます。それから明けましておめでとうございます。災害メモリアルアク
ションKOBEというのが、どういうことをやろうかと思っていることについて毎年同じなのですが、
きょう新たにご参加される方もおられると思いますので簡単にご説明させていただきたいと思
います。
　�　今日も京都から神戸まで電車に乗ってきたのですが、25年前の建物が残っているのかなと思
いながら見ていましたけれども余り残っていない。ここにいる皆さんは25歳年を取り、または25年前は生まれていなかっ
た。そういう人たちがここに集まっていると思います。この災害メモリアルアクションKOBEですけれども何をやりたいと思っ
ているのかというと、皆さんと一緒に震災を体験していない人が、震災を体験していない人に震災を伝える仕組みをつくり
上げていきたいというのが災害メモリアルアクションKOBEの目的です。
　�　この災害メモリアルアクションKOBEというのは、震災から20年が経過し、以降始めているわけですが、決して20年後から
始めた試みではなくて震災直後からこういった災害のことの情報を共有するという活動は続けておりまして、初めの10年と
いうのは、今の東北と同じですけれども災害復興に取り組んでいる10年でしたので、いろんな災害復興に取り組む人たちが
お互いに情報交換をする場として、メモリアル・コンファレンス・イン神戸というのが10年続けられてきました。それから10年
たった後、やはり10年もたちますと震災を知らない人が増えてくるということで、この大変な震災の教訓をどう次の世代に
伝えていくのかということが課題になりました。その中で伝え方、どうしたら震災を体験していない若い方にそういう震災の
ことを伝えられるのかということが、その次の10年、10年から20年への課題としてわれわれは取り組んできまして、例えば、
なかなか私たち大人が若い人にこんなことがあった、こんなに大変だったと言ってもなかなか通じない。若いときに震災の
経験をした人たちの視点を入れて、その子どもたちの視点で震災の教訓をどう伝えていくのかという取り組みを行いまし
た。お父さんが娘さんにしゃべる、その中でそのかけ合いの中から震災の教訓を伝えていく、そういった試みをやってまいり
ました。それで震災から20年たって30年までどうしようかと思っていたのかといいますと、だんだんと震災を直接経験した
方がおられなくなっていくということで、ちょうど読売新聞が特集されていましたけれども、当時の知事だった貝原さんも当
時の市長だった笹山さんもおられなくなっている。そういう実際に震災の経験をした人の話を直接聞けるという機会がだん
だんと減ってきていますけれども、まだこの10年というのは聞ける期間ですので、震災を経験していない人たちが震災を経
験した人たちの生の声を聞いて、それを自分たちの言葉に置きかえて震災を経験していない人に伝えていく。今後ずっと使
えるような仕組みをつくっていきたいというのが、この災害メモリアルアクションKOBEの試みということになります。
　�　それで、これを読み上げようと思ったのですが、もう時間がございませんので、このパンフレットの最後に書いてございま
すけれども、こういった試みを通して次に来る災害の被害を減らしていきたいというのが、この災害メモリアルアクション
KOBEの目的でございます。今日はそのためのいろいろな取り組みをこの後、ご報告いただきますので、ぜひそういったこと
を学んで次につなげていきたいというふうに思っております。
　�　本日はご参加いただきまして、どうもありがとうございます。

牧企画委員長
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兵庫県立大学
 ＋神戸市立渚中学校

地域で取り組む避難所開設訓練
神⼾市⽴渚中学校 防災ジュニアリーダー
兵庫県⽴⼤学 防災リーダープログラム

取組について
⽬ 的：若い世代の防災⼒向上、地域の⼈たちで協⼒して取り組む、被災者から未災者へ
参加者：渚中学校、なぎさ福祉コミュニティ、兵庫県⽴⼤学
協⼒者：灘区社会福祉協議会、中央区社会福祉協議会

これまでの取組
渚中学校校区地域防災情報交換会
渚中学校の⾒学（施設、備蓄倉庫など）
渚中学校⽣徒、地域住⺠、兵庫県⽴⼤学学⽣との合同HUG
訓練前ワークショップ

2019年12⽉1⽇
地域と合同での
避難所開設訓練

避難所開設訓練の概要
ミッション
①避難者を適切に収容する
②配慮が必要な避難者に適切に対応する
③次の対応に備えるため、避難所の状況を把握する
④避難者が必要な物資を準備する

班分け
1班：情報班
避難者や物資等の状況を
確認し、ホワイトボード
に書き出す。必要な情報
をほかの班に伝え、⼈員
配置等を⾏う。

2班：避難所開設班
受付係、避難所係に分か
れて対応。避難者を受付
し、名簿を作成。避難者
に適した場所を判断し、
4班に避難者を引き渡す。

3班：物資調達班
備蓄倉庫係、なぎさ福祉
センター係、炊き出し係
に分かれて活動。福祉セ
ンターに物資を取りに⾏
き、受け取った後炊き出
しを⾏う。

4班：避難者誘導班
受付を済ませた避難者を
体育館等の避難所に誘導。
その後、避難者を避難ス
ペースに案内する。

取組を通して

シナリオ
発⽣⽇時：12⽉1⽇（⽇）13時
地 震：震度7
被害状況：多くの建物に被害
状 況：ライフラインすべて停⽌

⾃ら何をすべきか考え主体的に⾏動し、うまくいかなかったときに、よりよい訓練にするために
はどうしたらよいのか経験者にアドバイスを受けることで理解を深めることができた。このプロ
セスにより、被災者の経験を未災者が学び、知識を⾝につけることにつながった。

⾃分で考える 失敗する アドバイスを受ける 納得する ⾝につく
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○�兵庫県立大学１　私たちからは12月１日に渚中学校で行
われた避難所開設訓練について発表します。
　�　まず、兵庫県立大学の近澤、廣田、筒井からこれまでの
取り組みを発表した後に、渚中学校の学生さんから避難
所開設訓練について発表していただきます。
　�　初めに、渚中学校とHAT神戸地区におけるこれまでの
防災に関する取り組みをお話しします。
　�　渚中学校では、校区地域防災情報交換会を１年に２回
行ってきました。情報交換会には中学生、教員、地域住
民、行政の方たちが参加し、防災に関する話し合いやプ
ログラムを実施してきました。例えば、渚中学校防災リー
ダープログラムの生徒が行っている防災活動や被災地
でのボランティア活動についての報告会がありました。
また、中学校の校内を見学し、備蓄倉庫や避難所となる
体育館を、中学生と地域住民が一緒に見学したりしまし
た。中学生、教員、地域住民とで避難所運営ゲーム
「HUG」もしています。それ以外でも地域の防災訓練に
中学生が参加し、中学生と地域とのつながりは少しずつ
深まっています。これらのことを行う中で、中学校と地域
とで訓練に取り組めないかという提案があり、12月１日
に避難所開設訓練を行うことになりました。実際には、避
難所の開設は行政や学校関係者が行うことになっていま
すが、大きな災害が発生した場合、地域住民が避難所を
開設する可能性もあります。それに備えて準備しておこ
うというのもありますが、このような訓練を通して、自分
たちが住んでいるマンションや地区内でも防災に備えて
やっておくべきことがもっとあることを考える機会とする
ことが重要でした。また、地域住民が持っている災害の経
験から多くのことを学び、次の世代に伝えていく機会とし
て避難所開設訓練を行うことになりました。
　�　避難所開設訓練の目的は三つあります。一つ目は、「被
災者から未災者へ教訓を伝える」こと。二つ目は、それに
よって「若い世代の防災力を向上」させること。三つ目は、
「地域で協力して取り組む」ことです。一つ目の目的の「被
災者から未災者へ伝える」というのは、震災を経験した方
に訓練に参加していただき、当時の避難所はどのような
様子だったか、どのように対処したのかなどを未災者に
知ってもらうことです。三つ目の「地域で協力して取り組
む」というのは、地域にいる人と助け合うことの大切さを
学んでもらうことです。地域には高齢者や障害者、小さな
子供を抱えた人、外国人など、さまざまな人がいます。そ
の人たちに自分は何をしてあげることができるのか、何
をすればいいのかなどについて学び助け合う心を持つこ
とは、これからの社会で求められることだと考えられま
す。参加していただいたのは渚中学校、渚防災福祉コ

ミュニティ、兵庫県立大学です。協力していただいたのは
灘区社会福祉協議会、中央区社会福祉協議会の皆さん
です。
　�　次に、取り組みの様子についてもう少し詳しく説明して
いただきます。
○�兵庫県立大学２　この写真は、避難所訓練前のワーク
ショップの一環として「HUG」を行っているところです。
「HUG」とは避難所運営ゲームのことで、「HUG」のＨは
避難所、Ｕは運営、Ｇはゲームの頭文字をとったものです。
「HUG」は避難所運営を任されたという想定のもとで
次々にやってくる避難者の状況や要望、イベントを考慮し
ながら迅速かつ適切に対応する術を学ぶゲームです。そ
の後、それを踏まえて、後日実施する避難所開設訓練の
担当班に分かれて、班ごとに用意する物や部屋割り、どの
ような問題があるかなどについて考えて附箋に書いて整
理していきました。そして、校舎の部屋をどのような避難
所として使うか話し合いました。
　�　次に、避難所開設訓練の概要について話していきたい
と思います。シナリオは、地震発生日12月１日、日曜日、
発生時間13時、震度７。被害状況は、多くの建物に被害。
状況は、ライフライン全て停止です。つまり、停電し水道
は使用できず、たくさんの人が避難してくると考えられる
状況です。ミッションは、１「避難者を適切に収容する」、２
「配慮が必要な避難者に適切に対応する」、３「次の対応に
備えるため避難所の状況を把握する」、４「避難者が必要
な物資を準備する」です。
　�　渚中学校の生徒は４つの班に分かれて避難所の運営
に当たってくれました。１班は情報班。２班は避難所開設
班で受付係と避難所係に分かれました。３班は物資調達
班で備蓄倉庫係・渚支援センター係・炊き出し係に分かれ
ました。４班は、避難所誘導班です。
　�　それでは、当日の様子について発表していただきます。
○�兵庫県立大学３　こちらは、体育館に開設する避難所の
場所の設置に使うブルーシートを運んでいる様子です。
　�　こちらは受付の様子です。足の不自由な障害者に扮し
て、避難に来た地域住民に名簿を書いていただいている
ところです。名簿を作成し、
情報班に避難者数を報告し、
けが人がいれば救急車を手
配します。
　�　こちらは炊き出し係の様
子です。避難者数を情報班
に確認した上でお汁粉を準
備しているところです。
　�　こちらは本部の様子です。
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情報班が情報を収集・整理し、ホワイトボードに書き出し
ているところです。避難者数の把握、不足している支援
物資の確認、人手の足りない班や係がないかを確認し、
調整しています。
　�　こちらは段ボールベッドをつくっている様子です。特に
高齢者の方は避難所生活で体調を崩しやすいため、暖か
くて昼間にはいすのかわりにもなる段ボールベッドが重
宝されます。
　�　続いて、渚中学校の学生さんに、取り組みについての
詳細や感想、考えたことなどを発表していただきます。
○�神戸市立渚中学校１　私たちは渚中学校の防災ジュニア
リーダーです。このHATの町にある渚中学校のボラン
ティア組織で、今年度は65名で活動をしています。私た
ち渚中学校の防災ジュニアリーダーの今年の目標は、
「学校が避難所になったら」ということでした。私たち防災
ジュニアリーダーは、避難所開設に向けて、まずは、「より
快適な避難所生活を送るためには」ということをワーク
ショップで学び、考えました。中学生ならではの自由な発
想で多くの意見が出、まだまだ渚中学校では快適に過ご
せないということがよくわかりました。
　�　次に、協力してくださる地域の方々との顔合わせ、避難
所運営ゲームの「HUG」をしました。「HUG」では、避難者
から不満が出ないよう配置を考えるのがとても難しく、
避難所運営の大変さを思い知らされました。やはり完璧
な場所はないので、「瞬時に最善の場所を考える」という
大切な力を少しはつけることができ、とてもよい時間を
過ごすことができました。こうして私たちは避難所開設
へ向けて準備し、避難所開設訓練を行いました。
　�　このミッションをクリアするために４つの班に分かれて
活動しました。今から各班の活動を発表してもらいます。
それでは、１班の発表をお願いします。
○�神戸市立渚中学校２　私は情報班として活動したことを
説明します。情報班は、まず図書館に本部を立ち上げて、
ホワイトボード・マーカーペンなどを用意します。次に、物
資の状況に関する情報や避難者数、避難者の状況、体調
や環境などを確認します。そして、情報をホワイトボード
に整理して書き出したり、避難者数を炊き出し班に知ら
せたり不足している支援物資を確認したり、人手が足り
ない班や係がないかを確認し、人手不足の班・係に人員
を配置するという重要な仕事をします。実際に避難所を
開設してみて私が思った課題は「連携」だと思いました。
何をするにしても自分一人では何もできなくて、誰かの
力が必ず必要になるからです。さらに、実際にしてしまっ
たミスで、情報の手違いがあり、避難者を混乱させてしま
う事態にしてしまいました。このミスから情報の重要性や

大切さを感じました。手違いを少なくするには各々が手
帳などを持っていたらそこに書きとめることができ、情報
の手違いも少なくなるかと思いました。そして、情報を整
理するとき、わが校の図書館にはホワイトボードが１つし
かなく、模造紙や画用紙などを取りに行くという作業が
増え、とても不便に感じましたので、避難所の本部になる
ところは、災害前にホワイトボードを３つほど用意してお
くのがよいのではないかと考えました。
　�　これらのことを感じ、やはり準備が必要だと思い、来年
も再来年も継続して行くことがとても大事なのだと思い
ました。
○�神戸市立渚中学校３　私は避難所開設班について説明し
ます。避難所開設班には大きく２つの係があります。おもに
避難者名簿や救急車の手配などをする受付係と、ブルー
シートを使用して場所づくりなどをする避難所係です。「避
難者を適切に収容する」、「配慮が必要な避難者に適切に
対応する」などの４つのミッションを定め、災害シナリオに
沿って活動しました。実際に活動してみると予想以上に多
くの問題が発生しました。一番大きかったのは誘導班の人
数の振り分け方です。実際起こったとき、何百人もの避難
者が来ることを想定すると、１人当たりの対応人数が少な
く無駄が多くなってしまいました。また、感染症の方や障害
で足が不自由な方などが急に来られたときどのように部
屋分けをするかも課題に上がりました。誘導班の人数を増
やすのはもちろん、ゼッケンをつけるなどして係の人たち
の区別がつくようにするなどの改善案が挙がりました。
○�神戸市立渚中学校４　僕は、物資調達班について説明し
ます。物資調達班は、渚福祉センター係と備蓄倉庫係に
分かれて活動しました。渚福祉センター係は福祉セン
ターに行き、リヤカーに段ボールベッド・発電機・担架等を
積んで中学校に向かいました。到着後、物資を避難所等
に運び入れた後、情報班に状況の連絡をしました。渚福
祉センター係では、２台のリヤカーを使っても一度に運べ
る物資が少なく、実際はもっと往復しなければいけない
ことや、調達後の物資の置き場の問題、福祉センターと
中学校は少し距離があるため、運ぶのに時間がかかる。
被災中の人出が少ない中で作業するので、息を合わせな
くてはいけないという課題が見つかりました。備蓄倉庫
係は備蓄倉庫に行き、備蓄品の在庫の確認をし、備蓄倉
庫の内容を情報班に連絡しました。備蓄倉庫係では、備
蓄倉庫は暗いのに懐中電灯が１つしかなく、窓が１つもな
いことや、ほかの班の活動でも懐中電灯が必要なのに数
が足りないこと、また、想定されている避難者数が500人
程度なのに対し、備蓄されている食糧は100人分しかな
いという課題が見つかりました。
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○�神戸市立渚中学校５　私は、避難者誘導班について発表
をしたいと思います。避難者誘導班では、避難者でけが
をしている人・子供がいる人・高齢者に分けて案内してい
きました。そこでたくさんの反省点が見つかりました。ま
ず一つ目は、避難者を分けてしまったため、同世代の話せ
る人がいなくて寂しそうにしている人がいたことです。地
震が起きて不安な気持ちの人が多いと思うので、年の近
い話ができる人を近くにしたほうがよいのではないかと
思いました。二つ目は、寒いのでビニールシートの上に
座ってもらうと冷えるということです。後で気がついてイ
スを配りました。確かに冬の体育館は寒いので、そういう
配慮が必要だなと思いました。また、夏などの暑いときに
地震が起きたら、熱中症の対処などどのようなことをす
ればよいか考えなければなりません。日影と日なたでは、
温度が変わってしまうので、そこについてもどうすればよ
いか考えなければいけないと思いました。今回初めて避
難所開設訓練をしたことでたくさんの反省点や課題を見
つけることができました。避難者の方々の気持ちに寄り
添い、少しでも不自由がない避難所生活を送っていただ
けるよう改善していきたいです。

○�神戸市立渚中学校６　こうして避難所開設訓練を終え、
災害時に役に立つ人、頼れる人になるには、最低でも三
つの力が必要だと思いました。一つ目は「行動力」です。
頭で考えてイメージしてみるよりも、とりあえず行動して
みることが大切だと思いました。今回の訓練中も、こうし
た力でもっと効率よくできるのではないかと思う場面が
幾つかありましたが、その力がなくアイデアを言うことが
できなかったので、必要な力だと思いました。二つ目は
「判断力」です。緊急の現場において１分、１秒は本当に大
切で、そのときの判断でたくさんの人の命にかかわるこ
ともあります。今回の訓練でも、自分の判断が遅く、多く
の方々に迷惑をかけてしまったので必要な力だと思いま
した。三つ目は「応用力」です。いくら防災の知識があって
避難所訓練をしたという経験があっても、実際の場面に
応じて臨機応変に行動できないと意味がないと思いま
す。なんでとても必要な力だと思います。今回の訓練で
学んだ「行動力・判断力・応用力」の三つの力をいざという
ときに生かせるようにしたいと思います。
　�　これで発表を終わります。
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兵庫県立舞子高等学校

☆ 昨年度を振リかえって

災害メモリアルアクションKOBE2020
兵庫県⽴舞⼦⾼等学校

【同年代に語り継ぐ】〜未災者の視点だからこそ⾒えることを〜

兵庫県⽴舞⼦⾼等学校の紹介
1974年（昭和49年）に設⽴し46年⽬を迎えます
2002年に設置された環境防災科は18年⽬を迎えました
メモリアルアクションKOBEには今年度も環境防災科の⽣
徒7名（3年1名・2年4名・1年2名）が参加し、震災を体験
していないからこそどうすべきかを考えながら活動して
きました

このテーマに決めた理由
① 去年の反省点から

＝より具体的にテーマを追究する活動をしたい
② ターゲットを絞った⽅が活動がしやすい
③ 災害を経験していないからこそ出来る・考えられることがある
以上を踏まえ➡ターゲット 未災者、中でも私たちと同じくらいの年代

去年の活動
インプット➡ヒアリング調査

阪神・淡路⼤震災当時のお話を👂👂
アウトプット➡なし

今年度の活動
インプット➡ヒアリング調査

本校の先⽣⽅から阪神・淡路⼤震災のお話を👂👂
アウトプット➡年表作成＋冊⼦まとめ （年表は配布する予定）

ヒアリング調査
①未災者へのアンケート調査（8/2）
②阪神・淡路⼤震災経験者へのインタビュー調査（8/16）
※①②共に垂⽔駅周辺で⾏いました。
①ではお時間をあまりとらせないようにＹＥＳorＮＯのシール

形式で⾏い、アンケート終わりには下図のような紙を配布しま
した。
※多聞地区の夏祭りでも何名かに答えて頂いたのでその分も
⼊っています。
②では過去or現在・未来に関する質問を4つ⽤意し⼀⼈につき
2問ずつくらいで質問していきました。

ヒアリング調査全体を通して良かった点
１ 事前準備に不⾜がなかった
２ 予定をしっかり⽴てていた為参加⼈数が去年より多かった
３ ⼈数調整や時間➡臨機応変に対応できた

改善点や反省点
１ 声をもっと積極的に掛けに⾏く
２ 質問を深めれるならもっと深める
３ アンケート後のまとめ もっと⾒やすくわかりやすく

テーマ

反省点 ･準備不⾜
･急激な予定変更
･ミーティングの質
･活動内容の薄さ

気をつけたこと
･ 綿密な準備
･ ミーティング内容の事前確認
･ ミーティングの質と効率向上

☆ 今年度の⼆⼤活動
先⽣⽅へのインタビュー＆年表作り
インタビュー期間➡９⽉から12⽉初め
年表作成期間 ➡11⽉終わり頃から

きっかけは先⽣（⾝近な⽅）の阪神・淡路⼤震災の話
を知ることで震災を⾵化させずまた今後に向けての意
識の向上になるのではと思ったことです。あらかじめ
質問をする先⽣を決め６〜７⼈を3グループに分け、イ
ンビューをする前には必ずアポ取りをしてから昼休み
や放課後に⾏いました。
年表ではたくさんの質問の中から4つを抜粋し⾒やす

く付箋でまとめました。単調な年表にならないようイ
ラストやメッセージなどを⼊れたことが⼯夫点です。

インタビュー調査＆年表を通し良かった点
1 先⽣に対しての礼儀
2 中途半端にせず最後までこだわれたこと
3 早くから取りかかれたこと（インタ）

改善点や反省点
1 メンバーがなかなかそろわなかったこと

➡連携がうまくいかなかった
2 進捗状況は随時連携する必要がある
3 活⽤⽅法をもっと有効的に

1年を振り返って
新しい試みにも挑戦でき、活動の幅を広げることが出来たように思います。

それと同時に多くの改善点が⾒つかったので今後のメモリアルアクション舞⼦
チームがもっと良くなるようにと努めていけたら良いのではないかと思います。
このメモリアルアクションでは指定された課題がない分⼤変なこともありますが
逆に⾃分のしてみたい活動などを実現することも可能なので、多くのことに挑戦
できたらいいな（後輩にもしていってほしいな）と思います。
＜今後の改善点＞
･ミーティングの回数、出席⼈数を向上させるためには
･テーマ決めなどに意⾒を持って参加する
･準備の出遅れをなくす などなど

年表は今後も継続し、さらに有効的に活⽤できるようになればいいと思います

活動

スタート

ヒアリング

調査

インタ
ビュー

開始

年表

づくり

5
⽉
終
わ
り

8
⽉
中
旬

9
⽉
初
め

11
⽉
頃
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○�兵庫県立舞子高等学校１　まず、私たちは、「同年代に語
り継ぐ未災者の視点だからこそ見えること」ということを
目標に、今年度、活動してきました。この目標を設定した
背景としては、昨年度の反省である「活動と目標との関連
性のなさ」ということから、初めに「ターゲット設定」を行
いました。ターゲットには、未災者の中でも同年代を選び
ました。同年代を選んだ理由としては、見落とされがちな
私たちと同じような年の方々に向けた活動をしたいとい
う思いからでした。この目標に込めた思いとしては、この
「メモリアルアクションKOBE2020」のこともそうなので
すが、未災者から未災者へ。震災を経験していないから
といって防災を学ぶことに遠慮をしている方々に寄り添
うことや、震災を経験していないからこそできることとい
うことがあるというふうに考え、この目標を設定しました。
インプットでは、今年は大きく分けて二つ行いました。一
つ目に、「垂水駅前多聞地区夏祭りでのアンケート調査」
です。そして二つ目に、今年のメインである私たちの学校
である「舞子高校の先生方への阪神・淡路大震災につい
てインタビューを行い、見やすく年表にまとめる」という
活動です。アンケート調査・インタビューの目的としては
三つあります。まず一点目に、阪神・淡路大震災を経験し
ていない私たち未災者が過去のことを知ることにより今
後について備えるということです。二つ目に、被災された
方々の貴重な生の声を聞かせていただくということ。三
つ目に、私たちがこのようなアンケート結果やインタ
ビューの回答を広めていくことにより、さらに広めていた
だくようにするといったことを目的としています。
○�兵庫県立舞子高等学校２　私からはアンケート調査につ
いてご説明させていただきたいと思います。アンケート
調査は、８月２日に未災者の方、８月16日に震災経験者の
方を対象に２日間実施いたしました。質問内容は、未災者
の方のアンケートでは、「家具の固定をしているか」、「避
難所の場所を知っているか」という２つの質問を行い、答
えてもらいやすいようYESかNOのシール形式で行いま
した。震災経験者の方には、「阪神・淡路大震災を経験し
て思ったこと」、「経験者から未災者へ伝えたいこと」、「震
災当時役に立ったもの」、「震災の経験を踏まえ次の災害
に向けて備えているもの」と、過去と未来に向けての質問
を行いました。
○�兵庫県立舞子高等学校３　私からは、８月２日に行った未
災者の人向けのアンケート調査の結果を報告します。ま
ず、私たちのアンケート調査の対象は、小学生から大学
生あたりまでです。アンケートでは二つの質問をさせて
いただきました。一つ目の質問は、「自宅で家具の固定を
しているか」で、結果はこのようになっています。全体の

約半数の人が家具の固定をしていることがわかりまし
た。二つ目の質問は、「緊急時に自分が逃げる避難場所を
知っていますか」で、結果はこのとおりになっています。ア
ンケートを行った49人中45人もの人が、「避難場所を
知っている」と答えてくださいました。アンケート調査全
体を通し、防災意識の高い人が多いことがわかりました。
○�兵庫県立舞子高等学校４　私からは、震災経験者の方々
のアンケートの調査結果を報告させていただきます。
　�　まずは、阪神・淡路大震災を経験して思ったことです。
結果はこのようになりました。このほかにも「震災を忘れ
ていく人・知らない人に対して怒りを感じる」という回答
や、「阪神・淡路大震災が発生した後１年ぐらいは大きな
音がすれば地震が来たと思ってしまうぐらい敏感になっ
てしまっていた」と回答した方もおられました。
　�　次に、「震災当時役に立ったもの」の結果です。特に多
かったものは、「特になし」という回答です。「物がなかっ
た」または「忘れた」と答えた方が多くおられました。具体
的なものを挙げた回答で一番多かったのは、「水」です。
そのほか「電気ポット」や「ポリ容器」、「携帯電話」などの
回答がありました。携帯電話のお話を伺った方は、当時
大学生の方です。震災当時、携帯電話は普及していませ
んでしたが、その方はたまたま持っており、大学と連絡を
取ることができたそうです。また、連絡が取れた人とそう
でなかった人とでは、レポートや安否確認などの行動で
差が出たとおっしゃっていました。
　�　次に、「未災者へ伝えたいこと」の回答結果です。パ
ワーポイントをごらんください。この質問では、備えに関
連する内容が多くありました。
　�　最後に、「震災時の経験から備えているもの」の結果で
す。特に多かったものは、この二つです。そのほかにも、
「災害時には銀行やATMが使えなくなるために現金を肌
身離さず持っている」という回答や、「お風呂の残り湯を
溜めてトイレに水を流せるようにしている」という回答も
ありました。
　�　アンケートの結果の報告はこれで終わりです。
　�　今回のアンケート調査で特に印象に残っている回答が
あったので少し紹介させていただきます。ある震災経験
者の方で、「阪神・淡路大震災を経験して思ったこと」につ
いてお話を伺っていました。その方は、東日本大震災は
ずっと報道で取り上げられていたけれど、阪神・淡路大震
災は、発生してから約２カ月後に地下鉄サリン事件が発生
し、それを境に余り報道されなくなった。ボランティアの
人たちも来なくなっていった。それでも神戸は早く立ち
直ったとお話ししていただきました。とても悔しそうです
が、誇らしげにお話しされていたことを今でも覚えていま
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す。また、「報道の数が少なくなることは被災者からすれ
ば見放されたように感じる」と回答された方もいたと、他
のメンバーに聞きました。私はこれまで、多くの報道が震
災後も続き、神戸が復興できたのかなと思っていました
が、このようなお話を聞いてとても衝撃を受けました。ま
た、震災を語り継ぎ風化をさせないことの大切さを改め
て感じました。このほかにもたくさんのお話を聞くことが
できたので、私たちにとってとてもいい経験になったと思
います。
○�兵庫県立舞子高等学校５　次に、年表の作成と舞子高校
の先生方へのインタビューについて発表します。環境防
災科の生徒でも先生方の当時の状況を余り聞いたこと
がありませんでした。そこで、インタビューを行い、伺った
ことを聞いた内容、時系列ごとに年表にまとめました。さ
らに、年表に入り切らないほどたくさんお話ししていただ
いたので、年表とは別に冊子にまとめました。年表の作成
に当たり、一般の方ではなく先生に伺ったのは、メモリア
ルアクションを行っている私たちが先生方の当時の状況
を聞いてみたかったため、そして、舞子高校の生徒が震
災をもっと身近に感じてもらいたかったため、身近にいる
先生にお手伝いいただきました。
　�　インタビューは９月から12月の初めにかけて行い、年
表は11月の終わりごろから12月中旬にかけて作成しま
した。質問内容は、「震災当時、何をしていたか」、「心の支
えになったもの」、「震災後、自分の中で変わったこと」、
「私たちに伝えたいこと」です。
　�　年表は、このようなものが完成しました。文字だけでは
なく、絵も入れて見やすいものとなりました。また、年表
の題名は、「一人の声を力に（言葉は生もの）」です。この
題名には、一人ひとりの貴重な体験談を今後の災害に立
ち向かう私たちの力になるようにという願いが込められ
ています。

　�　ここで、インタビューの中からつか印象に残っているも
のを紹介します。一人目は、Ｋ先生です。阪神・淡路大震災
では、アパートで一人暮らしをしていた大学生が多数亡
くなったことが印象に残っているそうです。先生は、当時
勤務していた尼崎の高校へ行くために片道６時間かかっ
たため、週に２日は学校に寝泊まりをしていました。近く
の避難所へ行き手伝うことで出勤と見なす制度があった
そうです。二人目は、震災当時大学生だったＯ先生です。
先生は震災当時、自分が役に立ってないように感じ、人の
役に立ちたいと思うようになったことをきっかけに教師を
目指されました。日ごろからご飯を炊くのではなく鍋で
炊いていたため、災害時にもご飯を炊くことに苦労はし
なかったそうです。この経験から、現在もなお、炊飯器で
はなく鍋でご飯を炊くようにしているそうです。
　�　そして、年表と同時進行していた冊子は現在作成中で、
３学期には完成・配布を予定しています。きょうは未完成
ではありますが、途中までできているものを持参してい
ます。この後、見たい方がありましたらお声かけくださ
い。お願いします。
○�兵庫県立舞子高等学校６　私からは、アウトプットについ
てお話しさせていただきます。私たちは主に二つ考えて
いることがあります。一つ目は、先ほど見ていただいた年
表と冊子を校内に配布すること。二つ目は、私たちが防
災や減災を同世代の方々に教える出前授業に参加し、先
ほどお話しした街頭アンケートの結果を折り込んだもの
を行っていく予定です。
　�　次に、今度の予定についてお話しさせていただきま
す。今後は、反省会と来年度の予定についての検討をし
ていきたいと考えています。そして、年表についてはこれ
からも継続して行う予定です。
　�　ご清聴ありがとうございました。
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滋賀県立彦根東高等学校

神戸から学ぶ 福島から学ぶ ＝未災地の滋賀でできること＝
滋賀県立彦根東高等学校新聞部「福島をつなぐ」取材班

災害メモリアルアクションKOBE報告会 2020,1,11

はじめに

東日本大震災発災以来、毎年、彦根東高校新
聞４月号と１０月号に連載特集「福島をつなぐ」を
書き続けてきた。
改めて、 『伝える』ということの意義

未災地滋賀の高校生に『伝わるのか』
を考える。

伝えようとしたこと

彦根東高校新聞１０月号で
①活動を伝える：神戸や福島で『伝えよう』とする
人たちの活動を伝える
→災害メモリアルアクションKOBEの活動を取材
２５年に渡って、なぜこのような取り組みを続
けているのかを調べる

②滋賀に伝える：大きな災害を受けていない滋賀
にとって、災害が「他人事」でないことを伝える。
→迫る南海トラフ巨大地震についての彦根東
高生の意識を調べる

①活動を伝える
・前川直哉先生：神戸で被災、福島で活動

過去の出来事や他所の出来事を「自分事」と
捉えることの大切さを話される。

・牧紀男先生：災害メモリアルアクション
震災の経験を伝える仕組みの大切さを話さ

れる。未災者から未災者への伝達が必要。

▼牧先生取材の
様子(2019,8,8)

・災害メモリアルアクションKOBEの取り組み
神戸では、高校生や大学生が『伝える』を

発災して２５年たった今でも続けている。過
去のことではなく、これからの
防災にどうつなげるかが話し
合われている。

②滋賀に伝える
・彦根東高生にアンケート：意識を調べる

南海トラフ地震の危険性は知っているが、防
災対策はしていない。「自分事」としていない。

▲グラフ 問1 南海トラフ地震の危険性を知っているか？
問2 大地震が発生したときに対する対策は？

・小泉尚嗣先生：アンケート結果を見て
滋賀にも大地震が起こると大きな被害が出る。

得た情報を共有し、何十年も続けられる対策を
してほしい。

伝わったのか

１０月号発行後、アンケートを実施。地震対策の
必要性を感じたとの回答を多数得る。「教訓を活
かさねば」「他人事ではない」などの声も多かった。

伝え続けることの大切さと、伝われば防災に対
する意識が喚起されることが感じられた。
未災地の滋賀でも、これからも伝え続けねばな

らない。

▲１０月号のアンケート
結果を掲載した１月
号(2020,1,7)の誌面

彦根東高校公式マスコット「ぎんにゃん」

▲災害メモリアルアクション
キックオフイベント
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○�滋賀県立彦根東高等学校１　本日はこのような発表の機
会をいただきありがとうございます。私たちは、滋賀県立
彦根東高等学校新聞部２年、小峠　実咲と、１年、清水　
陽奈です。よろしくお願いします。
　�　本日は、「神戸から学ぶ福島から学ぶ」と題し、未災地で
ある滋賀の高校生として神戸や福島の教訓をどう伝える
かどう生かすかについての取り組みを発表します。
　�　まず、高校の紹介をします。
　�　私たちの高校は、琵琶湖のある滋賀県の東側、彦根市
にあり、高校は彦根城の城郭の中です。彦根を治めてい
た井伊家の藩侯が源流です。近くには石田三成の居城が
あった佐和山があり、姉川や関ヶ原など、戦国時代好きの
人なら聞いたことのある地名が近くにたくさんあります。
スクールカラーは赤で、野球部が甲子園に出場したとき
は赤く染まったアルプススタンドが評判を呼びました。公
式キャラクターの「ぎんにゃん」は、私たち新聞部が行っ
ているチャリティー活動で一緒に活躍してくれます。
○�滋賀県立彦根東高等学校２　さて、私たち彦根東高校新
聞部が震災について向き合い始めたのは、2011年の東
日本大震災がきっかけでした。当時の新聞部員たちは、
震災が発生してからわずか38日で届いた福島県立相馬
高校出版局の新聞を見て、私たちにもできることをした
いという思いが募り、これまで特集「福島をつなぐ」と題
し、実際に福島県を訪れ、取材してきました。これまでの８
年間にどのような取材をしてきたか少し紹介させてくだ
さい。2015年には、富岡町のコミュニティ放送局「おだ
がいさまFM」を取材させていただきました。あわせて郡
山東高校新聞部の皆さんと交流させていただきました。
福島での震災のことを地元の皆さんがどう発信されてい
るのかを紹介するのが中心です。2017年３月には、初め
て復興記念式に参加させていただきました。相馬市にて
相馬高校出版局の皆さんと交流させていただきました。
2018年３月、いわき総合高校演劇部の皆さんとの交流

は印象深いものでした。このころ先輩たちは、取材をする
私たちと取材される方の思いの差に悩んだそうです。福
島県でも色濃く被害の爪跡が残る地域とそれ以外の地
域で差があり、また、滋賀の私たちが伝えようとすること
と福島の方が発進しようとなさることに違いがありまし
た。震災は終わっていないという視点に重きを置くと、震
災からの脱却を発信したい福島の方の意には沿わない。
その違いに思い悩むこともあったと言います。もうそろ
そろ東日本大震災の連載はやめてもいいのではないか
という声が、部員の中でも大きくなりました。そんな中
で、いわき総合高校演劇部員の方が、７年たってようやく
話せるようになったとお父さんが亡くなられたことをあ
りのままに新聞部員に話してくれたのです。７年たったか
らこそ伝えられることがあるのだと確信した瞬間でした。
　�　８年目の今年は、福島と合わせて神戸から学べること
を考えました。神戸は、震災から25年を迎えようとしてい
ます。７年目ですらこれからの伝え方に悩んだ私たちは、
25年の長きにわたって伝え続けている神戸の取り組み
を知りたいと思いました。今回特集を組むに当たって、ス
ライドにあるようなことを考えました。それは、南海トラフ
巨大地震が迫っている中、被災地の出来事は滋賀の私た
ちにとって他人事としてはいけない。神戸や福島の震災
から学べることがあり、被災地の思いを伝えようと活動し
ている人たちがいる。このようなことを私たちは知ろうと
しなければならない、伝えなければならないと考え、今回
の特集を組みました。
　�　これが取材の様子です。
　�　これが完成した紙面です。「神戸から福島から学ぶ滋
賀のこれから」と題して、このような取材を行いました。お
手元に配付してある方は、14、15面をごらんください。
滋賀県立大学小泉先生、福島大学前川先生、京都大学牧
先生に取材させていただいたこと。災害メモリアルアク
ションKOBEに参加したことについて記事にしました。
　�　内容について説明します。
　�　まずは、本校生に、「発生すると予想される南海トラフ
巨大地震について危険性を知っていますか」、また、「その
ような震災への対策をしていますか」とうアンケートを実
施しました。「危険性を知っている」と答えた生徒は86％
ですが、「対策している」と答えた生徒は18％でした。この
結果から、震災を他人事のように思っている生徒が多い
ということがわかりました。この結果をもとに小泉先生に
お話を伺ったところ、日ごろから地震に気を掛けることが
大切だと教えていただきました。ほかにも、福島大学の前
川先生や、京都大学の牧先生にお話を伺い、神戸や福島
が震災の経験にどう向き合っているかを伝えようとしま
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した。私たちが伝えようとしたことが本校生にどのように
伝わったかを調査しました。新聞を読まなくなった高校生
が増えたと言われている中、多くの生徒が記事を読んで
くれているのが実感できました。一番関心を集めたのが、
やはり身近な滋賀の情報でしたが、神戸や福島の伝えよ
うとする取り組みに興味を持ってくれた人もいることが
感じられました。
　�　今回の特集について寄せられた声を紹介します。「自
分にも関係あるのだなと思うようになった」、「他人事では
ないと感じさせられたし、私たちにできることをしっかり
していこうと思った」、「忘れてしまう記憶を呼び起こすこ
とができる記事だと思った」、「教訓を生かせるようにした
い」など、このほかにも多くの声が寄せられました。これら
の取り組みから感じたことは、滋賀でも他人事ではない
という意識はあるが防災への行動につなげられていな

い。過去の教訓が伝われば生かしていこうと意識を持っ
てもらえる。震災が発生したということを伝え続けないと
忘れ去られる。ということです。
　�　私は、今回この特集を通して、福島だけではなく神戸か
ら学ぶことができ、学んだことを伝え、より多くの人に
知ってもらうということが大切だと思いました。震災が発
生したということをただ過去の出来事と思わず、これから
自分の身にも起こるかもしれないという意識を持つべき
だと思います。そして、震災を経験していない私たちにで
きることは、伝え続けることです。神戸や福島の教訓を伝
え続けなければならないと考えます。彦根東高校新聞部
はこれからも伝えることを大切に活動を続けていきたい
と思います。
　�　ご清聴ありがとうございました。
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国立明石工業高等専門学校
D-PRO135°（明石高専防災団）地域連携チーム・開発チーム
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○�国立明石工業高等専門学校１　では、今から明石高専防
災団D-PRO135°の発表を始めさせていただきます。
D-PRO135°の金子と申します。よろしくお願いします。
　�　まず、D-PROとは何ぞやというところを私から簡単に
説明させていただきます。
　�　D-PROというのは、明石高専内で防災士の資格を取得

した有志のメンバーが結成した防災団で、今年度は30名
ほどで同好会として活動しております。
　�　本日はパンフレットにもあるように、地域連携班とゲー
ム開発班の発表をそれぞれ行います。前半は、地域と連
携した事業について説明して、後半は、防災ゲームの開発
を中心とした開発班の活動を説明させていただきます。

水 非常食 ライト ホイッスル

水 非常食 ライト ホイッスル

水 非常食 ライト ホイッスル

水 非常食 ライト ホイッスル

救急箱

救急箱

救急箱

救急箱

ガラスが散らばっている
　必要
アイテム

　被害
ポイント

スリッパ

10 ポイント

足先が冷えてきた
　必要
アイテム

　被害
ポイント

スリッパ または 新聞紙

15 ポイント

トイレが使えない
　必要
アイテム

　被害
ポイント

簡易トイレ

20 ポイント

避難時でも寝床が必要だ
　必要
アイテム

　被害
ポイント

非常用テント

20 ポイント

食料を温めたい
　必要
アイテム

　被害
ポイント

ガスコンロ

15 ポイント

温かい水が飲みたい
　必要
アイテム

　被害
ポイント

ガスコンロ と 水

20 ポイント

自宅に伝言メモを残したい
　必要
アイテム

　被害
ポイント

ガムテープ

10 ポイント

傷口を止血したい
　必要
アイテム

　被害
ポイント

救急箱 と ガムテープ

20 ポイント

割れた窓を塞ぎたい
　必要
アイテム

　被害
ポイント

ガムテープ

10 ポイント
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　�　ではまず、地域連携班のほうから始めます。
○�国立明石工業高等専門学校２　地域連携班を担当して
います曽我部と申します。よろしくお願いします。
　�　こちらでは、地域や学校内の防災力を高めて、そのため
のきっかけを提供することを目的に活動しています。主
に、もう一つの活動であるゲーム開発のほうで制作した
防災ゲームを用いて地域の方々を招いてゲームの体験
会を行ったり、いろんな講演会に参加したりしています。
　�　今年度は、主にこれらの活動に参加しました。順に説明
していきたいと思います。
　�　まずは、神戸工業高専での防災授業です。神戸高専では
毎年、３年生を対象に防災事業が行われており、D-PROは
そのサポートとして参加しています。今年は９月24日に講
演を行って、同じく25日に避難所運営ゲーム「チャレンジ！」
を行いました。「チャレンジ！」というのは、避難所運営ゲー
ムである「HUG」をもっと楽しいゲームにできないかという
ことで開発されて、チームに分かれて避難所の運営方法に
ついて話してもらって次々と起こるハプニングに対応して
いくというゲームです。「HUG」よりももっとゲーム要素が
ふえています。学生たちがさまざまなアイデアを出してく
れて、とても盛り上がる議論となりました。
　�　次に、同じ明石市内の江井島中学校というところで防
災授業を行いました。７月10日に出前授業と題して避難
所についての講演会を行いました。実際の災害での避難
所の実態や現状を交えていろいろ知ってもらいました。そ
して11月９日に、同じく避難所運営ゲームの「チャレンジ！」
を行って、中学生らしく元気に議論してもらい、避難所、防
災について考えるきっかけというのをつくりました。
　�　次に、明石市の二見地区というところで行われている
子ども食堂に、防災ゲーム「レスキュー」の体験をしてもら
いに行きました。二見地区の自治会とは以前から防災訓
練に一緒に参加するなどやってきたのですが、今回はそ
の活動の延長として、小学生らを対象とした子ども食堂、
そこで、その中の催しとしてゲームの体験会を行いまし
た。これは、今、まさにやっている活動の中で、去年の12月
に３カ所の子ども食堂で行って、今月、もう一回行う予定
です。そのときには小学校の先生方にも来ていただいて、
学校での防災学習ツールとして利用を検討してもらいま

す。また、子どもたちというのが、ゲームを覚えるというの
が僕たちよりも早くて、ゲームさえ用意すればわれわれ
がいろいろと手助けをしなくても勝手に遊んでくれると
考えて、今後の子ども食堂であったり、学校であったりで
防災学習のツールとして利用してもらうことを考え、継続
的な活動として今は検討しています。
　�　最後に。先日、明石南高校の明南防災ジュニアリー
ダーの皆さんと３回にわたって交流会を行いました。同じ
明石市内で同じ世代の学生として、互いの活動を知ると
いう機会をつくりました。この明南さんが、体を動かす防
災ゲームをつくられていて、そのボードゲーム版をつくろ
うということで、われわれも同じようにボードゲームを開
発しているので、こっちのゲームを遊んでもらったり、意
見交換をしたりして互いに開発しました。先月、そのゲー
ムの披露会というのを行って、われわれとは全然アプ
ローチが違って、遊び方はいろいろあるのだという、お互
いにいい刺激となりました。今回、われわれが開発した
ゲームについては、後ほど発表します。
　�　ここまで紹介したのはほんの一部で、ほかにも地域の
行事やイベントだったり、学校の学園祭に当たる高専祭と
いうものでゲームの体験会を行ったり。また、この写真の
ように各地での防災訓練に参加して地域やメンバーの防
災力を高めるという活動をしています。この写真は、９月
に行われた和歌山県海南市での防災訓練に参加した様
子です。避難所でのボランティア運営訓練で、中学生との
ワークショップを通して自分たちの防災力を高めました。
　�　最後に、地域連携授業においては、われわれはあんま
り一つのこれといった活動に専念しているわけではない
のですが、この幅の広さというのが強みであって、これか
らもさまざまな活動を展開して地域の防災力を高める、
また、そのきっかけをつくるということに専念していきた
いと思います。
　�　地域連携班は以上です。
○�国立明石工業高等専門学校３　明石高専防災団３年の
石原　由貴です。よろしくお願いします。
　�　私からは、二つ目の活動である防災ゲームの開発につ
いて発表させていただきます。
　�　昨年、作成したゲームは４つで、「レスキューライト版」、
「レスキュープラス」、「レディ」、「テイク・アクション」です。
それぞれのゲームについて順に説明していきます。
　�　一つ目は、「レスキューライト版」です。従来の「レス
キュー！」を用いた体験会を行った際に子どもたちにも体
験していただきましたが、ゲームが難しくてわからないと
いったご意見を多くいただいたことから生まれたゲーム
です。マップや道具は「レスキュー！」と同じものを使用し
ますが、ミッションを簡易化することで簡単に遊ぶことが
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できるように改良し、小さな子どもを含む幅広い世代の
方に楽しんでいただけるゲームを目指しました。
　�　二つ目は、「レスキュープラス」です。従来の「レス
キュー！」は、用意されたマップ、カードで遊ぶボードゲー
ムでしたが、「レスキュープラス」では、Excelをもちいる
ことでオリジナルのマップ、カードをみずから作成し遊ぶ
ことができます。また、この際に、自分が実際に住んでい
る地域をマップとして再現すれば災害を身近に感じ、考
えることができる他、地域の防災訓練のシミュレーション
を行うこともできます。このように「レスキュープラス」は
従来の「レスキュー！」に比べ、さまざまな機能が加わった
ことで体験する人にとってより親しみやすく学ぶことがで
きるものとなりました。
　�　今まで作成してきた「レスキュー！」、「レスキューライト
版」、「レスキュープラス」は、地震が起こったらどう行動す
るのかというポイントに着目したゲームになります。しか
し、近年発生した災害は地震だけにとどまらず、台風や豪
雨による風水害や土砂災害が多く発生しました。そこで、
先ほど話させていただきました、自分たちでマップを作
成することができる「レスキュープラス」を活用した風水
害・土砂災害に着目した新ゲーム開発を行いました。
　�　一つ目が「レディ」です。「レディ・ゴー」の「レディ」から
取っており、名前のとおり「準備をすること」に重きを置い
て作成したゲームです。風水害は自信と比べ、事前にあ
る程度予測し備えることができるという大きな違いがあ
ります。その重要性を、このゲームを通して学ぶというも
のです。まず、このゲームには、従来のゲームにはなかった
「話し合う」という段階がメインとなっています。自分たち
が実際に住んでいる町をマップに映し、もしこの町に大
雨が降ったらどこが危険な場所なのか、避難場所はどこ
に設置するべきなのか、何を備えておくべきなのかを話
し合うことで、危険箇所の確認、適正な避難場所、防災備
品について、自分が住む町を町民みんなで改めて考え、
見直すことができます。ゲームは、初めの６ターンで、最
初に与えられるポイントを使い、それぞれが必要だと思う
防災グッズを購入することで災害に備えていきます。そ
の後ゲームが進むにつれ、土砂崩れや川の氾濫、道路の
冠水など、さまざまなアクシデントが発生していきます。
初めの６ターンで手に入れた防災グッズを使用しながら
災害を乗り越え、また、最初に話し合って決定した避難所
へと避難して行きます。その道中にも、懐中電灯や非常
食など、さまざまな防災グッズを必要とするアクシデント
に遭遇し、その場面、場面で備えることの大切さを学べる
よう工夫しました。また、事前に設定した避難所ですが、
ゲームの進行とともに避難者が増加し避難所に入れな
いため、第２の避難所へ向かうなどのアクシデントをゲー

ムに含ませることで、よりリアリティを持たせました。避難
所到着後、手元に残されたポイントの比較でゲームの勝
敗が決定します。このゲームに取り組むことで、決して災
害が他人事ではないということ、備えることがどれだけ
命を守ることにつながるのかということをゲーム感覚で
楽しく学んでいただけたらと思います。
　�　二つ目が、「テイク・アクション」です。このゲームは、「と
にかく避難すること」に重きを置いたゲームです。「レ
ディ」と同様、風水害に対応するゲームですが、従来の
ゲームに比べ短時間で身近な体験を得ることを目的とし
ています。ゲームは、ミッションを随時クリアしながらポイ
ントを獲得していき、ゲームの進行とともに発令される避
難勧告や避難指示に従いながらゴールとなる避難所を
目指していきます。非常にシンプルなゲーム性の中で、
避難勧告や避難指示などの情報の見方、また、災害発生
時に「迷わず避難」という選択をすることを、小さな子供
でも簡単に短時間で学ぶことができます。
　�　ここまでさまざまなボードゲームを紹介してきました
が、特徴をまとめていきたいと思います。
　�　上が「簡単で手軽」、下が「奥深いが難しい」、左は「量産
性が高い」、右は「地域性が高い」という表です。
　�　まず、初代「レスキュー！」は、簡単につくって簡単に遊べ
るゲームです。さらに難易度をさげて小さな子でも遊べ
るようにしたのが、「レスキューライト版」です。「レス
キュー」の遊びやすさはそのままに、マップやミッションを
自分の地域に合わせてつくることができるようにしたのが
「レスキュープラス」です。ここまでは、おもに地震災害を
対象としています。
　�　マップづくりを生かし、新たに風水害や土砂災害に対
応させたのが、「レディ」と「テイク・アクション」です。「レ
ディ」は、準備するにも遊ぶにも手間と時間がかかります
が、地域やプレーヤーの情報をかなりインプットすること
ができるため、シミュレーションとして使うことができま
す。「テイク・アクション」は、地域性を入れながらも手軽に
遊ぶことができます。
　�　このようにさまざまなタイプのボードゲームがあり、加
えて避難所運営ゲーム「チャレンジ！」があります。行うタ
イミングや対象者に応じて使い分け、活用していきたい
と思います。
　�　今年も新たなゲームの作成を考案中ですが、ボード
ゲーム以外のゲームとして、防災を学ぶカードゲームを考
えています。私たちが継続して取り組むこれらの活動が、
さまざまな形でさまざまな人へと防災として伝わり、いつ
かまた来る災害に防災士として貢献できればと思います。
○�国立明石工業高等専門学校１　以上でD-PROの発表を
終わります。ありがとうございました。
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神戸学院大学
現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ

災害メモリアルアクションKOBE 2020
「わせらん新聞」第2号
〜阪神淡路⼤震災の教訓〜

神⼾学院⼤学 / 現代社会学部 / 社会防災学科 / 安富ゼミ

インタビュー

新聞作成

-------------Member-------------
教授（デスク） 安富 誠
3年（記者） 楠橋 ⼒ 林 優真

鈴⽊ ⼤貴 武岡 洸樹 安藤 彪華
灘井 彩乃 榎本 倖⽣ ⼭ 楓⽣
佐々⽊ ⽂都 ⽥邊 銀平 ⼤⽮ 哲也

今年度も昨年度に続き、インタビューにと
どまらず、「発信」にも⼒を⼊れ、正しい伝
え⽅を模索する⼀つの⼿段として新聞を選び、
読売新聞⼤阪本社で35年間、記者として働き
デスクも経験している安富先⽣の監修の下作
成しました。神⼾新聞社が提供するクラウド
型アプリ「ことまど」を利⽤し、新聞を作成
しました。
「ことまど」は、⼩学⽣が学校で新聞作成

のために利⽤するアプリです。簡単に、本格
的な新聞を作成することができます。
新聞名は、「わせらん新聞」としました。

「わせらん」とは、淡路島の⽅⾔で、「忘れ
ない」を意味します。
教訓と災害に対する考えを聞き、さらに家

族や⼤切な⼈に話をしているか、などのイン
タビューした内容をまとめました。阪神淡路
⼤震災の当時の思いを⾵化させないという気
持ちを込めて、全部で9枚の新聞にまとめまし
た。

〒 650-8586 兵庫県神⼾市中央区港島1-1-3 📞📞078-974-1551

昨年度の活動では、「⾏政」「マスコミ」「研究者」な
どといった専⾨的な知識をもった⽅々にインタビューをし
ましたが、今年度は昨年度の分野に加え「住⺠」「消防
官」の⽅々にインタビューをさせていただきました。阪神
淡路⼤震災から得た教訓、災害に対する考えを家族や⼤切
な⼈に伝えているかについて調べてきました。

インタビューは、学⽣が2〜3⼈1組となって対象
者にアポイントを取り、実施しました。
インタビュー対象者の中には、今もなお防災の

第⼀線で活躍されている⽅はもちろん、震災当時
現場で活躍されていた⽅など、幅広い⽅々にご協
⼒いただきました。
期間は7⽉下旬から12⽉上旬の約五か⽉の間で、

合計27⼈の⽅々にインタビューをさせていただき
ました。

ポートアイランドキャンパス
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○�神戸学院大学１　神戸学院大学現代社会学部社会防災
学科安富ゼミの大矢と武岡と灘井と楠橋です。よろしく
お願いします。
　�　僕たちの活動としては、昨年と同様、「わせらん新聞」と
いう新聞を作成させていただきました。その活動の流れ
としては、９月ごろからインタビュー対象者を27名と決定
して９月ごろからインタビューを開始し、新聞を作成して
いきました。今年のインタビュー対象者が27名で、去年
が24名で、合計51名。去年から合計51名の方にインタ
ビューさせていただきました。今年の取り組みとしては、
インタビュー対象者が一般の住民の方10名と行政の方
５名、研究者の方５名、マスコミの方４名、消防の方３名に
インタビューさせていただきました。このインタビュー対
象者は、昨年が行政中心の人が多かったため、今年は住
民の方を中心にインタビューさせていただきました。ま
た、新しく消防の方にもインタビューをさせていただきま
した。
　�　新聞作成ですが、「ことまど」という神戸新聞社のもの
を利用して作成させていただきました。インタビューした
だけでは発信できないので、この新聞を通して多世代の
人が読めて、物として後世に残せるので、新聞をつくって
発信していこうとなりました。
　�　「わせらん新聞」として、皆さんの手元にあるように、こ
のように一面に３人の方を載せさせていただいて９枚作
成しました。その中で、５人の方をインタビューした中で、

27名中の５名の方を発表していきたいと思います。
　�　まず一人目として、もと神戸市役所の職員であった太
田さんにインタビューさせていただきました。太田さん
は、阪神・淡路大震災のときは神戸市役所で働いていて、
震災当時、復興計画に携わっていました。復興計画をす
る中で、最初はどうしていいかわからず手つかずの状態
が続いたそうです。その中で、阪神・淡路大震災の教訓と
して一つ目が、阪神・淡路大震災の被害を学んで次の世
の中に残して、その経験を生かしていくというのが大事
だとおっしゃっていました。その中で、災害は多種多様で
あって、後世に残すのだけど、その経験が必ず全部生き
るわけではなくて、生きる部分もあれば全く生きない部
分もある。災害は多種多様であるので、新しい災害が起
こったら次どうしたらいいかなど研究を続けて新しい災
害にも対応できるようにしていかなければいけないと
おっしゃっていました。
　�　続いて二人目になります。
○�神戸学院大学２　次に、私は、兵庫区で被災した卜部さん
にお話をお伺いしました。当時、卜部さんは、神戸市上沢
にある実家に住んでいました。部屋で寝ているときに地
震に遭い、実家の一部は潰れて２階は道路側へ滑り落ち
ていました。その後、外に出ようとしましたが階段が半分
なくなっていたため、２階からカーテンを２本つなぎ合わ
せてロープがわりにして脱出しました。その際に、向かい
のアパートの１階に祖父が埋まっていることを知り、声が
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している間に助けないといけないという思いで、何もし
ないということは考えられなくて近所の人と祖父の救助
活動をしました。この救助活動の中で、知っている人は助
けようとするが知らない人は助けないといった人間味を
ある瞬間を感じたそうです。震災以降、卜部さんの災害に
対してのイメージは大きく変わり、現在では震災をきっか
けに防災とデザインに関係した仕事をされています。ま
た、家族とともにハザードマップで避難経路や安全な避
難場所を確認されているそうです。
　�　以上のことから得た教訓は、人間は知っている人は助
けようとするが知らない人は助けないということと、建物
を建てる前に、事前に防災を踏まえた構造を取り入れる
ということです。
○�神戸学院大学３　私は、まちづくり会長の田中保三さん
にお話を伺いました。地震が起き、社長をしていた田中さ
んの会社は、６棟あったうちの５棟が燃え１棟だけが残っ
ている状態でしたが、田中さんは社長として、残っている
１棟で社員とその家族を守ることを決意します。田中さん
は、トップは、やるにしてもやらないにしても早い決断をし
なければいけない、社員を不安にさせてはいけないと
おっしゃっていました。そこから、震災以前に付き合いの
あった卸売業者のほかに、地震が起きたことで出会えた
人たちと助け合いながら会社経営を続けます。田中さん
は、震災に出会った人たちのつながりをとても大切にさ
れていました。震災で失ったものはたくさんあるけど地
震が起きたことで出会えた人もいて、その出会いと出
会った人たちのきずなが震災を経験し得たものの中で
一番大きいとおっしゃっていたその言葉がとても印象的
でした。お話を聞き、私は今まで出会った人たちとのつな
がり、これから出会う人たちとのつながりを大切にしたい
と思いました。
○�神戸学院大学４　私は、防災伝道士の大西賞典さんと神
戸学院大学の中田敬司教授にお話を伺いました。
　�　まず、大西賞典さんは、当時、仏壇屋を営んでおり、震
災発生後、自分にも何かできないのかを考えていたとこ
ろ、社員たちの声で、会社全体でボランティアを行おうと
いう結果に至りました。震災が起きたことがきっかけで防
災に対する意識が変わりました。世間では災害の後の炊
き出しや災害ボランティアなどの「事後活動」を防災活動
だと勘違いしている人が多く、その要因としてメディアの
伝え方に問題があるとおっしゃっていました。以上のこと
から、防災とは「事前の活動」が大切であることや、自らが
発信源となり、相互通信で伝えていくことが教訓として
挙げられました。

　�　次は、神戸学院大学の中田教授についてです。当時は
広島消防の職員で、消防職員としては震災にかかわって
いないそうですが、その後の研究や幅広い活動などか
ら、教訓としては、災害に対する危機感や対策を市民一人
ひとりで行う、災害が起きるたびに新たな課題・教訓が生
じるなどが挙げられました。
　�　次に、インタビューした方に聞いた災害に対する意識
の変化です。震災前は、70％の人が「していない」、30％
の方が「している」。震災後は、85％が「している」、15％が
「していない」という結果になりました。このことから、震
災を経験された方は震災前より災害に対する意識が高く
なるという傾向があると言えます。
　�　最後に、僕たちの世代は震災を経験してない人が多い
ので、現在は震災前の70％の枠に入っている人が多いと
思いますが、本日のメモリアルアクション活動を通して、
震災前の30％に若い人たちが入っていけるように活動
や行動を起こしていきたいと思います。
　�　ご清聴ありがとうございました。

18



関西大学
社会安全学部 奥村研究室

 SS fGraduate School and Faculty of Societal Safety Sciences

災害関連死の教訓は⽣かされているのか︖
〜児童・住⺠の意識の現状〜

稲葉 真緒 Mao Inaba / 関⻄⼤学社会安全学部４年

背背景景・・目目的的 手手法法

結結論論

参参考考文文献献

阪神・淡路⼤震災では、災害関連死で919名が犠牲になった。
これを受け、国レベル、地⽅⾃治体レベル、地域や住⺠レベルで
様々な対策が実施されてきた。しかし，その後も、２００４年中
越地震、２０１１年東⽇本⼤震災、2016年熊本地震などで多数の
関連死が発⽣している。本研究では、25年前の教訓は⽣かされて
いるのかを検証する。具体的には、住⺠の間に関連死を減らすこ
とにつながるようなイメージがどの程度定着しているのかを明ら
かにする。

1. 南海トラフ巨⼤地震から１週間
が経過したと仮定し、「避難⽣
活で何に困るか」というテーマ
でワークショップを実施する

2. ワークショップ成果物を関連死
発⽣のフロー図（川﨑作成）に
対応させ、分析する。

関連死を発⽣させないように避難所⽣活をどうしていくべきかを地域レベル・個⼈レベルで検討する場合、
以下の点に注意が必要である。
1. 多様な関連死の発⽣プロセスに対して、そこに⾄る前の段階の問題をいずれも指摘できているが、死に⾄
る所までは想像できていない。そのため、死に⾄る深刻な問題だと捉えて対策が実施されにくい可能性が
ある。

2. 過去の災害で多く犠牲が出ている循環器疾患（脳⾎管疾患・⼼疾患）や呼吸器疾患（誤嚥性肺炎）が⼗分
に想像できていない。

１）第12章今後の災害に向けた体制整備等‐熊本県, 
https://www.pref.kumamoto.jp/common/UploadFileOutput.ashx?c_id=3&id=23049&sub_id=1&flid=13
9857,2019年5月7日閲覧
2)上田耕蔵,震災関連死におけるインフルエンザ関連死の重大さ,都市問題/第100巻・12号,2009年12
月号
3)読売新聞社「震災関連死の疑い282人 避難所 不衛生,寒さで拡大 本紙3県病院調査」2011年4
月11日,夕刊,p1,(ヨミダス歴史館2019年5月9日閲覧)
4)突然死の現状｜実地診療のためのデータベース｜循環器最新情報｜日本心臓財団の活動｜日
本心臓財団とは｜公益財団法人 日本心臓財団, https://www.jhf.or.jp/pro/info/totuzen.html,2019年
5月9日閲覧
5)震災関連死の実態とその対策‐神戸協同病院,http://kobekyodo‐hp.jp/images/material/disaster‐
related_deaths_and_countermeasures.pdf,2019年7月5日閲覧

北⾵の防災から太陽の防災へ

新潟中越地震後の十日町の車中泊の様子
（出典）新潟日報

結結果果

A⼩学校の児童（図1）
• 37個あるフローのうち20個の指摘があった。
• 「死」の部分を指摘することができた。
A⼩学校区の地元住⺠（図2）
• 37個あるフローのうち13個の指摘があった。
• 「死」の部分を指摘することができなかった。
全体（図3，表1）
• 全体的に誤嚥性肺炎（呼吸器疾患）と脳⾎管疾患・⼼疾患（循
環器系疾患）が想像できていない。

表１ 循環器疾患と呼吸器疾患による関連死の割合（災害別）

図１ A⼩学校の児童 図２ A⼩学校区の地元住⺠（⼤⼈）

図３ グループ毎の全アイデア数における死因別割合

対象︓南海トラフ巨⼤地震で⼤きな被害が想定されている愛知県⽥原市のA⼩学校

B⼩学校の児童 A⼩学校の児童B⼩学校区の住⺠
A⼩学校区の住⺠ 神⼾の⼤学⽣

:イメージできたところ
:関連死

阪神・淡路大震災 東日本大震災 熊本地震 中越地震

循環器疾患 38% 37% 39% 61%
呼吸器疾患 35% 31% 28% 16%
計 73% 68% 67% 77%
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○�関西大学１　関西大学から来ました稲葉です。今日は、
「災害関連死の教訓は生かされているのか」について発
表していきます。
　�　今回、この研究でワークショップを実施したのですが、
それはこの地図の青いフラッグが立っている２カ所で実
施しました。一つ目は、右のほうの愛知県田原市で実施し
ました。ここは、南海トラフ巨大地震が発生した際、被害
が大きいと予想されている地域です。また、もう１カ所
は、今、私たちがいる神戸でワークショップを実施しまし
た。この研究の背景としましては、1995年に阪神・淡路
大震災が発生して、関連死で919名の方が犠牲になりま
した。それを受けて国や地方、住民間で関連死の対策が
さまざま行われてきたのですが、中越地震、東日本大震
災、熊本地震などでは関連死で多くの方が犠牲になると
いう関連死の被害が繰り返されています。それで私は、
25年前の教訓は生かされているのか疑問に思いました。
また、私たちのゼミ室で、南海トラフ巨大地震が起こった
際、関連死でどのぐらいの方が犠牲になるのかを予想し
てみました。すると、約７万4,000人の方が犠牲になる可
能性があることがわかりました。これをきっかけに、私は
関連死のことを研究していこうと思いました。今回、私の
研究の目的は、災害関連死について25年前の教訓は生
かされているのかを検証することです。手法としはまず
一つ目、ワークショップを実施しました。このワークショッ
プは、南海トラフ巨大地震から１週間が経過したと仮定
し、避難生活で何に困るかというテーマで実施しました。
右上の図がそのときの様子です。このワークショップを
受けて二つ目、ワークショップ成果物を関連し発生のフ
ロー図に対応させ分析しました。右下の図が、関連死発
生のフロー図です。これは、地震が発生して関連死に至
るまでどのようなプロセスを経て関連死で犠牲になるか
というものを表した１枚の図です。
　�　ワークショップについて説明します。
　�　ワークショップは、先ほど申したとおりテーマとして南
海トラフ巨大地震発生から１週間が経過したと仮定し、避
難生活で何に困るのかというのを考えてもらいました。
実施場所は３カ所で実施して、愛知県田原市の二つの小
学校で児童と住民に参加してもらいました。また、神戸の
災害を専門に学んでいる大学生にも参加してもらいまし
た。作業の流れは、まず個人で考えてもらい、それをグ
ループになって意見を出し合ってまとめてもらいました。
今回、私は、この黄色の一つひとつの部分がフロー図に
どう対応しているかを見ていきました。
　�　次に、フロー図について説明します。このフロー図は、
同じゼミ室に所属している川﨑が作成したものです。こ

れは、過去の災害について文献を読み込んで、それを１
枚の図にまとめたものです。まず、左側の「地震が発生し
てライフラインの停止」というところから始まり、最終的
には、赤丸で示している「誤嚥性肺炎」で亡くなることや、
「エコノミークラス症候群」で亡くなる。「自殺」、「肺炎」、
「感染症」、「脳血管疾患」、「心疾患」で亡くなるというもの
が、１枚の図で表されています。例えば「誤嚥性肺炎」を例
にとってみると、ライフラインがまず停止して、その次に
水不足が起こります。そして、口腔ケア不足という歯磨き
ができないというようなことになり、口腔内細菌が増加し
て誤嚥性肺炎になります。
　�　このフロー図とワークショップの成果物を比べて結果
を見ていきます。
　�　今回、３カ所でワークショップを実施しましたが、今回は
１カ所に絞って結果を見ていきます。その後、全体につい
ての結果も見ていきます。
　�　まず、Ｂ小学校で実施したワークショップの結果です。
これは、Ｂ小学校の児童がどのように関連死をイメージで
きているかを表したものです。児童は43名参加して、
カード数は212枚集まりました。項目がそれぞれ31カ所
あるのですが、そのうち19カ所がイメージできていまし
た。また、赤丸で示している死因についてどうかというと、
感染症については、死因のところまで想像できていまし
た。他のところは、死因に至る前の段階ではそれぞれ指
摘できているのですが、死因のところまでは想像できて
いませんでした。
　�　次は、Ｂ小学校区で行った地元住民の結果です。地元
住民の方は16名に参加していただき、カード数は57個
集まりました。項目31カ所ある中で13カ所をイメージで
きていました。死因については、そこに至るまでの部分は
それぞれ指摘できているのですが、死因というところま
ではイメージできていませんでした。
　�　次に、全体の結果を見ていきます。ここでは、各死因に
関連する問題をどの程度イメージできているかを見てい
きます。それが左のグラフになっています。このイメージ
度合いというのは、こっちの右に書かれているように死因
Ａに関するイメージ度合いは、死因Ａに関連するカード数
を分子にとって全カード数で割ったものです。例えばこの
死因Ａに当てはまるのは、フロー図で死因にあった誤嚥
性肺炎やエコノミークラス症候群、自殺、肺炎、感染症、
脳血管疾患、心疾患などが入ります。誤嚥性肺炎を例に
取って見てみると、まずライフラインの停止というところ
にカード数が６枚集まっていて、次、水不足が20枚、口腔
ケア不足が２枚集まっていて、これらの数を足したものが
分子に当たるもので、Ｂ小学校の児童の全カード数が分
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母に当たるものです。これを計算した結果が左のグラフ
になりました。左のグラフでは赤丸のところに注目してほ
しくて、誤嚥性肺炎と脳血管疾患、心疾患の部分が余り
想像できていませんでした。私は当初、この研究を行った
とき、児童、住民、大学生によって何か違いがあるのかな
と思っていましたが、誤嚥性肺炎、脳血管疾患、心疾患に
ついては他の死因に比べて全体属性に関係しなくても、
あまりイメージできていませんでした。こちらの右下の表
２を見てほしいのですが、これは、循環器疾患と呼吸器疾
患による関連死の割合を示した表です。過去の災害で、
循環器疾患と呼吸器疾患でおよそ７割の方が亡くなって
います。それにもかかわらず、今回ワークショップを実施
したところでは、呼吸器疾患である誤嚥性肺炎と循環器
疾患である脳血管疾患、心疾患についてあまり想像でき
ていませんでした。
　�　これらの結果より、私は二つのことを結論づけました。

関連死を発生させないように避難生活をどうしていくべ
きかを検討する場合、以下の点に注意が必要であると思
います。
　�　まず一つ目、多様な関連死の発生プロセスに対して、
そこに至る前の段階はいずれも指摘できているのです
が、死に至るところまでは想像できていませんでした。そ
のため、死に至る深刻な問題だととらえて対策が実施さ
れにくい可能性があると思います。二つ目、過去の災害
で多く犠牲が出ている脳血管疾患、心疾患や誤嚥性肺炎
が十分に想像できていませんでした。そのため、これらの
対策が不足する可能性があると思います。
　�　以上の点に注意してこれから関連死の対策を進めてい
く必要があるのではないかと思いました。
　�　以上で発表を終わります。ご清聴ありがとうございま
した。
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兵庫県立明石南高等学校

めいなん防災ジュニアリーダーMRDP
【活動テーマ】絆〜地域で繋がる防災〜

活動の⽬標 昔の⼈が⽣活の知恵として⽇常⽣活で⾏ってきた「防災」を⾼校⽣の視点で取り組んでいます。
このチームは⽣徒会や部活動や委員会ではありません。防災、地域づくりに関⼼のある有志⽣徒
による です。
M(meinan)R(regional)D(disaster)P(prevention)は地域防災に取り組むチームとして名づけました。

１１．．ププロロフフィィーールル
22001133年年

兵兵庫庫県県教教育育委委員員会会教教育育企企画画課課のの
事事業業でで誕誕生生ししたた。。

※※生生徒徒会会･･ボボラランンテティィアア部部のの生生徒徒
22001144年年かからら公公募募開開始始

((11年年生生対対象象））
※※公公募募ににししたた理理由由

災災害害発発生生直直後後にに動動くくののはは被被災災
者者自自身身でで特特別別なな人人ででははなないい！！
⇒⇒｢｢自自助助｣｣｢｢共共助助｣｣のの観観点点
「「いいつつででもも・・だだれれででもも」」
令令和和元元年年はは1155名名がが参参加加。。
⇒⇒生生徒徒にによよるる自自主主防防災災のの実実践践

ググルルーーププでですす。。

３３．．オオリリジジナナリリテティィ
ⅠⅠ 公公募募でで集集ままっったた生生徒徒のの自自主主

的的なな活活動動チチーームム
ⅡⅡ 視視点点をを地地域域ココミミュュニニテティィにに

置置いいたた取取組組
ⅢⅢ 手手作作りり感感覚覚のの活活動動

３３．．22001199年年度度のの主主なな活活動動
66月月1144日日 文文化化祭祭でで南南三三陸陸町町へへのの支支援援募募金金活活動動実実施施。。

66月月2288日日「「フファァミミリリーーぼぼううささいい教教室室」」

地地域域のの小小学学校校でで防防災災イイベベンントト主主催催。。

77月月 55日日 防防災災教教育育職職員員研研修修会会((HHUUGG))をを実実施施。。

77月月1122日日 地地域域のの知知的的障障害害者者施施設設ででのの交交流流会会にに参参加加。。

88月月2244日日 地地域域ででHHUUGG講講習習会会実実施施。。

99月月 88日日 高高齢齢者者施施設設でで防防災災セセミミナナーー実実施施。。

99月月1100日日 明明石石高高専専DD--PPRROO113355°°ととのの交交流流

1111月月1177日日 地地域域のの行行事事でで防防災災イイベベンントト実実施施。。

1122月月1155日日 防防災災訓訓練練でで実実施施。。

1122月月1188日日 ひひょょううごご若若者者被被災災地地応応援援PPRROOJJEECCTT活活動動報報告告。。

1122月月2244日日 地地域域のの知知的的障障害害者者施施設設ででククリリススママスス会会実実施施。。

1122月月2255日日 明明石石高高専専DD--PPRROO113355°°とと新新作作ゲゲーームムププレレゼゼンン。。

11月月1111日日 地地域域のの新新春春のの祭祭りりににボボラランンテティィアア参参加加。。

災災害害メメモモリリアアルルアアククシショョンンKKOOBBEEでで活活動動発発表表。。

11月月2277日日 地地域域のの幼幼稚稚園園でで｢｢ぼぼううささいいききょょううししつつ｣｣実実施施。。

33月月 33日日 地地域域のの高高齢齢者者施施設設でで傾傾聴聴ボボラランンテティィアア。。

33月月2244日日--2266日日 東東日日本本大大震震災災復復興興支支援援ボボラランンテティィアア

（（宮宮城城県県本本吉吉郡郡南南三三陸陸町町））

2019.6.29ファミリーぼうさい教室
にげろ！あにまるず

2019.6.29ファミリーぼうさい教室
ぼうさいダック

◎2019年度の主な活動（2019.4⽉〜12⽉）

◎MRDP Produce 「にげろ︕あにまるず」

2018年チームで考案した⾼齢
者から⼦どもまで楽しく防災
に取り組める体験型ゲーム
｢にげろ！あにまるず｣を地域
の防災訓練で実施しました。
今年は明⽯⾼専D‐PRO135°
との交流を通じて｢にげろ！
あにまるず｣のゲームボード
版を現在作成中です。

完成品イメージ

2019.6.14募金活動 2019.6.28HUG講習会

2019.7.12「大地の家」訪問 2019.7.17防災ACTIVITY

2019.8.24鳥羽まち協HUG講習会 2019.9.10明石高専D-PRO135°との合同会議

2019.9.8和気あいあい防災セミナー

2019.7.5職員防災教育研修会（HUG)

ゴール後持ち出した
ものについて報告。
ゲームの感想などを
聞いて終わります。

ボードゲーム版は３〜４⼈のチーム
で３チーム対抗で実施します。
もちろん、チームでなくてもOKです。

2019.12.15鳥羽小校区防災訓練2019.11.17野々池コミセン祭り

めいなん防災ジュニアリーダーMRDPは
防災の原点である地域での繋がりを⽬標
に楽しく活動を続けます。
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福島県白河市 高校生防災ライター体験事業 
白河の防災と復興を高校生が伝える！パンフレット編集記

震災メモリアルアクション KOBE 2020 2020 年 1 月 11 日

３．旗宿地区と除染、台風 19 号

　旗宿地区には、「仮置き場」（F）があります。仮置き場とは、白河市内から取り除
かれた除染廃棄物（学校や住宅地、工場の敷地にある土や木の枝、葉っぱなど）を保
管する場所です。それらを梱包したフレコンバッグを土で覆って遮り、住宅地からは
離れた場所に作られました。仮置き場には、フレキシブルコンテナ（略称：フレコン）
と呼ばれる袋があります。フレコンには、家庭や工場の除染作業で発生した土や木の
枝、草が約１トン詰まっています。白河市旗宿地区仮置き場には、国会議事堂より広
い敷地に、フレコンが 15 万袋並べられています。住んでいる近くに、除染で発生し
たゴミの詰まったフレコンがあったら、体に悪い影響が出るのではないか、と考える
人もいるかもしれません。しかし、旗宿地区では違いました。仮置き場を設置する際、
市の職員の方の説明もあって、住民全員が設置に同意しました。そして地域の方から
は、（白河市全体の）除染を子供たちのためにはやく進めて欲しいという声があがっ
たそうです。震災から 9 年が経とうとしている現在でも、地域の方々の安心感を補う
ために旗宿の住民自ら組織した「旗宿監視委員会」が活躍しています。＜丸山＞

　2019 年の台風 19 号の際には、地区の中を流れる阿武隈川支流の社川（やしろがわ）
が氾濫しました。山に囲まれた地形のため、地区内では土砂崩れも発生しました。地
区と白河市街地を結ぶ道路が氾濫によって陥没し、土砂が流入。集落が孤立状態になっ
てしまう危険性がありました。旗宿の住民の方は、市職員が到着するより先に、公民
館に集まっていました。避難所の設置に携わった藤田さんは「避難所は市役所が設置
するもの、と思っていたので驚いた」「心強いな」と感じたそうです。＜斉須＞

４．今後の予定

活動メンバー
駒坂すみれ（白河旭高）   「白河旭高校。最近、炊き立ての白米に夢中。」
斎須いぶき（白河旭高）　「JRC 委員会で防災を勉強してます。今回は参加出来て良かったです。」
坂田　実紀（白河旭高）　「抹茶と音楽を聞くのが好きです！」
柳沼　　諒（白河旭高）　「麻雀が好き。頑張って生きています。」
丸山はるか（白河旭高）　「私は踊るのが好きで地元でよさこいをやっています。」
星　　颯斗（白河高）　　「アウトドア派のラブライバー。バドミントン部。」
松本　大河（白河高）　　「絵が下手な美術部員。超甘党でポジティブ。」

１．はじめに - 福島県白河市と裏庭編集部について

　福島県白河市にあるコミュニティ・カフェ EMANON を拠点に活動する「裏庭編
集部」。有志の高校生ライターが、地域の情報を発信しています。滋賀県立彦根東高
校との合同取材（A) をきっかけに、2016 年から活動をスタート。これまでには、
地域でがんばる人を取材したインタビュー
記事をウェブサイトに執筆したり、高校生
による高校生のためのフリーペーパー ” ヨリ
ミチ ”（B) を製作したり、白河市役所とコラ
ボレーションして、” 広報しらかわ ” で白河
のお菓子を取材した連載記事を執筆（C) し
たりしてきました。2019〜20年の活動テー
マは地域の防災。東日本大震災をきっかけに
白河市に生まれた防災・復興の取り組みを取
材し、白河市内外に発信するプロジェクトに
取り組みました。
　白河市は、福島県中通り地方の南部に位
置 す る 街。 人 口 は 約 59,671 人、 面 積 は
305.3 km²（2019 年現在）。東北の玄関口
と呼ばれ、歌枕として有名な「白河の関」や
松平定信が治めた「小峰城」があります。市
内には白河高校・白河旭高校・白河実業高校
３つの高校がありますが、大学や短大がな
く、マスコミのような情報系企業もほとんど
ありません。

東日本大震災は、2011 年 3 月 11 日 14
時 46 分に発生。日本観測史上最大のマグニチュード 9.0 の揺れが、東日本の沿岸地
域を中心に未曾有の被害をもたらしました。白河市では、震度６強の揺れでによる土
砂災害などで、葉ノ木平地区で１３名、萱根地区で１名、大信隈戸地区で１名がなく
なりました。また、双葉郡にある福島第一原子力発電所の事故由来の放射性物資によ
る環境汚染、それに伴う風評被害の影響も受けました。

A

B

C

2．白河市旗宿地区と葉ノ木平地区、取材活動について

　旗宿は、「白河の関」跡のある地域です。白河市の南部にあたり、栃木県と接して
います。山林に囲まれ、里山が広がるエリア（D）です。地域の特産物は蕎麦で、関
の森公園で行われる新そば祭りがあります。
白河市内の汚染土壌をまとめて管理する「旗
宿仮置き場」が設置されています。また、
2019 年の台風 19 号では、地区内で土砂崩
れが発生し、いくつかの道路が通行不可に
なってしまいました。
　葉ノ木平は、小峰城から見て、阿武隈川の
対岸にあたる地域。住宅地になっています。
地域の東側を国道 294 号線が走り、西側に
は斜面があります。国道 294 号線は、国道
4 号線や東北自動車道と接続するために現在
拡張工事中です。裏庭編集部では、2019 年
11 月にそれぞれの地区を取材（E）しました。
ご協力いただいたのは、白河市役所環境保全
課・都市計画課・教育委員会のみなさまです。

D

E

葉ノ木平

旗宿
サポートスタッフ

鈴木 萌（宇都宮大学）
佐藤 勇吹（中央大学）
藤田 剛志（白河市役所）
青砥 和希（未来の準備室）

ご協力
白河市 生活環境課のみなさま
白河市 都市計画課のみなさま
福島県教育委員会社会教育課
この取り組みは、平成 30 年度 子どもがふみだす ふくしま復興体験応援事業を活用しています。

４．葉ノ木平地区と震災復興記念公園

　葉ノ木平地区では東日本大震災により大規模な土砂崩れが起こりました（H）。
約 7 万 5000kg もの土砂が流れ落ち同地区を襲い、13 人もの方が亡くなりました。
この被害を忘れないようにと白河市によって作られたのが葉ノ木平震災復興記念公園

（I）です。ただの公園ではなく、防災公園と
して様々な工夫がなされています。
＜かまどベンチ（J）＞通常はベンチとして
使用。災害時には、座板を外すことで炊き出
し用かまどになる。薪を燃やして、お湯を沸
かしたり、鍋料理ができる。
＜防災トイレ＞マンホールの蓋を外し、テン
トや仮設洋式便座等を組み立て、非常用トイ
レとして使用することができます。断水等
で水洗トイレが使用できなくなった際にも、
下水道と直接繋がっているので、流す必要が
ありません。
＜防災あずまや＞屋根付きベンチのあずま
や。災害時には、防風のためのテント幕を張
ることができる。寒冷期の被災でも、休憩場
所として活用できる。
＜震災の記念碑＞
公園の奥に行くと「震災の記念碑」がありま
す。毎年、3 月 11 日は公園で慰霊祭が行わ
れています。午後 2 時 46 分、記念碑の前で
住民の皆さんが黙祷をします。　＜坂田＞

H

I

J

５．仮版パンフレット配付中 ＆ 編集中です！

　私たちは ” 防災ライター ”。取材した内容をパンフレットに編
集し、白河市内外の方に広く伝えていきます。パンフレットには、
今日この震災メモリアルアクション KOBE に参加した感想も加筆
して紹介する予定です。完成したら郵送いたしますので、ご希望
の方はぜひ右の申し込みフォームからお申し込みください！

H

F G

福島県立白河旭高等学校
福島県立白河高等学校

白河の高校生有志が活動する高校生編集部 裏庭編集部 （一般社団法人 未来の準備室 内）
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○�司会�人と防災未来センターリサーチフェロー�辻岡さん
　�　お待たせいたしました。それではパネルディスカッション
「今、私が伝えたい？？こと」を始めます。
　�　防災は、私たちの大切な出来事を誰かの大切な未来
へつなげる試みです。そんな試みをアクションすることと
なった学生たちと、震災を「伝えたい」「活かしたい」という
思いの原動力や活動の中での迷いや気づきを考えます。
福島の人たちと一緒にことばを探しているチームと、神
戸の人たちと一緒に避難所のあり方を考えているチーム
に登場していただき、次の時代に「KOBEのことば」が伝
わる形を探ります。

　�　コーディネーターをご紹介いたします。
　�　向かって左から、コーディネーターを担当していただき
ます人と防災未来センター研究部、高原耕平さん、同じく
コーディネーターを担当していただきます関西大学社会
安全学部、奥村与志弘さん。
　�　続きまして、舞台下でグラフィックファシリテーションを
担当していただきますTAGAYASUの鈴木さよさんと滋
賀県立大学の多田裕亮さんです。
　�　そのほか、本日ご参加いただいている学生さんや関係
者の皆さんも意見交換にぜひ御参加ください。また、こ
こでグラフィックを担当していただきます鈴木さよさん
から、グラフィックについて一言御説明いただきます。
○�TAGAYASU鈴木さん　パネルディスカッションの様子
をその場で絵に描かせていただく鈴木と申します。今日、
この絵にする理由なのですけれども、KOBEのことばと
表紙に書かれているのですけれど、私たちは人に聞いた
話をすぐ忘れてしまう。自分が話した話も30秒後には忘
れがちと言われているのです。けれども、そういったもの
を残す一つの方法として絵と文字で残していくという方
法をとらせていただきたいと思っています。せっかくの貴
重な一時間の話を文字に残すことも映像に残すことも全
部大事だと思うのですけれど、熱量と一緒に色と絵で残
させていただきます。答えのない未来について話し合う
と思うのですけれど、今日話したこと、今日感じたことは、
一年後に見返したときに感じることは違うのかなと思う
ので、皆さんが今日終わった後もこの絵を見ながら思い
出していただければ。あと今日この場に来られなかった
人に次に来る災害に備えるために伝えたいことを伝える
ときに使っていただければと描かせていただきます。よろ
しくお願いします。

パネルディスカッション
テーマ ： 今、私が伝えたい？？こと

【コーディネーター】
●関西大学�社会安全学部�准教授� 奥村与志弘さん
●人と防災未来センター研究部� 高原　耕平さん
【グラフィックファシリテーション】
● TAGAYASU� 鈴木　さよさん
●滋賀県立大学�環境科学部�１年� 多田　裕亮さん
【登壇者】
●神戸市立渚中学校
　　小沼�楓夏さん　橋本�和香さん　西田�哲男�先生
●��滋賀県立彦根東高等学校
　　小峠�実咲さん　宮下�晶さん
　　藤村�知行�先生（新聞部顧問）
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○�司会�人と防災未来センターリサーチフェロー�辻岡さん
　�　ありがとうございます。
　�　ここからの進行は、コーディネーターの奥村さんと高
原さんにお願いしております。それでは、どうぞよろしく
お願いいたします。
○�高原コーディネーター　こんにちは、高原です。よろしく
お願いいたします。ここに立つとめちゃ光がきます。先ほ
ど発表してくださっていた学生の方たちがこんなところ
でやっていたのだなと思って、改めてすごいことをやって
いたのだなとちょっと思いました。
　�　まず、自己紹介をお一人ずつさせていただけたらと思
うのですけれど、所属と学校の名前と神戸との縁みたい
なものがあったら、あるいは神戸市出身ですとか、おばあ
ちゃんから住んでいましたみたいな話とか、あるいは遠
くから来られている方だったら神戸のイメージはこんな
んですみたいなお話でもありがたいです。
　�　しょっぱななんで私からさせていただくと、多分「ど」が
つくほどの神戸市民を自称しております。母親が神戸の
中央区に住んでいて、母親の実家は元町で旅館だったの
です。お相撲の巡業の人たちが泊まりにきていたという
話を聞いていました。なので、母は昭和四十何年の阪神
大水害の話なんかもしたりします。震災のときは、僕は小
学校５年生で神戸の東灘区というところにおりました。た
だ、阪急より北でそんなに揺れなかったので、別に家が壊
れたりとか家族がどうだったりということはないのですけ
れども、それから25年たってここにいることになるという
のは全然考えていなくて、ここに座っているというのは不
思議な気持ちだなと思ってちょっと面白いなと思ってい
ます。よろしくお願いいたします。
○�奥村コーディネーター　関西大学社会安全学部の奥村
と申します。私も実は高原さんと同じ人と防災未来セン
ターで以前研究員を勤めていたというご縁が神戸にはあ
りますけれども、実は神戸学院大学の学生さんに今回イ
ンタビューを受けて、今日配られている記事の中にも書
かれているのですが、私は亀岡市、亀岡は多分全国区で
はないので知らない人もいると思うのですけれども、大
河ドラマでもうすぐ有名になりますのでそのうち、亀岡市
出身で京都なのです。当時阪神・淡路大震災が起こった
ときはちょうどこれくらいです。私は中学２年生でした。中
学２年にもなると修学旅行のことが大変楽しみになりま
す。もうすぐ３年生になって修学旅行だな、そういうとき
に地下鉄サリン事件が発生いたしましたので、実は私は
子どものころは阪神・淡路大震災の記憶よりも地下鉄サ
リン事件で修学旅行が中止になってしまうのじゃないか
というほうが印象に残っていたぐらいの子どもでした。だ

けど、人生は面白いもので恩師との出会いがきっかけで、
しかもその恩師との出会いも災害のことを学びたいとか
全然関係なく、面白い先生だなと思って勉強を始めて、今
ここに座っているという、こういう人間でございます。自
己紹介は以上です。終わらせてもらいます。
○�橋本さん　神戸市立渚中学校防災ジュニアリーダーの
橋本和香です。
○�奥村コーディネーター　神戸出身ですか。
○�橋本さん　違います。
○�奥村コーディネーター　出身はどこですか。
○�橋本さん　神奈川県です。
○�奥村コーディネーター　いつ神戸に引っ越してきたので
すか。
○�橋本さん　小学３年生のときに神戸に来て、そこからい
ろいろ防災のこととかはHAT神戸に来たのでいろいろ学
ばせていただきました。
○�奥村コーディネーター　ちなみに年齢は。
○�橋本さん　13歳。
○�奥村コーディネーター　阪神・淡路大震災が起こったと
きは、生まれる何年も前だよね。お父さんとお母さんは
何歳ぐらいなのかな。阪神・淡路大震災が起こったとき、
今から25年前はお父さん、お母さんは25歳引いたら何
歳ぐらい。
○�橋本さん　20歳ぐらい。
○�奥村コーディネーター　お父さんお母さんが20歳ぐら
いのときに起こった災害ということですね。まだきっと出
会われていなかったころでしょうね。
　じゃあ次、いきましょうか。
○�小沼さん　同じく神戸市立渚中学校の防災ジュニアリー
ダーとして活動しています小沼楓夏です。HAT神戸で生
まれ育ちました。
○�高原コーディネーター　お父さんもお母さんもずっと
HAT神戸におられてという。
○�小沼さん　お母さんは神戸市の灘区のほうに住んでい
たのですけれども、お父さんは静岡のほうの出身で震災
は経験していません。
○�高原コーディネーター　お母さんは経験されていてとい
うことですね。ありがとうございます。
　先生、お願いします。
○�西田先生　失礼します。神戸市立渚中学校の教員をして
おります西田哲男といいます。よろしくお願いします。今
は渚中学校におりますけれども、まず神戸に来たのは、私
は大阪出身大阪市内なのですけれども、大学は東京だっ
たのですけれども、学生時代に奥さんと知り合いまして
そのまま結婚することになりまして、奥さんが神戸出身
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だったので大阪は嫌やと言われましたので、神戸を受験
して運よく通りましたので神戸の教員になっております。
私も若かったころがあるのですけれども、若かったときに
震災を経験しました。教師として経験しました。そのとき
にちょうど生徒指導というのを一番メインでやっていまし
たので、生徒の安否とか、それから今日話に出てくるかな
と思う避難所を開設させていただきました。実際にもう
パニックの中で経験していますので、ちょっとその辺はお
話できるかなと思います。その後、一つ前は太田中学校
という学校もそうなのですけれども、鷹取駅の横で燃え
たような学校です。今回、HAT神戸の渚中学校は防災を
一番取り組んでいる学校ということで、彼女らもそうです
けれども防災ジュニアリーダーという、他の神戸市の中
学校にはないと思うのですけれども、防災を勉強するよ
うなボランティア活動を中心にやっているような取り組
みを今しています。よろしくお願いします。
○�奥村コーディネーター　すみません。ちなみに震災が起
こった年というのは、先生は何年目の先生だったのですか。
○�西田先生　年がわかってしまいますね。何歳でしたかね。
三十何歳ぐらいだったと思いますけれども。
○�奥村コーディネーター　じゃあもう。
○�西田先生　２校目の勤務になります。長田区にあります
西代中学校というところで経験しました。両校とも長田区
だったのですけれども、私自身も長田区というところに住
んでいまして、朝起きたときは本当にもう怪獣が来て暴
れたのんじゃないかというような、信号機はぶら下がって
いますし、粉っぽいし、ビルは倒れているし、その中で学
校に行った覚えがあります。
○�奥村コーディネーター　ちなみに今後の話に関係する
かわからないですけれども、教科は何を教えておられま
すか。
○�西田先生　社会科です。
○�奥村コーディネーター　社会の先生ですね。ありがとう
ございます。
○�西田先生　だから授業の中でも教えています。歴史の中で。
○�奥村コーディネーター　ありがとうございます。すみま
せん、きょうは私が話を止める側、時間をコントロールす
る側なのですけれども、いきなり暴走していますけれど
も、今日は時間がたっぷりありまして当初の予定だと55
分だったのですけれども少し時間に余裕がありますの
で、高原さんに怒られない限りいろいろ気になったことを
どんどん聞いていきたいと思います。
○�西田先生　子どもにたくさん聞いてください。
○�奥村コーディネーター　子どもに聞いていきます。あり
がとうございます。

○�西田先生　たくさんしゃべってすみません。失礼します。
○�高原コーディネーター　彦根東高校の皆さんにお願い
したいと思います。
○�小峠さん　滋賀県立彦根東高校の２年生の小峠実咲で
す。先ほど前で発表させていただきました。神戸はこの災
害メモリアルアクションKOBEに初めて参加するときに。
○�奥村コーディネーター　この取り組みに参加するのが
きっかけで初めて神戸の街に足を踏み入れたと。
○�小峠さん　はい、そうです。
○�奥村コーディネーター　今回は３回目ぐらいかな。
○�小峠さん　中間発表がテストとかぶって行けなかったの
で２回目です。
○�奥村コーディネーター　神戸２回目の学生さん。ありが
とうございます。ちなみに彦根東の自分の家からここま
で電車でどれぐらいかかる。
○�小峠さん　家から学校までは大体30分ぐらい。
○�奥村コーディネーター　ここまでは。
○�小峠さん　ここまで家から２時間ぐらい。
○�奥村コーディネーター　きょうは早起きしたのだろうね。
ありがとう。
○�高原コーディネーター　もう一方お願いいたします。
○�宮下さん　同じく彦根東高校２年の宮下晶です。神戸に
来たのは今日が初めてで、何というか来たことがない県
なので少しどきどきしながら来させていただきました。よ
ろしくお願いします。
○�高原コーディネーター　第一印象は。
○�宮下さん　第一印象ですか。私が住んでいる彦根の街
が彦根城の町並みの関係で低い建物が多いので、高い
建物が多いなという印象を受けました。
○�奥村コーディネーター　ありがとうございます。家族と
か親戚とかで神戸というのは、これまで全然縁がなかっ
た。
○�宮下さん　そうですね。神戸に親戚はいなくて、ただ阪
神・淡路大震災のことは少し滋賀も揺れたということでお
母さんから少し聞いていました。
○�奥村コーディネーター　やっぱり高校生、中学生にとっ
てもそうなのだけれども、僕は当時中学生だったのです
けれども同じ関西でも県をまたぐともう北海道も神戸も
変わんないよね。すごく遠い感じがするよね。初めて来た
と言ってくれたけれども、高校生、中学生で県をまたい
で、彦根に行ったことある。
○�橋本さん　あります。
○�奥村コーディネーター　彦根はあった。期待どおり進ま
ないのがパネルディスカッションなのです。行ったことあ
りますか。
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○�小沼さん　ないです。
○�奥村コーディネーター　ありがとう。やっぱり同じ関西で
も遠いよね。神戸、兵庫県があって大阪があって京都が
あってもうすぐそこ、何ならJRだとすぐだもんね。２時間
と言ったけれども、そんなに乗り換えなくても行けるとこ
ろなのだけれども、そんな神戸から今日は新聞部、たくさ
ん学びたいという熱い思いをさっき発表でしてくれてい
たので、いい話ができたらいいなと思っていますが、引き
続きよろしくお願いします。
○�宮下さん　よろしくお願いします。
○�高原コーディネーター　今まで聞いていて自分が彦根
に行ったときに、あなたにとって彦根はどんなんですかと
いきなり言われても困るだろうなと思って、何か神戸はど
うですかと無理やり聞いてすみませんという気持ちです
けれども、お付き合い願いたいと思います。顧問の藤村
先生、お願いします。
○�藤村顧問　よろしくお願いします。滋賀県立彦根東高等学
校の新聞部で顧問をしております藤村と申します。私の大
学は神戸の大学でした。大学を卒業後７年後に阪神・淡路
大震災が発災しまして、知り合いが神戸にいたものですか
ら何か助けになる物をと思って、物を持って一週間後ぐら
いに入らせていただいて、自分の見知った街が結構被害を
受けているのを見てショックを受けたというのを今でもあ
りありと思い浮かべることができます。長田のほうに家庭
教師に行っていましたし、いろいろとご縁のある神戸の街
の姿にやはり大きな衝撃でありました。今、本校は東日本
大震災の特集をずっと続けておりますが、ちょっと力が
入ってしまったりするのは、その記憶があるからかもしれま
せん。本日はどうぞよろしくお願いいたします。
○�高原コーディネーター　ちなみに、藤村先生は何で新聞
部の顧問をされているのですか。
○�藤村顧問　私も高校時代新聞部だったからですが。
○�高原コーディネーター　今も編集長。
○�藤村顧問　私は広告担当でございます。
○�奥村コーディネーター　私は教科を聞くのが趣味では
ないのですけれども、ちなみに何の科目を教えていらっ
しゃるのですか。
○�藤村顧問　理科で生物を教えております。
○�奥村コーディネーター　生物ですか。ありがとうござい
ます。
○�高原コーディネーター　一応一周したのですが。
○�奥村コーディネーター　油断されているかもしれません
けれども、あちらのお二人にも聞いておきましょうか。
きっと年齢を聞くのはちょっと難しいので、震災が起こっ
たときにどれぐらいの年ごろだったかぐらいで。

○�TAGAYASU鈴木さん　完全に油断していました。楽し
く絵を描いていました。私は中学生のときでした。なの
で、教室に神戸から転入してくる子が何人かいたのです
けれども、でも一回も学校に来なくてそのときは来ない
理由を考えたこともなかったなと今、皆さんのお話を聞
きながら思い出していました。でも、今なら何か感じるこ
とが違うなというふうに感じて、何ていうか学校に来るど
ころじゃなかったのだろうなと、そういったことも今ふと
思い出して違う気づきがあるなと思ってお話を聞いてい
ました。年齢は言いません。
○�奥村コーディネーター　ちなみに、神戸とのご縁みたい
なものはどんな感じでしょうか。
○�TAGAYASU鈴木さん　神戸は、今回明石高専に私が５
年前にちょっとお世話になっている時期に実は神戸に最初
に住んで、そこから明石に通ったのですけれども、多分初
めに神戸の名前を聞いたのが中学校のときなので、すごく
震災のイメージが強くなっていたのかもと今感じました。
○�奥村コーディネーター　ありがとうございます。知的で
余りたくさん私のようにぺらぺらしゃべらなさそうな多田
さんにも振ってみますか。いいですか。
○�多田さん　見た目と言動のギャップが激しいと言われる
多田なのですけれども。
○�奥村コーディネーター　よくしゃべりそうな感じでしたね。
○�多田さん　滋賀県立大学３年の多田です。今、滋賀県立
大学という彦根にある大学に通っているのですけれど
も、実は大阪出身なのです。大阪出身で滋賀県立大学に
行く前は明石高専に通っていたのです。なので、明石とも
関わりがあって神戸もよく行っていたので。実は今日出
てくるあらゆる地名と関係があるのです。、ゆかりがある
のです。神戸との関わりは高専１年生のときに今日も参
加されている太田先生という方の防災リテラシーという
授業が明石高専はずっと開催されていて、僕も受講して
いたのです。そこから本格的に防災に関わり始めて防災
士という資格を取って、高専１年生の年から今日おられ
る、NPOのさくらネットさんのボランティアにずっと参加
して、そのころから人と防災未来センターで防災活動を
していて、神戸というか人防と関わり始めて今年で７年目
に突入したという状態で、その後も明石高専なので今日
発表してもらったD-PRO135°のOBでもあります。今日
は後輩の発表を見ながら、初代のふざけていた感じから
すごく真面目にみんな頑張ってくれているなと感動して
いるんですけれども、そんな感じです。
○�奥村コーディネーター　ありがとうございます。ギャップ
に物すごく驚きました。黙って描いているのが苦痛じゃな
いかと思うぐらいにたくさんお話しいただきました。あり
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がとうございます。
○�高原コーディネーター　こんなところに先輩がいたとは
ね、全然気づかず。ありがとうございます。一応、自己紹
介を一周していただいたということで、きょう僕がここで
やりたいなと思っていたことを少しだけ説明させていた
だきたいと思います。別にそんな複雑なことではなくて、
一つはゆっくり考えるということなのです。皆さん、中学
校、高校でいろんな活動をされてきて、しかもこういう場
所で発表しようということになって、結構もしかしたらば
たばたと進んできたところがあるかもしれないと、なの
で一旦立ちどまって私たちは何をしてきたのかなという
ことをゆっくり考えてみて、ゆっくりこうだったかなと言葉
が戻ってくるのをちょっと待ちながら話し合ってみたいな
と思います。
　�　二つ目は、一緒に考えるということです。せっかくいろん
なチームの人とか地域の方とかいろんな世代の方、いろ
んな学校の方が来られているので、私のときはこんなこと
を考えていた。うちの学校はこうだった。でもうちの学校
はこうだったなと。ここは同じだなとか違うなということを
いろいろみんなでつなぎ合わせながら考えたら面白いか
なと思います。というわけではないのですけれども、早速
なのですけれども、渚中学校は地域の方と一緒に避難所
開設の訓練をされたということで、そこのプロジェクトに
一緒に参加してくださっていた地域の方、この会場にお越
しいただいているので、少しそのときの見ていた風景であ
るとか感想であるとか、あるいはメンバーの学生さんたち
に何かかける言葉なりあったらお願いしたいと思います。
ちょっと手を上げていただいてよろしいですか。
○�富岡さん　私は富岡と申します。いわゆるこのHAT地域
と言うのですけれども、そこに18年住んでおります。渚
中学校との関わり合いは幾つかありますけれども、昨年
になりますが12月１日に避難所開設訓練が渚中学校を
舞台にしてやらせていただきました。主体はもちろん中
学生、渚中学校の生徒たちが主体になって、そしてもち
ろん学校、教師の方々、そして神戸市はどこにもあるので
すけれども、ふれあいのまちづくり協議会というのがご
ざいまして、これは各小学校を単位にできているわけで
すね。それが地域防災の窓口になっている、そういう地域
の防災の組織的なものと、それ以外に一般の方も加わる
ということで避難所開設を試みようという話が二、三年
前からありました。今回は特に兵庫県立大学の馬場美智
子先生を中心に、やってみるかということで、とにかく考
えるよりも何よりも実行してみようということで始まった
のが12月１日の避難所開設訓練でありました。準備はほ
とんどなかった。なかったけれども、もちろんマニュアル

もつくっていない。それでやってみようということでやっ
たのが12月１日の避難所開設でした。何をしていいかわ
からない。これは子どもたち中学生も戸惑う話でありま
した。われわれ地域もそうでした。そして、また学校も教
師もほとんど私はびっくりしたというか傍観者的な感じ
が強かったのじゃないかというふうに思っています。
　�　一番初めに中学生が発表してくれた非常にまとまった
お話で、なるほどというふうに思った方がほとんどではな
いかと思いますけれども、実は混乱と戸惑いと何をした
のだろうという疑問を大きく抱いておられるのじゃない
かと私は思っています。全くきれいごとではない。何をし
ていいかわからないと、うろうろする。もちろん地域の人
間もそう。それから教師もそう。私はそういうふうに当日
は感じました。ということは、訓練というのは何だったか。
そういう戸惑いがあると。何をしていいかわからないとい
うことを学んだというふうに思っております。
　�　その中でも中学生に非常に感心したのは、これは若さ
の一つの大切なことですけれども非常に柔軟性がある。
私たちは地域で偉そうなことを言って防災訓練したりし
ていますけれども、子どもたちが何も準備をしていない、
その中で言われることをしてくれるのだけれども、順応し
ていく。これはすばらしいということを私は感じました。
　�　それから教師、学校のことにつきましては、先ほど西田
先生が現職で25年前避難所開設をしたという非常に貴
重な経験をもっておられるわけですけれども、ほかの教
師は全くないと言ってもいいほど未経験の先生方なので
すね。その中で本当に避難所開設を真剣に考えて頭の中
でも準備されておったかどうか、私は非常に疑問に思い
ます。しかし、子どもたちが戸惑いながらもやった。そうい
う姿勢を見て教師たちも非常に勉強になったのではない
かというふうに思っています。
　�　それから地域の人間、この地域はHAT地区というの
は、まだできて20年足らずなのです。新しくできた街な
のです。いわゆるHAT地区というのは、少し六甲山寄りの
ところも入っていますけれども、ほとんどもともと工場の
ところで全く一軒家はないのです。中高層のいわゆる住
宅、マンションとか市営住宅、県営住宅、公団の中高層の
住宅だけなのです。住民は20年足らず。そこへ被災して
きた復興住宅と分譲住宅が混在している。そういう非常
に地域性が昔からある地域とは違うという中での訓練。
　�　それともう一つは、行政区が同じ神戸市ですけれども
灘区と中央区に分かれている。そういう非常に地域性が
ほかの街とは違う中で、それでもとりあえずやってみよう
というふうに決断していただいた。これは先ほど言いまし
た馬場先生とそれから渚中学校の校長先生でした。そし
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て、取り決めをしてみんなにあまりマニュアル的なもの
は渡さない。自分たちで戸惑うことを経験させようという
意図のもとにやられたと聞いています。それが非常によ
かったというふうに私は思っています。だから、きれいに
まとめてこういうことができた、こういうことが疑問だと
いうふうなことには、まだきちんと整理できていない。実
際は戸惑いの中に自分が置かれたというのが実情でな
いかと思っています。
　�　私は結論的に言いますと、勇気をもってどの地域でも
避難所開設の訓練をしてほしい。私もそんな偉そうなこ
とを言えませんけれども、ほとんど準備もなしにどうした
らいいのだろうという程度のことで参加して、非常に強烈
な印象を受けました。考えないといけないことが多過ぎ
る。それがわかったということが非常によかったなと思っ
ています。中学生がここまでやるかというそのパワーを
感じた避難所開設の訓練だったと思っております。私から
はその程度です。
○�高原コーディネーター　ありがとうございます。一つだ
け聞いてよろしいですか。わからなかったのに、いきなり
何もなしでやろうとなったのですか。中学校の先生方が
そういうふうに仕組まれたということですか。
○�富岡さん　準備はもっとやったらそれにこしたことはな
いと思いますけれども、地域の人間、それから子どもた
ち、学校という全然違う人たちがそこで密接にかかわっ
て、じゃあやりましょうかというところまでは熟していない
わけですね。しかし、これを熟すまで待つと何年も後に
なっちゃうということで、とりあえず個人的でも知ってい
る関係者が集まってやりましょうと。とにかくやろうじゃな
いかということから始まったので、きちんと準備をしてで
きた、できないというようなことではなくて、とにかくやろ
うという気持ちだけがあったということですね。
○�高原コーディネーター　ありがとうございます。結構アド
リブというのを最初から仕込んでいた感じ。
○�奥村コーディネーター　そうですね。まず一歩踏み出すこ
とが大事だというふうに考えたというのが、今回の行事につ
ながったということなのですかね。ありがとうございます。
○�高原コーディネーター　というふうな実はそういう魂胆
だったということなのですけれども、実際にされてみて少
し何か感想を、やる前はこう思っていたけど、やってみた
らこうだったとか。
○�奥村コーディネーター　すごく褒めてもらえていたよ。
柔軟性があって中学生やるなと驚いたと、初めて地域の
方の言葉を聞いたんじゃない。初めて聞いた。どう思われ
ていると思っていた。きっと次会ったら褒めてもらえると
思っていた。

○�橋本さん　いや、それは。
○�奥村コーディネーター　それは思わなかった。やった後
どんなふうに地域の人は思っていた、どう思っているか
な。もう大変やったからな、とりあえず終わった、終わった
というそういう気持ちだったのかな。そんな感じ。
○�橋本さん　うん。
○�奥村コーディネーター　ありがとう。きっと何か準備して
いたこと、言おうと思っていたことあるんだよね。それを
聞かせてくれる。
○�橋本さん　もともと私たち防災ジュニアリーダーが中学
生として、災害時に何ができるのかというのを見つける
ために、まず避難所を開設して私たちが地域の支えにな
ろうということで始めたということです。それで、避難所
を開設する前というのは中学生がまだ子どもだから
ちょっと力が足りないとかすごく不安なところがあったん
ですけれども、やっていく中で失敗とかもあったけどそれ
ぞれができる限り動こうという、そういう気持ちがあって
すごくいい時間を送れたと思います。
○�高原コーディネーター　ありがとうございます。何かあ
りますか。
○�小沼さん　12月１日に実施された避難所開設訓練を終
えて、私たちがこれから生かしていきたいと思った提案
があるので紹介しようと思います。
　�　私たちは今回、情報班と避難所開設班と物資調達班と
避難者誘導班の４つに分かれて避難所を開設しました
が、誰がどの係かわからず伝達がうまくいかないことが
たくさんありました。そこで、避難所を開設する際は各係
でゼッケンなどを着ることを提案したいです。例えば、受
付係は緑、本部・総務スタッフはピンク、誘導係は黄色、物
資はオレンジといった色の分け方をすることで、避難者
の方たちにも物資はオレンジのゼッケンの人にもらって
くださいなどと説明が楽になると思いました。避難所が
スムースに回るためにもスタッフは何かしら目立つ目印
をつけておく必要があるのかなと思いました。
○�高原コーディネーター　ありがとうございます。
○�奥村コーディネーター　結構しっかりしていますね。
○�高原コーディネーター　なかなかたくさんぎゅっと、さっ
き富岡さんがおっしゃっていた戸惑いというのがいつも
あんまりよくない言葉で使われることが多いような気が
するのですけれども、むしろポジティブに使っておられる
面があって、その戸惑いというのを下に積み重ねながら
ぎゅっとまとめられた、こうしたらいいかなというところな
のかなとちょっと思いました。ありがとうございます。先
生にお聞きしていいですかね。先生から見て今回の避難
所開設訓練はいかがでしたか。
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○�西田先生　先ほど富岡さんのほうからありましたように、
本当に大人のほうが戸惑っていました。連絡がなかなか
徹底されないというか、実際に横のつながりというか連
絡が取れない。それから、一応入って来られるいろんな方
を想定して、そういう方も来られたのですけれども、次か
ら次へと避難されるわけですね。その把握を一体どこが
するのかとか、当然その後物資もいろいろ入ってくるで
しょうし、そういうことが結局いろんな場面でばらばらに
なっているというか、一生懸命にやっているのだけれども
なかなかお互いに情報共有が難しいというのをすごく感
じているというのが、そういうのでも結局個々に対応して
いかないといけないということは間違いない。阪神・淡路
のときもそうですけれども寒い中で来られている人を待
たすわけにもいきませんし、とりあえずベストではないけ
れどもベターな方向へどんどん臨機応変に動いていく。
そのためにもこの訓練は非常に有効だったのではないか
なと。これ１回ではないけどまたいろんなことを反省した
ところをまた意識を持ってやっていくことがすごく大事
なんじゃないかなと思いました。
○�奥村コーディネーター　25年前は実は30代で先生とし
て避難所を実際に運営されているのですよね。受付をさ
れたり。
○�西田先生　そうですね、はい。
○�奥村コーディネーター　そのときももちろん災害、当時
そんなに防災ということが熱心に行われていたというこ
ともなかったので、まさに準備もなくそういう事態だった
と思うのですけれども、そのときと比べられて今回どん
な感じだったという、その辺の印象はいかがですか。
○�西田先生　今言われたとおり、すごく係分けがされてい
たのでそれぞれの仕事については徹底、徹底というか自
分たちの仕事の頭が整理できているのでよかったので
はないかなと思います。例えば避難所はどこに開設する
のかとか、私がなったときは実は自分も被災しましたの
で、教師のほうはいろんな地域から来ていますので学校
に行ける人間は限られているわけですね。実際に学校の
鍵をあけたのは、地域の人がこじあけて学校に入ってい
るのですね。そのためにいろんな教室に入られてという
か、言い方は悪いですけれども。
○�奥村コーディネーター　鍵を壊して入っていくという。
○�西田先生　鍵を壊して入っているのですね。電車が止ま
りますので、教師のほうは来る人はやっぱりバイクで来た
人ですね。道もほとんど家が潰れていましたので、結局
車も動けないわけですよね。道路は陥没していますし、結
局バイクとか自転車で来た人が一番に来たという、来た
ら開けられていたという、その状況で残念ながら教室や

いろんなところに被災者が入ったので、学校の復帰が非
常に遅れたということも反省の中にあるのですけれど
も、全くわからないままそんな感じで進みました。
○�奥村コーディネーター　ありがとうございます。まず一
歩を踏み出すのだという、そういう思いで十分に準備も
できなかったかもしれないけれども、一歩踏み出される
ことが実際できたということだと思うのです。校長先生が
もしかして中心でその判断自体はあったのかもしれませ
んけれども、西田先生は今回これをやるとなったときに
御自身、これはどういうモチベーションで取り組まれてい
たのですか。ご自分の経験、そういう過去のものと照らし
てちょっとお話をお願いします。
○�西田先生　絶対やるべきだと思いました。
○�奥村コーディネーター　それはなぜですか。
○�西田先生　今、話したとおりいろんな動きがあって後で
いろんな整理をしたのですけれども、情報のことである
とか、それから一番困ったのは水であるとか、それからト
イレですよね。トイレが完全に潰れていましたのでトイレ
をどこでさせるのかという、つまり生活の基本的なことを
どう確保するのかというところからスタートしました。校
長先生ともお話したのですけれども、実は防災ジュニア
というのをつくったのは私なんですけれども、名前は６年
前にできたんですけれど、５年目に地域の方とちょっとず
つですけれども、いろんなことに参加するような形に変
わってきたのです。その中で話し合うよりも具体的に動
いて何かをしようと、僕は幾つか言ったのですけれども、
例えば仮設トイレのつくり方はわかりますかと。先ほど言
われましたけれども教師はできません。私はできますけ
れども。そういうところも若干経験している者としていな
い者とのモチベーションが違うというところもあるし、こ
れは仕方ないことだと思いますね。仕方ないからだめ
じゃなくて、やはり私たちも責任がありますし、ずっと一緒
にそういう機会をつくって参加の機会をつくって声をか
けていく。何でもそうじゃないですか。経験がなかったら
理屈や頭で本を読んだって写真を見たってわかりますけ
れども、その場面にならないとわからないことは何ぼで
もあると思うのですけれども、一緒にやりながら考えてい
くという、だから経験がないからできないのではなくて、
やはり対処できるように頑張っていくと、それは何でかと
言ったら命をしっかり守っていくという基本があればでき
るのじゃないかなと思います。
○�奥村コーディネーター　ありがとうございます。やっぱり
自分で経験されているだけあって、これをやるぞとなった
ときのモチベーションというのは非常に強い決意という
か意思を感じたのですけれども、学生さんは中学１年生
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だもんね。震災も経験していないし、先生からこういうこ
とをやるよと言われたときにどう思った。避難所の開設訓
練をやります、皆さん、12月１日にやりますと言われたと
きに、どんな感じ。授業がなくなるという感じ。どんなふう
に思った。
○�橋本さん　やったことがないので、すごく不安でした。
○�奥村コーディネーター　不安だったんだ。どんなことに
なるのだろうと、ちゃんとできるのかみたいなそんな感
じ。
○�橋本さん　何も知らない、避難所のこととか実践するま
では余り知らなかったのですごく不安でした。
○�奥村コーディネーター　できたらやめたかった。
○�橋本さん　いや。
○�奥村コーディネーター　それではなかったんだ。不安だ
けどやってみたいとは思った。
○�橋本さん　はい。
○�奥村コーディネーター　そこはしっかりした返事が返っ
てきました。何でやってみたいと思ったの。不安だけど
やってみたいと。
○�橋本さん　災害のときに自分たちがまず動かないとい
けないのじゃないかなと思ったからです。
○�奥村コーディネーター　しっかりしていますね。
○�高原コーディネーター　すばらしい。
○�奥村コーディネーター　すばらしい答えだと思います
が、どうですか。
○�小沼さん　12月１日の前にHUGをこの人と防災未来セ
ンターでやったのですけれども、避難所を見たこともない
し体験したこともないので、最初するとなったときはどう
いうことかも想像もできなかったので、本当に私たちだけ
でできるのかなと思っていたのですけれども、ゲームとか
HUGとか先生とかの話を通して、できるかわからないけ
どとりあえずやってみようという気持ちはありました。
○�奥村コーディネーター　先生とか富岡さんからもあった
と思うのですけれども、すごく柔軟に落ちついてやってい
るように写ったと大人の皆さんは言っているけれども、結
構実は焦った、不安だったりした。
○�小沼さん　もうずっとばたばたしていました。
○�奥村コーディネーター　そうなんだ。そうだよね、初めて
だもんね。
○�小沼さん　25人ぐらい来たのですけれど、それだけでも
う。
○�奥村コーディネーター　25人、避難者役の人がばーと
来たの。
○�小沼さん　来たのですけれども。
○�奥村コーディネーター　どう思った。

○�小沼さん　ちょっと待ってくれと。
○�奥村コーディネーター　帰ってくださいと、多過ぎです
と。そうだよね、びっくりするよね。大人が急に25人来た
らね。正直なところは、やっぱり不安とか戸惑いとか大人
の人と一緒に実は中にあったのかもしれないね。だけど、
震災を経験してはいないけれども、こういうことはやらな
いといけないという思いは生徒さんにもあったのだなと
いうのはどうでしょう。私の子供と同い年ぐらいなので、
そういう思いは一体どこから湧き上がってくるものなの
かなと不思議なのですけどね。でもちょっとそろそろ。
○�高原コーディネーター
　�　時間もあるので。
○�奥村コーディネーター　記者の目でじっとこっちを見て
いる高校生たちもいるので、そっちのほうの話にまた先
に進ませてもらって、今の話また戻ってくるかもしれない
ので話を聞いていてください。
　�　次、彦根東高校のチーム３人さんと関係者というか実
行委員長。
○�高原コーディネーター　京都のほうからお越しの牧さん
という方から。
○�牧企画委員長　インタビューを引き受けまして、きょうの
ご報告を聞いて三つすごいなと思ったのですけれども、
福島の話なのですけれども７年たってようやく話せるこ
ともあるのだということについて非常に感銘を受けて、
多分この神戸で25年ですけれども、まだしゃべれない方
はたくさんおられると思うんです。そういうことに７年で
気がつかれたのだというようなことに非常に感銘を受け
て、私もこういうこと長いことやっていますけれども、時
間がたたないとしゃべれない人もいるのだということの
気づきというのは本当にすばらしいなというふうに一つ
思いました。
　�　それから二つ目なのですけれども、今日も来ていただ
いて、何で25年もこんなことをやっているのだというこ
とを私は聞かれたのですけれども、実はあんまりうまく答
えられていなくて記事に書いていただいたみたいに責任
感と言ったんですけれども、これは一つお伺いしたいん
ですが私の言葉を聞いていただいて、それから中間報告
に来ていただいて、それから今日はいろんなチームの発
表を聞いていただいて、パネルディスカッションも聞いて
いただいて、こういうことを25年も続けていることの意
味というのは何か記者としての言葉にできたものがあっ
たら教えていただきたいなと。
　�　それから最後は、この特集号のアンケートをされてい
て私は２番だったのでよかったと思ったのですが、１番は
身近なやはり彦根の災害の話だったのですけれど、自分
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たちがインタビューを３人の方にされて伝えたかったこ
とが伝わったと、本当に滋賀のあの話を私は伝えたくて
あの紙面をつくったのか、それとも他のことを伝えようと
思ったんだけど、別のところが要するに滋賀の地震の話
がみたいな伝えたかったところと伝わったことというの
が一緒だったのかなということを、お二人に感想も含め
てですが聞いてみたいなというふうに今日の報告を聞か
せていただいて思いました。
○�高原コーディネーター　ありがとうございます。いきな
り済みません。台本のないところから飛んできましたけ
れども、ありがとうございます。ゆっくり体験など思い返
しながら何かあったらお願いしてよろしいでしょうか。
○�奥村コーディネーター　二つ質問があったので、一人一
つずつちょっと答えてもらおうかな。まず、やったことが
本当に伝わったと思いますかと新聞記事をこうやってつ
くったりして、伝えるという取り組みをされているけれど
も、実際伝わった感覚みたいな、そういうところですよ
ね、牧先生。
○�牧企画委員長　はい。
○�奥村コーディネーター　どうですかね、どちらか。もう一
人の人、ちょっと話を聞いている間にもう一個の質問、
25年もやっている、何をやっているんだと思っているの
か、こういうことをやることにどういう意味があるという
ふうに今回参加してみて気づいたとか、何かそのあたり
正直なところ、もう一人はちょっとスタンバイしている間
考えてください。
　�　じゃあ一つ目、伝わった実感ありますか。
○�小峠さん　伝わったかどうかアンケートを実施したとき
に、新聞は文字だらけで余り読まれないと思っていたの
で、寄せられた声も紹介したのですけれども、そこで新聞
の内容からやっぱり大切だなと思ったということを答えて
くれた生徒の方が多かったので、それぞれ読み取ってく
れたことがあるんだなとは思いました。
○�高原コーディネーター　これはうまいこといったみたい
なものはありますか。書いて発行して伝わった。
○�宮下さん　いいですか。私は一応、編集長なので編集の
ことはちょっとだけ話をさせていただきたいのですけれ
ど、今回滋賀のことと福島のことと、あと神戸のことを取
り上げたというので、ちょうど滋賀の記事のおかげでみ
んな、自分たちの身に迫っていることなのだということが
わかって、福島のことについては、確かに私たちは未災地
だったのですけれども、一応生きている間に起こった事
件として小さいころの記憶ではあるのですけれども、テレ
ビとかでいろんな情報を見たので、こういうことになって
いたのかとか、今はこうなんだということがわかり、さら

に神戸はもう25年もずっと続けられているので、何とい
うか伝統じみたところというか貫禄、何ていうか説得力が
あるというか発言されたことや聞いたことに説得力があ
るという点で、その三つがうまく調和してどの記事がとか
ではなく、三つあるからこそ説得力があり身近に感じら
れ、さらに自分たちの記憶を思い起こすということがで
きたかなと思っております。
○�高原コーディネーター　ありがとうございます。二つ目
の質問の25年もやっているのはだこれなんで、というの
は何かありますか。
○�宮下さん　そうですね。私たちが続けているうちでちょっ
とこうなのかなと思っているところも含むのですけれど、
どんどん続けている間に先ほどおっしゃったように、新しく
取材した人が過去に言ったこととはまた違う発見とかを
伝えてくれたりだとか、同じ場所に行く、福島に毎年行っ
ているのですけれども、数年前に行って同じところにもう
一回行くとなったときに、すごく街の様子が変化していた
りとかがあるのですね。そういう続けていくことによって
新しく伝えられることというのもたくさんあると思うの
で、それが続けられている意味の一つで、もう一つ思った
のはさっき伝統と言ってしまったのですけれど、長く続け
ていることで長く続いている分だけどれくらい大切なの
かというのが伝わりやすいという点で、これは私のちょっ
と実体験が入るのですけれど、ずっと続けているね、新聞
部は。と言って友達から話しかけられた。、続けているとい
うこと、もちろん内容も大事ですし、内容は私たちも大事
にしていることなのですけれども、続けているという事実
で関心をもってくれる人とかがいるという点で続けるとい
うことには大きな意味があるのかなと思っています。
○�高原コーディネーター　ありがとう。ちょっと変なまとめ
方だったら違うよと言ってください。聞いていてすごいそ
うなんかと思ったのですけれども何か最初にわかりやす
いこういう理由があります、だから続けられますというわ
けではもしかしたらちょっとないかもしれなくて、何かよ
くわからないもやもやがあって、続けているのだけれど
も続けていたらやっぱり福島に何回も行っていて、これは
違うなとか、こんな新しい話も出てくるみたいな話があっ
て、続けていく理由そのものがあるというよりか、続けて
いること自体が続けている理由になっているみたいな。
すみません、わけわかんないですか。
○�宮下さん　理由としてはもちろん忘れられないためとか
そういう理由はたくさんあるのですけれども、続けていっ
ているからというのも一つの理由というか、それが、私た
ちが本来震災を忘れないためとか、思い出させるためと
か、そういう理由が説得力を増して、関心をもってもらう
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ための一つの手段ではないですけれども、そういう形に
なっているのかなと思っております。
○�高原コーディネーター　藤村先生にもお願いしてよろし
いでしょうか。
○�藤村顧問　福島の取材を始めたのは、きっかけとしては
焦燥感みたいな、私たちに何ができるのだろうかという
ことで、これから続けていって何がつくれるだろうかとい
うことは、スタート当初は基本的に考えていませんでし
た。とにかく伝えたい、とにかくみんなに知ってもらいた
いというか、滋賀県でも知らせなければいけないのだと
いう気持ちでスタートして、走りながら考えていったとい
うような感じかと思います。その中でも今彼女が言ったよ
うに、そこで部員たちがいろんなものを得られたという
のは、これはやっぱり大きなというふうに今聞かせても
らって改めて思いました。
○�奥村コーディネーター　すみません。福島の実態を伝え
ていかなければならないと強い焦りを覚えたということ
だと思うのですけれども、先生の場合は阪神・淡路大震災
も御経験されていて、そのときはそういう感情にはなら
なかったのですか。
○�藤村顧問　そうですね。阪神・淡路のときは私個人の焦り
として何かできることはと思ってボランティアに入るとか
いうことはしたのですが、それを何か形に残るものに、つ
まり新聞みたいなものにするようなことはその場もな
かったですし、それはできていませんでした。
○�奥村コーディネーター　神戸のあのときには芽生えな
かった思いが、2011年に起こったのでもう今から何年も
たちますけれども、そのときには伝えることの大切さとい
うかそういう気持ちが芽生えるという、また違った反応の
仕方があったというか感じ方、同じ災害ですけれどもね。
何かそういうふうになったのだということをお話いただ
いたと思うのですけれども、今学生さんたちも同じ人に
同じことを聞いても歳月やタイミングが違うとまた違っ
た答えが返ってくるということがあるから伝え続けると
か、こういう取り組みは長くやっていくことに意味がある
と、同じ人に２回聞くことに意味がなければ一通り聞いた
ら終わってしまうはずなのだけれども、この終わりがない
というのはそこにあるのかなという、横にいる先生自身
も過去の自分とは違う反応が今回東日本大震災のとき
にはあったのだというふうにお聞きしていて感じたので
すけれども、やっぱり福島を伝えなければならないなと
思ったときに、阪神のことも何かしら脳裏によぎったりす
ることがあったのではないか、と想像したのですけれど
も、いかがですか。阪神のときの経験というものも何か影
響しています。そういう気持ちになったときというのは。

○�藤村顧問　阪神は発災直後に入らせてもらったので、そ
の状況がありありと私の記憶の中にはあって、福島に入
らせていただいたときはある程度形になっていたりして、
そういう状況ではなかったのですが、皆さん大変な思い
をしておられる、きっとこういう状況だったのだろうなと
いうことはより想像がつきましたので、その原動力には
なったというふうに思います。
○�奥村コーディネーター　ありがとうございます。あの阪
神・淡路大震災をご経験されているからこそ、福島は距離
的には離れているけれどもそこで何が起こっているのか
が想像しやすいというかイメージできる、だからこそ伝え
なければならないという思いが芽生えてきている。25年
前のそういう経験、ややこしいですね。ちょっと新聞をやる
と考えたタイミングは今ではなくて2011年なので、ちょっ
とややこしいのですけれども、そのとき阪神の経験が今の
この活動の原動力になっているというか影響を大きく与え
ているのだなということですかね。ありがとうございます。
○�高原コーディネーター　ありがとうございます。ちょっと
聞いていて少し個人的な興味になってしまうかもしれな
いんですけれども、編集長と小峠さんに伺いたい。小峠
記者にも伺いたいことが、人から聞いた話を言葉にして
文字にして書き文字にして、ほかの人に読めるものの形
にするのはすごく難しいと決めつけたらだめですけれど
も、すごく大変な作業なんじゃないかなと思っていて、僕
自身ﾊｸﾈでちょっと似たようなことをしていたのです。西
宮の復興住宅に20年以上住んでいた阪神・淡路大震災
で家を失ったおっちゃんとか、アル中になっちゃった人と
か、おばあちゃんとかに話を聞いて、そうやったのですか
と話を聞いて録音するまではできるのです。録音して文
字起こしまではできるのです。文字起こしして、これはど
うしたらいいと。全然わからなくて、何かすごいですねと
物語形式にしても何か伝わるわけでもないし、かと言っ
て細切れにしてここでこの人はこう考えていると分析す
るのも何か違う気がして。そこら辺というとちょっと雑に
なっちゃうのですけれども、どんな工夫とか心がけている
こととか、発見とか面白いなと思っていることとか、大変
なことがあったら何か教えていただければと思います。
○�小峠さん　私の場合なのですけれども、取材した方の取
材した内容で私の中で一番印象に残ったことを伝えたい
こととして記事の中に書くようにしていて、それを決めて
から話の流れがわかりやすいようにまとめたりするように
はしているのですけれど、やっぱり私はもともと文章を書
くのも苦手というのもあって、難しいこともあるのですけ
れども、そういうことは心がけるようにはしています。
○�宮下さん　まず記事を書いて紙面を完成させるのですけ
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れども、そのときに校正会を何回も行うのですね。一つの
記事につき三、四回ぐらいは全員で目を通して、ここを直し
たほうがいいとか、このコメントは本人が言いたいことと
違うのではないかとか、すごく議論を交わすのですけれど
も、そういったことは議論が白熱し過ぎてすごい言い合い
になったりもするのですけれども、それを経て完成したも
のは議論の苦労とかもありますし、相手がどういうことを
言いたかったのかとくみ取るのは難しいことでもあるので
すけれども、そういう過程を経てできたものは自分たちな
りにもベストな状態かなと思いますし、読んでいる方や取
材させていただいた相手の方にも、これが言いたかったの
だ、きちんと伝わったなとか、そういうことがあったのかと
かそういうお互いに納得できたりとか逆にそれで新しい発
見があったりとか、そういうような紙面を目指しています。
○�高原コーディネーター　ありがとうございます。それは
議論しているときは、私はこの人が大事だと思っている
のはこうだと思っているけれども、私は違う、こう見るとい
うふうにいろんな角度からどんどん掘っていくみたいな
感じなのですか。
○�宮下さん　そうですね。ここはこういう表現にしたほうが
この人の言いたいことが伝わるのではないかとか、この
コメントよりもこっちのコメントのほうが主張をしっかりし
ているから、そっちをメインにして記事を構成したほうが
いいのではないかとか、細かいことから大きなことまで
さまざまな意見が出るので、それをうまく最終的にまと
めてつくっています。
○�高原コーディネーター　もう一個だけいいですか。小峠
記者が最初、印象があるところをぐっとつかまえるみた
いなニュアンスだったかと思うのですけれども、それはど
うやってあらわれてくるのですか。読んでいて、ここだ、み
たいな感じ。
○�小峠さん　取材させていただいたときに、その方が話し
ているときに話し方とか表情とかで大きく強く言ってい
ることとかがあるので、そこを見つつやっています。
○�宮下さん　すみません。ちょっと挟むのですけれども、そ
ういうふうに表現されて取材させていただいたときに、そ
ういうふうな表現とか表情とかでコメントされるとこちら
も、これが言いたいことなのだとか、他のコメントと比べ
て心をつかまれるというか、実際にしゃべっているときと
紙面に表れるときでは、話し手の表情とかが見えないの
でどういうふうなイメージなのかなというのが伝わりにく
いとは思うのですけれども、そこで私たちがそこで判断
して、ここが言いたいのかとか伝わってくるものもあるの
で、そこを選んで実際言いたかったことを記事に起こせ
るようにという工夫をしています。

○�奥村コーディネーター　ありがとうございます。実はそ
ろそろ時間がきておりまして、まだまだちょっと続けてい
きたいのですけれども、今回もう間もなく阪神・淡路大震
災から25年ということで、震災の経験を伝えたり教訓を
伝えたりするだけじゃなくて、今日生かしていかなければ
ならない、伝えるだけじゃなくて生かしていかなければな
らないと言ってくれていたと思うのですけれども、過去の
経験だとか教訓だとか、あるいはそういうことを経験した
人から話を聞くときの答えとか、これは常に変化していく
ものだと、こういうふうな話があった中でやはりこれ今終
わってしまったならば、もしかしたら正しくない教訓の生
かし方をしているということも起こりかねないのだなと
私は思ったのです。だから、何が学ぶべきポイントなのか
ということ、あるいは本当にちゃんと伝わっているのかと
か、生かせているのかとか、そういうことについてはもう
25年もたっているけれども、これからもしっかりと自問自
答を繰り返しながら続けていかなければならないと感じ
て、きょう中学生のお二人と高校生のお二人という若い
世代にも参加していただきましたけれども、震災を経験
していないこういう生徒さんたちもしっかりとこういう取
り組みをやっているという、今日十分に話を聞けなかった
ので、どういうことでそういう強い気持ちになっているの
かというのは十分にお聞きすることはできなかったので
すけれども、そういう方々がこれから生まれてくる限りは
こういう活動を続けていける。何より実行委員長がこうい
う場を守っていかなければならないというふうな強い意
思をおっしゃっていましたので、やっぱり続くのだろうなと
思うのです。
　�　実はきょう当初高原さんとは、もう一テーマ用意してい
たのです。ちょっとお待ちください。どういうパネルディス
カッションにするかということを話し合っていたときに高
原さんがおもしろいことを言ってくれて、過去になりきっ
ていない過去、未来になりきらない未来みたいな詩人の
ような言葉を私に言ったのです。何ですか、それはと。過
去になりきらない過去、過去は過去じゃないのですか。い
や、過去は過去になりきっていないのですよと言ったの
です。そう言ったのですよ。私はメモしているのです。未
来になりきらない未来に向かって、過去になりきっていな
い過去をどういうふうにやっていくのか、それはいろんな
世代の人がこうやってこういう場を通じてつくられていく
ものだ。みたいなことをおっしゃっていて、その辺に関し
ても実はきょうディスカッションしたかったのですけれど
も、結構実は出てきたのですよね、そういう話が結果的
に。こんなところで一気に振ってまとめていただきたい
のですけれども、高原さん、こういうことを言った責任者
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として今回のパネルディスカッションの最後を締めてもら
えないかと思うのですけれどもいかがですか。どうです
かね、過去になりきっていない過去、未来になりきらない
未来という言葉をおっしゃった高原さん、きょうのディス
カッションはどういう成果があったでしょうか。
○�高原コーディネーター　いきなり登壇して、と言われた
渚中学校１年生の皆さんの気持ちが今ちょっとわかりま
した。僕はぶっちゃけ、継承とか語り継ぎみたいな言葉が
余り好きじゃなくて、教科書的な、と言ったら失礼なので
すけれども、何かをしなければならないみたいなのが、
ちょっと苦手な感じだったのですけれども、皆さんの話を
聞いていて、ころっと何かが変わっていって、一つは固
まっているものじゃなくて何かぎゅっと固まっちゃったら
それは本に残しておけばよくて、それを読んだらおしま
いなのですけれども、例えば渚中学校の西田先生のいき
なり鍵を開けられたとか、そのときになってみないとわか
らないとか、あるいは直接その場で接しないとわからない
とかいう、私たちがふっと出てくる戸惑いとか、はっとつか
まえたものは意外といろんな形で新聞とか一緒に地域の
方と訓練するみたいな感じでふっと伝わることもあるのか
なみたいなところが。まとめというよりかは私の学びです。
○�奥村コーディネーター　ありがとうございます。皆さん、
きょう高原さん最初にきょうはゆっくり考えてみたいと、
一緒に考えてみたいということでおっしゃっていただい
たのですけれども、それぞれの中できょうの１時間余りで
すか、お話につき合っていただいて、何を持ち帰るかとい
うのもそれぞれの形であっていいのだと思うのですけれ
ども、ざっと今日もう一回、この後振り返っていただく上
で非常に参考になるものが目の前にこうやってでき上
がっていますので、ぜひ今日この後、この会が終わった後
にもごらんいただけたらいいかなと思います。
　�　ちなみにもう時間なのですけれども、鈴木さん、きょう
振り返っていただいてこれをつくっていただいて気づい
たこととか、何かコメントしておきたいことがあれば何か
一言いただけますか。
○�TAGAYASU鈴木さん　ありがとうございます。１分ぐら
い大丈夫ですか。きょう描かせていただいて、ちょっと聞
こえてきたのは最後ふっとしたとき、はっとしたときとい
うキーワードを言ってくださったのですけれども、一番初
めが何か形にならない見えない戸惑いとか、そういった
ものを感じられたのはまず何か一歩踏み出してみる、や
るぞ、みたいな熟成するのを待っていたらいつになるか
わからないといったところで、ぬるっと始められた。そこか
ら気づきがたくさん得られてきて、しかもそれを続けて
いくときに何か皆さん原動力をもっておられて、続いて

いくうちに新しい発見とかどうやったら納得感があるか
みたいな話につながっていったなというのと、最後すみ
ません、印象的だったのでここだけ、話しておられること
を文字にするとまた伝わり方が違うというところで何を
編集するのかとか、どう納得感があるように伝わるように
するのかというところで、多分未災者だからこその未災
者に伝わる編集の仕方というところの根底に流れている
ところ、何回も言葉をかえてすごい皆さんが言ってくだ
さっていたように私には聞こえたので、すごく見えないも
のを一生懸命言葉にしてくださっているなと思って聞い
ていました。本当にいい時間をありがとうございました。
○�高原コーディネーター　ありがとうございました。ゆっく
り考えたかったのですけれども、あと３時間ぐらい要るか
なと思ったのでよければ来年またお付き合いください。
よろしくお願いします。
○�奥村コーディネーター　じゃあ終わりましょうか。高原さ
ん、終わりますか。
○�高原コーディネーター　はい、終わります。
○�奥村コーディネーター　通常であればパネルディスカッ
ションは最後また一言ずつとかやるのですけれども、
ちょっと段取りが悪くてすみません。時間がもうすでに超
過しておりますので、会場の皆さんも最後までお付き合
いいただきまして、どうもありがとうございました。きょう
ご登壇いただいた６名の皆さんと会場からコメントをい
ただきました方々、それからお聞きいただいた皆さん、最
後拍手で終わりたいと思いますが、よろしいですか。お願
いします。（拍手）
○�司会�人と防災未来センターリサーチフェロー�辻岡さん
　�　ありがとうございました。では、これでセッションのほう
は終了となりますので、登壇者の皆さんは席にお戻りく
ださい。ありがとうございました。
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○�人と防災未来センター�河田センター長
　�　ありがとうございます。皆さん、今日はご苦労さまでした。今年の正月、じっといろいろ考え
ていたのですけれど、少しずつ賢くなっているなという思いがしたのですね。というのは、阪
神・淡路大震災から25年たったのですけれど、いまだに自分が知らないことがたくさん起こっ
た災害だったと思うのです。私は研究者ですから、目の前で街が壊れていくという、これを目
の当たりに見て、こういう活動を始めたのですけれど、将来の見通しをもっていたかというと、
それは全然ありませんでした。人と防災未来センターができて18年なのですけれど、当初セ
ンター長というのも自分の頭の中では２年ぐらいでバトンタッチしようという、そういうイメー
ジでずっと来ているのです。思いますに、よく本を読まなければいけないと言われるじゃない
ですか。これは私なりに、つぎのように考えていました。自分の人生は一回しかないけれども、
本を読むと書き手の人生がまた自分のものになるというか、そういうことをやっぱり本を読ま
ないとできないと思っていたのですね。この震災が起こって、起こった直後から被災地に毎日入っていろんな方と話をし、ま
た自分がそのときまで見られなかったことも新しく見るということを経験してきたのですけれども、継続は力なりというか、そ
ういうものの意味がよくわからなかった時代がずっと続いていたのです。ですから、このメモリアル・コンファレンス・イン神
戸から始めて、始めた当時は実は10年は続けようと考えていたのでね。ですから、GK京都の卜部さんに10年間、毎年色を変
えたパンフレットやポスターを出そうというそんな具体的なことも考えていたのですけれども、まさかその先にもっと続いて
いくモチベーションというのが、そのときなくてもその時々のいろいろな知識をわかるにつれて大きくなっていくというか、
そういうことを経験したということなのです。
　�　きょう先ほどのパネルディスカッションを聞いていまして、まさに未災者であってもそれをどう伝えていただくかという、そ
の機会があれば実際に経験する、しないは関係なく、そこから生まれるいろいろなものは後に伝えていけることができるで
はないかということで、今年実は25周年ですからこういうことをいつまでやっているのだということもきちっと答えを出さな
いとだめな時期に来ていると思うのです。ですから、こういう活動を続けるためには、やっぱりいろんな方に合意を得ないと
なかなか進むことができません。合意形成のためにこれまで25年やってきたことを将来にわたって、なぜ続けていく必要が
あるのかということを説得する、そういうものをまとめる時期に多分来ているだろうと思うのです。ですから、それがないと
25周年で多分公的な取り組みというのは終わってしまうのではないかと、この１月17日に秋篠宮皇嗣殿下、同紀子妃殿下様
をお迎えするんですけれども、５年、10年という節目にこういう公式行事がこれからもやっていけるかということも、それにか
かってきているんじゃないかと思うのです。全くここに立つ人も話題提供する人も阪神・淡路大震災のことを経験していない
という、そういう時代になったときにこの震災が一体何を私たちに伝えてくれたのかということを一人ひとりが考えて、そこ
に答えはなくても違ったものがそれぞれの人の数だけ生まれておれば、それでいいのではないかという気がしました。
　�　前々回からこういう絵を描いていただいているのですけれど、絵を見ると実は今のパネルディスカッション、その前の報告
の位置づけというか、これがかなりうまくいくということに私、実は気がつきました。防災というのは、本当に一人ひとりがどう
いうふうにそれを捉えるかが全部違うということなのです。ですから、違うという非常に難しい問題について多様にいろいろ
考えるということの重要性というか、そういうものがこの25年間の活動で出てきたのではないかと、そういう気がします。で
すから、これからどうするかは今まとまったものはないのですけれども、こういう非常にプロダクティブなミーティングという
のはこれからも続けなければいけないのではないかと思っています。
　�　今日を皮切りに、今月末に向かって阪神・淡路大震災に関するいろいろな行事が実は計画されております。それぞれに参
加していただいて、また皆さんが持っているこの震災に対する思いを新たにしていただく、今まで気がついたことだけではな
くて、これからも実は気がつかなかったことに気づくという機会がこういうことを計画した中で出てくるのだということを考
えていただいて、ぜひ自分の問題として阪神・淡路大震災を受けとめるというか、そういう形につながっていただければいい
と思います。まとめにはなっておりませんけれども、25年間もこういうことをやってきまして、また今日午後いろいろなことで
お話をさせていただきますけれども、新たな気づきというものが毎回あるということは震災が持っている深刻さというか、そ
ういうものが通り一遍では払しょくできないと考えてもいいわけで、やはりいろんな形で継続する必要があるのだと思いま
した。
　�　以上でございます。

閉会のあいさつ

河田惠昭センター長
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災害メモリアルアクションＫＯＢＥ2020のことば
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第２部：阪神・淡路大震災25年  特別シンポジウム

オープニングコンサート
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○�司会�人と防災未来センターリサーチフェロー�辻岡さん
　�　引き続きまして第２部、特別シンポジウムといたしまして
「向き合い続けた25年、これから」。
　�　これは「震災からの25年」と、そして「これから」をテー
マにしておりますが、４人の先生から、震災から今日まで
を振り返るお話をいただきます。
　�　では、ここからは、NHK大津放送局の大山武人さんに
司会をバトンタッチいたします。どうぞよろしくお願いい
たします。
○�大山コーディネーター　ではこ
れから、特別シンポジウム「向き
合い続けた25年、これから」を始
めさせていただきます。
　�　私は、このファシリテーターを
務めます、NHKアナウンサーの大山と申します。今、大津
放送局でアナウンサーをしていますが、2013年度と
2014年度、私が大阪放送局に勤務しているときに、人と
防災未来センターの研究部で特別研究調査員という形
でお世話になっておりました。今回こうしたシンポジウム
を担当させていただくことになりまして本当にありがとう
ございます。
　�　このシンポジウムの趣旨なのですけれど、阪神・淡路大
震災を経験した世代が、教訓と提言をまとめた「メモリア
ル・コンファレンス・イン神戸」という取り組み、これが
2025年まで行われました。その教訓を次世代に伝える
ための「災害メモリアルKOBE」というのが2015年まで。
さらに次の10年を見据えて若い世代が取り組む「災害メ
モリアルアクションKOBE」、これが2016年度から行われ
ています。この３つの活動について振り返りまして、活動
の意義や思い、そしてこれからについて、それぞれの活動
を牽引してきたお三方として、急遽、ちょっと事情があり
まして、もう１人の方に急遽ご登壇していただいておりま
すけども、４人の皆さんに語り合っていただきます。
　�　そして、グラフィックファシリテーションは、
TAGAYASUの鈴木さよさん。そして滋賀県立大学環境
科学部環境建築デザイン学科３年の多田さん、お二方、

引き続きよろしくお願いします。
　�　では、パネリストをご紹介します。では一言ずつ、25年
の実感をちょっと短くお話いただきまして、自己紹介がわ
りにしたいと思います。
　�　まず壇上向かって一番左です。人と防災未来センター
長の河田惠昭先生です。よろしくお願いします。この25
年、いかがでしょうか。
○�人と防災未来センター�河田センター長
　�　この震災がきかっけで、この震
災をどう考えるかという研究が
始まって25年たってしまったの
です。私、実は人と防災未来セン
ター長ですから、しばしば当地に
来ておりますので、25年間ずっとつながっているという
意識がありますね。ですから過去のことというよりも、
ずっと続いてきていることだという思いがあります。
○�大山コーディネーター　ではよろしくお願いします。
　�　そして、その壇上向かって右です。京都大学防災研究
所教授、人と防災未来センター震災資料研究主幹の牧紀
男先生です。
○�京都大学防災研究所�牧先生
　�　牧です。よろしくお願いします。
○�大山コーディネーター
　�　25年、いかがでしょうか。
○�京都大学防災研究所�牧先生
　�　そうですね。私、当時25年前は大学院の学生で神戸に、
きょうも彦根の方が来たことないというふうにおっしゃっ
ておられましたが、神戸のイメージというのはおしゃれな
ところでデートする、そういう場所が神戸だったのですけ
ども、それがその震災の後、今日も朝から電車でずっと神
戸に来る途中、その当時の、要するに古い建物の面影み
たいなのを探していたのですが、もうあんまりないという
ことで、この25年のその神戸の歩みというのがどういう
ことなのだろうというのは、まだ自分の中では整理がつい
てないのですけども、きょう、このディスカッションの中で
いろいろ考えたいなと思うのと、その阪神・淡路大震災は
いつも、今日も若い方たくさんおられますけど、思うとき
にいつも考えるのが、私1968年生まれですので、昔戦争
の話というのをよくおじいさんから聞いたのです。妙にリ
アリティをもって語られるのですけど、自分には全然しっく
りこなかったというのが戦争の話でして、今日、おいでに
なってる方というのも、ほぼ先ほど誰かが歴史とおっしゃ
いましたけど、先生が阪神・淡路大震災を歴史で教えてい
るというのは少しびっくりしたんですけども、そういうこと
もあるのかなと。だから25年ですから。それをいかに、そ
の歴史ではなく、今現在進行形で考えていくのかというこ
とが一つ課題かなというふうに思っております。よろしく
お願いします。
○�大山コーディネーター　そして壇上一番右に空席がご

特別シンポジウム
「向き合い続けた25年、これから」

【コーディネーター】
●NHKアナウンサー� 大山　武人さん
【グラフィックファシリテーション】
●TAGAYASU� 鈴木　さよさん
●滋賀県立大学�環境科学部�１年� 多田　裕亮さん
【登壇者】
●人と防災未来センター長� 河田　惠昭さん
●防災学習アドバイザー� 諏訪　清二さん
●京都大学防災研究所（人と防災未来センター）� 牧　　紀男さん
●NPO法人防災デザイン研究会（株式会社GK京都）�卜部　兼慎さん

43



ざいます。これ遅刻しているわけではございません。事
情がありまして、今日ご登壇予定の防災学習アドバイ
ザー・コラボレーターの諏訪清二先生ですけれど、今、北
海道からの移動中で、ちょうど今ごろ、空港を降りて会場
に向かっている最中ということで、駆けつけ次第登壇して
いただきます。
　�　そして、急遽登壇することになった、GK京都でNPOの
防災デザインをされています卜部兼慎さん、よろしくお
願いします。
○�防災デザイン研究会GK京都デザイナー�卜部さん
　�　よろしくお願いします。ピンチ
ヒッターで上がらせていただきま
した卜部です。私は神戸出身で
す。会社はGKデザイングループ
というところのデザイナーをやっ
ていたのですが、入社３年目で阪神・淡路大震災がありま
して、実家は、今も同じ場所に再建しているのですが上沢
と大開の間です。家は全壊です。家族はおかげさまで誰
も亡くなったり、けがしたりなかったのでよかったのです
けど、それがきっかけで、河田先生のほうにデザインで何
か防災のお手伝いができることはないかと、河田先生の
楽屋に押しかけまして「おお、そういうことやったら、おま
え手伝え」といって始まったのがメモリアル・コンファレン
ス・イン神戸です。
　�　職業柄、情報をまとめて皆さんにお伝えするという仕事
がデザインでもありますので、私は最初の当初から、ずっ
と、そこの看板があるような「アクション2020」とあります
が、「メモリアル・コンファレンス・イン神戸」の１年目から最
初の10年、それから「メモリアルKOBE」の次の20年、毎年
毎年そういうチラシとか、その会話がどうまとまったかとい
うのをきちっとやっぱり保存していくというか、それをでき
るだけわかりやすく見やすく、なおかつ、できれば美しいデ
ザインでちゃんと残していきたいという思いでずっと関わ
らせていただいて、今年今年で、翌年からだから24年にな
るのですかね。はい。よろしくお願いします。
○�大山コーディネーター　はい。よろしくお願いします。
　�　では最初に、これまで25年間行われてきた取り組みにつ
いて説明をしていただきたいと思うのですけれども、各登
壇者によります、それぞれの活動のご紹介と、その時代に
ついての振り返りというのを行っていきたいと思います。
　�　では次のスライドにいけますでしょうか。
　�　まず河田先生に伺いますけれども「メモリアル・コン
ファレンス・イン神戸」というのは、どのような取り組みで、
どのように始まったのかというのをちょっとご説明いただ
けますでしょうか。
○�人と防災未来センター�河田センター長　実は、阪神・淡
路大震災が起こるちょうど１年前にアメリカのロサンゼル
ス近くのノースリッジで地震があったのです。近代都市
で震災が起こったという一番の事例だったものですか
ら、研究者はアメリカに行って共同で調査したんです。で
すから、そのとき初めて都市の災害を研究している人た

ちが集まって、アメリカで起こった都市震災をどういうふ
うに考えていくのかということを始めていたわけです。で
すから、この１月17日の前の日に、実は大阪で日米都市
地震防災のシンポジウムを17日からやるという、16日は
そういう日だったのです。
○�大山コーディネーター　何というタイミングだったので
しょう。
○�人と防災未来センター�河田センター長　ええ。夜８時ご
ろ、一応アメリカ側と会合が終わって、じゃあシーユーア
ゲイン、明日会おうねって言って別れたのです。その翌日
の朝、５時46分に地震が起こったわけです。ですから、ま
さかそんな、テーマにしている地震が日本で起こるなん
ていうのは誰も思っていなかったということなのです。シ
ンポジウムをやることになっていましたから、会場の上六
の国際ホールに行ったら、もうアメリカの研究者はタク
シーで現場に入ったと。日本側だけではシンポジウムは
できませんので。けれど、大阪府知事と大阪市長が、夜の
レセプションにご出席いただくことになっていたので、こ
れだけは初日やろうという確認をして、その後どうするか
といったときに、NHKの現場取材のグループが会場にお
見えになって、今から現地に入るんだけども何を取材し
たらいいかわからないから一緒に行ってくれないかとい
うことで、私、渡りに船と、コートだけ持ってタクシーで現
場に向かったんです。
　�　最初に入ったのが東灘区の区役所です。真っ暗でし
た。区長室に入ったのが11時半ごろでした。全然交通渋
滞もなくてスッと、50分ぐらいで現場に来られたのです
が、区長さんと、神戸どうなってるのですかって言ったら、
いや、私にもわからないと。ですから、区役所の職員を
今、自転車で市役所まで走らせていると。そこへ30歳過
ぎの男の方が、おばあちゃんの遺体持って区役所にお見
えになって、おばあちゃん死んだけれども、どこへこの遺
体持っていったらいいのだって。そう言われても何もわか
らないわけですからね。とりあえず灘高校の体育館を仮
の遺体安置所にする予定なので、そこへ運んでくださ
いっていう、そういう話だったのんです。
　�　その後、NHKの方と歩いてですね、被災地ずっと見て
回ったんですが、もうそのときは住民が総出で、倒壊した
家の瓦屋根を１枚１枚剥がして、救出しなければいけない
と。私たち、テレビカメラなんか回していると、怒られるの
じゃないかなって心配したんですが、救援作業やっている
方たちが、早く全国に報道してくれって。人手が足らなく
てどうしようもないって。ですから、もうどんどん撮って放
映してくれという。そういうことで、神戸から芦屋まで歩
いて、いろんな光景をテレビカメラで録画したのです。夜
６時ごろ、もう真っ暗ですからね。６時ごろ芦屋の国道43
号のほとりに来たら、NHKの電源車がいたのです。これ
は前日の京都女子駅伝の中継をするために全国から６台
ぐらい電源車が来て、その１台が出発して芦屋の近くで
地震にあって、そこで止まってたと。それで全国放送でき
るということになって、それで国道43号の壊れた歩道橋
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の上から、夜７時の総合テレビニュースで、私現場から被
災地こうなっているという報道をさせていただきました。
ですから、その日は午前２時ごろまで被災地をNHKの方
と一緒に回って、大阪国際ホールに帰ってきたのが朝の４
時ごろでした。それで私、そこの駐車場に自分の車預け
てあったので一旦家に帰って、また９時に今度は八尾空
港へ行って、ヘリコプターで朝日新聞社が一緒に同行取
材させてほしいというので、ポートアイランドへ入りまし
た。そうしたら、もうポートアイランドは液状化で一面海
原みたいになってるのです。長靴に履きかえたのですけ
ども、島から出られないのんです。ですから、その日は
ずっと島の被害を見て回って、ヘリコプターで帰って、２
日目は天保山から船が出ていましたので摩耶ふ頭まで
船で行って、そして被災地に調査に入ったのですね。その
ときには私のところの、助教授の林春男というのがおりま
して、この二人でヘルメットかぶって、ずっと一緒に被災
地を回っていたのです。ですから、行きは船で行くのです
が帰りは電車がありませんので、何とか西宮とか御影ま
で行ったら、そこから部分的に阪急電車とか阪神電車が
動いてましたので、それに乗ったらまあ帰れるというふう
な形で３カ月間、大学に行かなかったんですよ。大学から
くれたのはヘルメットとPHSという、昔の携帯電話。これ、
好きなだけ使いなさいと言ってそれをいただいたという
ことなんです。ですから、１月に起こって３月ぐらいまで
は、もう被災地に釘づけになっていた。
　�　そのときに神戸とか兵庫県が設けたいろんな委員会
のメンバーに入ってくれという形で、そういうメンバーで
議論をしながら、あいた時間は必ず被災地に行ってどう
なっているという、そういう調査をやってきたんですね。７
月ごろになって、これやっぱりきちっと調査しないといか
んぞと。しかも研究者だけの話じゃないのですね。ですか
ら、この地域に住んでいる、関係する人たちが、この問題
に取りかからなければいけないということで、この「メモ
リアル・コンファレンス・イン神戸」をやろうと。大体実行委
員に80人ぐらいなったのです。いろんな分野から。大学
の先生だけじゃなくてマスメディアとか、個人事業主と
か、いろんな方がメンバーになって。じゃあ、一度総会を
やろうということになったのですが、実はそのとき、はた
と気がついて、お金一銭もなかったのです。でも、２日間、
この神戸国際会議場を借り切ってやろうということで、
私、実は実行委員会の幹事長でしたので、要するに実質
的な責任者じゃないですか。それでお金集めをしたので
すよ。やり方はちょっと言いたくはないので。でもね、結
局1,260万円集まった。そのお金、まだ残っているんで
す。ちゃんと使っていますのでね。だからそれがなかった
ら本当に何もできなかった。
　�　この人と防災未来センターというのは2002年にでき
ていますから。1996年から毎年「メモリアル・コンファレ
ンス・イン神戸」というのは、会場を借りながら点々と移動
していた。ということは、会議の相談する場所もないので
すよ。だからいろんなつながりで、その会議場貸しても

らって、委員会をやって、それを持ち寄るという形で計画
したのです。ですから、最初はどういう問題を議論すれば
いいのかというワークショップをやって、報告に出てまい
ります、１から８つの課題が、そこで分科会として出てきた
のですね。ですから、初日は各分科会に分かれてそれぞ
れ議論して、２日目は総合討論というので、それを持ち
寄って、ああだ、こうだということで、次に備えるという意
味での提言をしてきたということですよね。
○�大山コーディネーター　はい。後ほど１年目に出てきた
提言も、実際ちょっと今から振り返ろうと思うのですけれ
ど、また後ほど、それはご紹介したいと思います。
　�　今、防災学習アドバイザー・コラボレーターの諏訪清二
先生が到着されました。よろしくお願いします。
○�防災学習アドバイザー・コラボレーターの諏訪さん
　�　すみません。５時20分に襟裳
町でバスに乗ったのはよかった
のですけど、新千歳で飛行機１時
間遅れまして、私のせいじゃない
とは言い訳ですけども、ごめんな
さい。本当に申しわけないです。
○�大山コーディネーター　幸いですね、余り進んでいませ
んので、時効でございます。
○�防災学習アドバイザー・コラボレーターの諏訪さん
　�　恐らく河田先生が全部しゃべっていたと私は思うので
すけども。
○�大山コーディネーター　諏訪先生、25年たちましたけれ
ども、この実感を伺っています。
○�防災学習アドバイザー・コラボレーターの諏訪さん
　�　いやあ、25年の実感よりも、私今年還暦なので、そっ
ちの実感のほうが強いのですけど。まあしかし、ほんと
ね、25年たって、東日本もあって、僕の今持っている一番
の実感は、若い子が向き合ってくれているということな
のです。東日本のほうが阪神よりも小さいときにしゃべり
出した子が多いと思うのですけれど、阪神のこの地で、ま
だ10代の子らが、あるいは20歳前後の若者たちが東日
本の人とつながったりしながら、あるいは熊本とつながっ
たりしながら、阪神を、自分は体験していないのだけど先
輩から聞いた話をもって、きちんと話し合おう、伝えよう
としている。そういうのが育ってきているの。それを育て
てきたのは、やっぱり阪神の地で、この地で頑張っていろ
んなことをやってきた大人たち、まあ還暦よりももっと
上、あるいは還暦前後、もうちょっと若い人たちの努力
が、これ自画自賛って変ですけども、やっぱりあったのだ
ろうなと。それをちょっとこの25年で感じています。若い
子の力を感じています。
○�大山コーディネーター　ちょうど今、河田先生から「メモ
リアル・コンファレンス・イン神戸」についての御紹介があ
りましたけれども、諏訪先生からこの「災害メモリアル
KOBE」について、ちょっと御紹介いただきたいのですが。
○�防災学習アドバイザー・コラボレーターの諏訪さん
　�　次に10年ということで、テーマはよく次世代という言
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葉を使っていたのですね。次の世代に何を伝えようか。た
だここで一つ誤解しないように言っておくと、災害をあの
体験した大人が第一世代で、それを子どもという次世代
に伝えるという枠組みではなくて、私たちがやったのは、
例えば震災のときの先生とその子ども、児童。あるいは
震災のときのお医者さんとその子どもで、お父ちゃんの
背中見ていた人たち。あるいは震災のときの消防士で、
そしてその背中を見ていた娘みたいに、親子、先輩後輩、
先生子どもみたいな枠組みの中で、大人がどう震災と向
き合っていたかを子どもに伝える。子供は自分の親が、先
生が、どう震災と向き合っていたかというのを、そこから
話を聞く。もっと大きいのは、親が、いや実は子どももす
ごい意味を持って震災と向き合っていたのだということ
に気がついていく。そういう親子、先輩後輩のやりとりを
通して、例えば震災後に生まれた人たちが、「ああそう
か。震災ってそんな意味があったのだ」ということを感じ
ていく。つまり第一世代の親と第一世代の子のやりとり
を通して、震災を知らない次世代に伝えていこう。そんな
枠組みでやってきました。
○�人と防災未来センター�河田センター長　それから実は、
この実行委員会という組織も10年で一応全部リタイア
して、執行部を新しくかえたのです。ですから今、矢守先
生にその後10年間お願いしたのです。10年たったらま
た総入れかえで、今度は牧先生にお願いしていると。です
から、対象だけじゃなくて、やる側も世代を10年ごとにか
えてきたということなのです。
○�大山コーディネーター　そのバトンを引き継いだ牧先生
が手がけていらっしゃるのが「災害メモリアルアクション
KOBE」ということですね。改めてちょっと御説明してい
ただけますでしょうか。
○�京都大学防災研究所�牧先生　はい。それで先ほど、次世
代へ伝えるということで、今度はアクションという言葉を
足したのです。アクションという言葉を足したのはなぜか
というと、やはり阪神・淡路大震災の後、ほんとにもう地
震災害が連発すると。そういったことの後には南海トラフ
地震がくるという、そういうことなので、その伝えるだけ
ではなくて、それを実際のその防災の活動に生かしてい
くというのが、次の私が取り組んだ課題ですし、もう一つ
あるのは、先ほども東日本大震災の経験をされた福島の
方が歌を歌われましたけど、阪神・淡路大震災、常に
ファーストランナーなのです。その後新潟があり、東日本
があるのですが、どうしたって私たちが10年、20年、30
年という経験をつないでいくという中ではファーストラ
ンナーですので、そのファーストランナーとして次へ生か
すための新しい仕組みをどんどんつくっていきたいなと
いうふうに思っていまして、その矢守先生と諏訪先生が
された取り組みというのは、実はまだ今でもできる取り
組み。だから、お父さんとそれからその娘さんとが話し合
いながら次に伝えていくというのはできる仕組みですの
で、一歩先をということで、これ10年から30年活動しま
すけど、実は目指しているのは30年以降に、この阪神・淡

路大震災の教訓なり経験というのをどういうふうに生か
していくのかということを考えていきたいなというのが
今やっている新しいチャレンジで、そのチャレンジという
のは当然、新潟それから東日本の方々の参考になるだろ
うし、そこからまたさらに新しいものが生まれてくるん
じゃないかというふうに思っております。
○�大山コーディネーター　牧先生、５年ですよね、「メモリア
ルアクションKOBE」が半分ぐらいきていますけども、今
のところ、手応えというのはいかがでしょうか。
○�京都大学防災研究所�牧先生　実はこれ、いつもうまくい
かないのです。初めは。ですので、諏訪先生のところも初
めの２年ぐらい、グチャグチャするのですね。ところが私
たちの「災害メモリアルアクション」１回目、物すごくよ
かったのです。それが実は大きな問題で、「あっ、このまま
いけるやん」と思ってグダグダしていたら、やっぱりその
何を目指しいてるのかというのが実はよくわからなく
なって、この隣にいる卜部さんにえらい突っつかれまして
ね。何したいのかがわからんと。ほんまに何をするのか
しっかり考えるということを２年目、３年目ぐらいですね。１
年目、２年目は惰性で走っていたのですけど、ということ
でできたのが、多分お手元の資料に入っている、この資
料なのですが、やっぱりどの会もそうだと思うのです。メ
モリアルもコンファレンスも、５年後以降ぐらいはマンネ
リ化する。それから諏訪先生のやつも３年目ぐらいからマ
ンネリ化するというかパターンができるということで、私
どもの始めたやつも、今年４回目ですか。25年ですから。
ようやくフレームができてきたのかなということで、これ
からどういうふうになっていくのかなということですけど
も、きょう午前中の部門でいろんなお話聞かせていただ
いて「あっ、いけるやろう」というのが今の感覚です。
○�大山コーディネーター　卜部さんは、感じられた違和感
というのと、あときょうの発表を聞かれての感想も伺いた
いと思います。
○�防災デザイン研究会GK京都デザイナー�卜部さん
　�　こういったものをずっとつくり続けているという立場な
ので、まず何をやっていいかがわからないというのが一
番書けない。何を伝えたいのっていうのを。だから一番困
るのです。ここにビジュアルついていたらよかったなと思
うのですけど、最初の「メモリアル・コンファレンス・イン神
戸」のモチーフはジグソーパズルなのですよ。神戸の町
の９つのピース。これ、河田先生がおっしゃった分科会の
数なのです。その最後の１個をはめ込んで神戸をもとに
戻そうというのがコンセプトだった。これ憲章というのを
デザインしたのですよ。次は語り合いだったので、覚えて
らっしゃる方もいると思うのですけど、人と人が話をして
いるというのがモチーフなわけ。今回矢印でしょう。そう
意味でやっぱり次を見てということなのですよね。その中
で、もうちょっと明確にしていきたいというのが最初ある
のだけど、やっぱり最初始めたときはわからないから。最
初のやつはわかりやすかったですよ。そういう分科会をし
て神戸を憲章するのだというビジョンがしっかりしていた
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ので。次も誰に伝えるの。だからどんどん課題が難しく
なっていっていると思うのですよ。それがこの矢印にも
表れているのだけど、明確に言えることは、やっぱり牧先
生もおっしゃったように、南海トラフというものとか、首都
直下地震というような大きな課題があるので、やっぱりそ
こに向かって進むみたいな、そういうデザインコンセプト
かなと思って、これを今使っているというのが、私が言え
ることかなと思います。
○�大山コーディネーター　はい。ここで時計の針を25年前
に戻そうと思います。
　�　「メモリアル・コンファレンス・イン神戸」ですけれども、
第１回の提言を一覧にしました。後ろをごらんください。
ちょっと見にくいですけれども、広域防災体制の確立や
地震規模の予測とインフラの設計法の見直し。産業と暮
らしの早期復興のための国家による財政支援。地域に根
差した協働型まちづくりシステムの確立。巨大都市災害
対応におけるコーディネーション機能の強化。支援のネッ
トワークづくり。建物の設計・施工システムの見直し。心
の通う災害情報は生きた地域コミュニティをつくること
からというようなことを掲げられていまして、これが
1996年２月20日の提言となっていますけれども、河田
先生、これちょっと振り返られて今どうでしょうか。24年
前ですね。
○�人と防災未来センター�河田センター長　ですから、初日
は８つの分科会で１日討論していただいたのです。その
最終の結論がそれぞれ、これ出てきているということな
のです。当時は災害の構造があんまりよくわからなかっ
たので、それぞれの専門家が自分の得意なところを解析
するという形になったのですね。それで最初の広域防災
体制というのは、実は阪神・淡路大震災で災害救助法が
適用された兵庫県の市町村は10市10町です。20都市
が実は被災したのですね。これも珍しかったのです。です
から、それを広域と言ったのですが、実は東日本大震災で
は241、それから昨年の台風19号では390という、市町
村が災害救助法の適用になる。すなわち被害が出る。で
すから、今まで市町村単位で防災体制をつくっていたの
が、それじゃ間に合わないというので、この１は広域でき
ちっとやらなきゃいけないという、そういう結論です。
　�　２番目の地震規模の予測とインフラの設計法の見直し
というのは、実はいろんなものが壊れちゃったのです。高
速道路はひっくり返るし、トンネルは剥落するし。ですか
ら、その前の年のノースリッジの地震のときも、サンタモ
ニカフリーウェイという、アメリカで一番交通量の多い高
速道路が崩れちゃったわけです。これの被害がものすご
く大きかったんですね。ですから、この地震規模の予測と
いうのを誤ると揺れが半端じゃありませんから潰れちゃう
と。ですから一昨年、大阪府北部地震が起こったときに、
阪神高速道路もJR西日本も大きな被害出なかったじゃ
ないですか。それはやっぱり教訓として耐震設計という
のが見直されているという、そういうことなのです。です
から、インフラの設計法を二段階設計方式といって、壊れ

ても命に別状のないようにするというやり方が導入され
たわけ。それまでは、壊れないようにというのが目標だっ
たのに、壊れても被害がその人的なものにつながらない
ような壊れ方を考えてもいいぞと。ただし、重要な構造物
については、人を殺すような壊れ方はしないような設計
しなきゃいけないと。二段階設計方式ですね。これは実は
東日本大震災で、Ｌ１津波とＬ２津波ってあるじゃないです
か。Ｌ２津波はもう構造物で守れないから避難してくださ
いって。だから避難できないところは高台に移転するっ
て。こういう形で阪神・淡路大震災のその設計のコンセプ
トは、東日本に生かされているということですよね。
　�　３つ目の産業と暮らし。まさにね、経済が復興しないと被
災者の生活再建できないのですよ。当時は実は復旧まで
が災害対応のメニューで、復興がなかったのです。だけど、
この震災で初めからわかったのは、被災者の生活再建は
半端にできないぞって。そのためには何を最初にやらな
きゃいけないかっていうのが、実はこの３番なのですね。
　�　ですから、例えば１国２制度なんていうのは、そのとき
に最初から提案したのだけども、当時、国に素気なく蹴っ
飛ばされてできなかったのです。今はポートアイランドで
いろいろ健康産業の制度ができていますけれども、当時
はだめって。だから非常に被災地の自治体と国との関係
が対立状態で動いていたということです。ですから復興
基金も実は兵庫県と神戸市が9,000億円というお金を出
して運営してきたのです。東日本大震災は自治体が一銭
も出していないのです。僕はそれ情けないと思うのだけ
ど、全部国費でやっている。しかももう30兆円使っている
という。これはやっぱり被災地から学んでない。ですから
東日本大震災復興構想会議で３人の知事に、自治体で復
興基金つくれと言ったら、借金したくないって。もうそれ
を聞いた途端に、被災地の復興がうまくいかないって。な
ぜかというと、自分の問題なのですよ。自分の問題だから
何とかしなきゃいけないというモチベーションが低いと、
依存型になってしまってできない。だから東日本大震災
の復興が、もちろん福島の問題はありますよ。だけど自
立するっていう精神が非常に薄いというのは大きな問題
だろうと思っています。
　�　そのほかにも今につながることがいっぱいありまして、
いわゆる縦割り行政を横につなげにゃいけないという。
これも言うのは簡単なのですが、財政措置がどこに下り
るかということによって、口だけしゃべるということに終わ
りがちな決め方が今でも通用しているのです。やっぱり
日本のような中央集権国家では、この縦割りを、災害が起
こると横につながらないと動けません。これがやっぱり
ネックになっている。
　�　ですから、さっき牧先生がおっしゃったように、この地震
の後、南海地震が活動期に入っていると。だからそれに備
えなければいけない。そうすると、今の縦割りじゃ対応で
きないじゃないか。ところが、そういうことが今まで起こっ
たことがないので、みんなね、起こるとうっとうしいから、
起こらないようにしているのですよ。起こらないように考
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えているわけ。だから、今年東京オリンピックがあるけれ
ども、オリンピックの最中に首都直下起こったらどうする
のだと言ったら、大変だねって言うのだけれども、起こら
ないことにしているのですよ。もう政府がそうなのです。
起こらないことにしているということは、考えなくていい
でしょう。だから今テロ対策だけやっているわけ。後は起
こらないことにしているのです。そういう軟弱さがわが国
にはあると。そういう国が潰れるような災害を経験してい
ないという。これがやっぱり続いているわけですね。
　�　それから支援のネットワーク。これボランティアが140
万人出ました。このボランティアをネットワーク化して、コ
ンスタントにこれから災害に遭ったところをサポートしな
ければいけない。140万人来ていただいたのですけれ
ど、その後はどうするか。これが非常に難しい問題で、当
時全国的な組織というのは、福祉の関係でしか、社会福
祉協議会しかなかったものですから、そこにお願いした
のです。それで、全国的にやっていただいた。でも、今と
なっては、災害関連死のほうが遥かに多い。熊本の地震
は、2016年４月16日。直接亡くなった方が50人です。災
害関連死が223人出ている。ですから、そこをどう視野に
入れるかということを考えたら、もう社会福祉協議会の
方たちには、こういう避難所の被災者をケアしていただ
く。医療の人たちとケアしていただくことをやっていただ
かないと。社会福祉協議会がボランティアのお世話をす
るということで汗を流していただくのはいいのですが、一
番やっていただかなければいけないところが手薄になっ
ている。だから変えなきゃいけない。ところが日本という
のはドラスティックに変えるのに勇気がないのです。日本
の国が一番いけないのは、挑戦する勇気がないっていう
ことなのです。みんな小手先でちょこちょこっと変えてき
ている。ですから昨年の台風19号で、これだけ大きな被
害が出ているのに何にも変わらずに、災害救助法の適用
自治体が、東日本より149多いという形でしか動かない。
こういう体質を変えなきゃいけないですね。
　�　当然、都市地震防災は、それまでは火災が起こらなけ
れば被害が大きくならない。これは1923年の関東大震
災で10万５千人亡くなって、そのうちの90％が火災で亡
くなったわけ。ですから火災さえ起こらなければ、そんな
に犠牲者は出ないって思っていたのが、古い木造住宅が
凶器になって、これで亡くなった方が直後に５千人です。
火災で亡くなった方が500人ですから変わっちゃったわ
け。ですから政府は住宅の耐震補強というのを地震防災
の中軸に置いた。これは間違いじゃない。だから直接死は
どんどん減っている。だけど災害関連死は増えていると
いう状況になっている。
　�　そして災害情報の重要性がこの震災で明らかになっ
た。情報がなければ手も足も出ない。ですからこのとき
にGPSとかGISを使ったシステムをつくらなければいけ
ない。この時代、世界で一番日本が進んでいたのです。と
ころが日本というのは、今のスマホもそうですけども、必
要のない機能ばっかり入れちゃって、もっと使いやすく安

くするという努力、やらないでしょう。だからアメリカに抜
かれる、韓国に抜かれるということになっちゃってるわけ。
いまだに、そういうハード依存型の開発をやっているとい
うことが、やっぱり阪神・淡路大震災のときにGIS、GPSの
重要性がわかって、やらないといけないと言っているの
に、ちょっとピンぼけの産業界があったということが全部
それに載っているわけですよ。
○�大山コーディネーター　この１年目の提言を見て、そう
いうことがもういろいろと今になってわかってくるわけで
すね。牧先生は、どうごらんになりましたか。
○�京都大学防災研究所�牧先生　今、若い方にとっては当
たり前のことが書いてあるのだろうなと思う。いや、当た
り前やと思うと思いますけど、25年前にはこれは非常に
衝撃的。
　�　例えば、産業と暮らしなんていうことは防災・復興の中
でほとんど考えていませんでしたし、協働型のまちづく
り、ワークショップなんていうのは、ちょうどこのぐらいに
始まったばかりですから非常に先端的で、何かそれでも
悔しいのは、これ、今も問題の構造は一緒やと。多分変
わったとしたら、25年前って携帯電話もインターネットも
ありませんからね。そこの話が少し、８番目ぐらいがちょっ
とそういうのが入るのと、やはり神戸、ちょうど高齢化が
始まる時代でしたから、この後３年目ぐらいですね。仮設
住宅に入って高齢者の方が問題になるみたいなのがな
いなとは思いますけど、全く変わってないというのが。で
すから、その25年前に今の復興を考える上のフレームと
いうのが初めてこういう形でできて、今も課題は同じやと
いうふうに、非常に感銘を受けます。
○�人と防災未来センター�河田センター長　ただね、99年
に台湾で集集地震が起こったでしょう。このときね、この
神戸を中心にボランティアの方たちが、これはもう助け
ていただいたのだからというのでお返しに台湾へ行った
のですよ。台湾は賢くてですね。全部学んでいるんです
よ。だから台湾ってずっと賢いのですよ。日本で成功し
た、あるいは問題になったところを、自分の国をよくする
のに使っているって。だから今ね、実は台湾の防災体制と
いうのは非常に立派になっているわけ。それは、日本の失
敗とは言わないですけれども、こういう問題があるという
指摘を自分たちのところで自分たちになりに応用してき
た。これが如実に出てきているわけです。
○�大山コーディネーター　はい。今これ、参考に３年目まで
の提言と４年目以降、10年目までのテーマを一覧にして
示しておりますけれども、これを見ますと、結構、今にも通
じるあらゆるテーマが網羅されているという感じがいた
しますよね。いかがですか。牧先生、ちょっとザッとご覧に
なって。
○�京都大学防災研究所�牧先生　いや、この25年をこれと
一緒に生きてきたのですけれども、まだ解決できてない。
というか、もしかすると、このごろ思うことがあって、今まで
の防災対策はハード対策ですので、西洋医学みたいなも
ので、まあ一回耐震化すれば大丈夫。メンテナンスフリー
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みたいな防災対策ですけど、ここに書いてあるやつという
のは、実はこれずっと続けないといけないものですから、
課題として残っているというよりは、その防災対策のあり
ようとして、今までは、要するに薬飲んだら治ると、一回す
れば良いというのをやってきたのに対して、今の防災対策
の課題というのは、ずっとこう続けていく必要があるよう
なことが課題というか、取り組みとしてあるというのが、今
も同じ問題といったことにつながるのかなと思いました。
○�大山コーディネーター　河田先生、これ10年目までを振
り返りまして、皆さんどんな思いで取り組んでいらっ
しゃったんですか。10年目ぐらいまでは。
○�人と防災未来センター�河田センター長　だからね、例え
ば６回目の私の災害ボランティアってあるでしょう。もう
このときから実は心配していたのは、140万人のボラン
ティアは、ほとんど被災地の外から来たのです。ですから
わが国では災害が起こるとボランティアは被災地の外か
ら来るって、そういう思い込みが今共通になっている。実
はボランティアっていうのは、被災地にいて被害を受け
なかった人が被災者のために動くのがボランティア。
　�　ですから将来、南海地震が起こったときに四国なんか
孤立するでしょう。行けないのですよ。どうするのだと
いったら、四国にいて、家も壊れず津波も来ず、何も被害
なかった人が被災者のために動いていただかなかった
ら、全く救援が届かないということです。ですからやっぱ
り誤解があるというところをきちっと直していかないと、
このままでいくと、今、牧先生がおっしゃったように、処方
箋があって、それやったら病気治ったと。こういう課題じゃ
ないのです。
　�　つまり時代とともに社会が変わっていくので、間尺に
合わないところが出てくるということを考えると、継続し
てそれをチェックしていくということが大事だということ
が、この震災教えてくれたのですね。
○�大山コーディネーター　はい。考えてみますと、ガラッと
社会も変わりましたので、当然課題も変わってくるという
ことだと思うのですけども。
　�　そしてですね、この10年では、2002年に人と防災未来
センターがオープンしまして、舞子高校の環境防災科に１
期生が入学しました。防災教育という面ではどんな変化
があったのかということで、諏訪先生いかがでしょうか。
○�防災学習アドバイザー・コラボレーターの諏訪さん
　�　最初８つの提言が出ています。ジッと見ていたら教育
の教の字もないのですよ。それは誰が悪いのかというと
教育学者が悪いんです。そういうことをきちんとした提
言として出してこなかった。じゃあ教育は何もしてなかっ
たかというと、95年10月に兵庫県の教育委員会は防災
教育検討委員会から提言を出してるんです。その提言を
ジッと見ていたら３つなんです。防災管理を徹底するこ
と。防災教育を徹底すること。そして心のケア・心の健康
を徹底すること。何のこっちゃ、今もずっと続いているこ
とを実はもう95年に兵庫県がやってるんです。10月に。
神戸市は３月に出してるんです。そういう意味でいうと、

どうしてもね、防災を語り出すと教育の話が後になって表
に出てこない。それはさっきも言いましたけど、教育学者
がもっと正面から向き合って取っ組み合って、その課題を
表に出さなきゃならないというところがあったと思うので
すけどね。ただこれを見てますと、４回目に子供たちが経
験した阪神・淡路大震災を専門家が発信していただいて
いると。これってすごく大きなことで、次の10年、災害メ
モリアル神戸の10年というのは、実はこの大人が体験し
た阪神・淡路と、子どもが体験した阪神・淡路をぶつけ
合って、そしてお互いに理解し合おうとしたこと。そういう
のが教育としてすごく僕は意味があったのかなと。
　�　最初の８つの提言見ると、やっぱりこうきちんと整理さ
れた。その整理された、僕は社会的な意味を持った語りと
か提言と呼んでるんですけども、それを人々が受け取っ
て、社会が受け取って社会を変えていくことで、絶対、社
会の防災力上がるんですよ。それをちゃんと国がしてな
いから、今、河田先生が怒っておられると思うんです。そ
ういった語りが一つある。だけど僕は子どもたちが経験
した阪神・淡路みたいなね。なんかこう聞いてるほうが戸
惑ったり悩んだり、どう受けとめていいのかを考えたりす
るような語りも、やはり語りとして存在していて、メモリア
ル神戸の10年間は、実はそういう心が揺れ合うような語
りをぶつけ合った。僕個人的な意味を持った語りと言って
るんだけど、それが実はどこかで人の心に残って、防災が
んばらないとあかんという原動力になってくれるのかな
と。正義があればみんなやるんじゃなくて、正義があって
も国がやらないんですから、正義があっても人の心に
ひっかかるような何かを、「メモリアルKOBE」の10年は
出してこれたのかなと。もし時間あったら１組ぐらい、後で
また心がホロッとする話させてもらいますけれども。
○�京都大学防災研究所�牧先生　河田先生、実は防災教
育、初めからやってたんですよ。ただしね、何をやったかと
いうと、教材の開発。ゲームとかそういうのから始まった
んです。ですから学校では、今、小学校、中学校、高等学校
では、答えのある今年か教えてないでしょう。防災って正
解ないんですよね。ですから、そういうことに日本の教育
が馴染んでなかったということは間違いないんで、一昨
年から道徳が教科になったでしょう。初めてですよ。正解
のない問題を先生が生徒に教えなきゃいけないって。だ
から現場は悩んでるはずですよ。これについての正解何
だって言われたときに、実は複数あるんですよ。それも絶
対じゃないっていう、こういう価値観の教育というのは、
日本は経験したことがないから、やっぱり出遅れちゃった
んです。
○�防災学習アドバイザー・コラボレーターの諏訪さん
　�　ただそこでね、道徳も一つの価値観を押し込もうとい
う国のあり方があって、返ってそれが悪いほうに転んでし
まってるところは僕も河田先生と一緒に国に対して怒り
たいというふうに思います。ほんと、きちんとやれば先生
おっしゃるように、価値観が多様なことで終われる、オー
プンオンでの教育なんだけど、こういう価値観を教え込
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みなさいに今なってしまっているので、ぜひここは怒って
おきたいと思います。
○�大山コーディネーター　はい。まさしく、この神戸の震災
というのは答えがないことを教えてくれたということだと
思うんですけども、卜部さん、お願いします。
○�防災デザイン研究会GK京都デザイナー�卜部さん
　�　僕は経験をしましたけど、正直地震の地の字もね、思っ
てない人たちばっかりだったと思うんですよ。河田先生と
か牧先生とかという、その防災とか地震の研究をされて
る方は情報あるんでしょうけど、多分役所も含めて一般
人は、そんな大地震なんていうことがまず考えられてな
かったのが25年前。それからやっぱり進んできたという
のは、先生に教えていただいたけど、阪神・淡路がきっか
けで、これからどんどん南海トラフに向かって地震がふえ
るぞというのを、もう明確に覚えていて、そのとおり、もう
10回ぐらい大地震起こってるんですよ。大阪でも起こっ
た。北海道も熊本、新潟、鳥取というふうに。そういうふう
になっていくたびに情報というのが出てきますよね。やっ
ぱりそれをきちっと人が見て、ああ、こういうことが起こ
るんやな。ハザードマップなんかも、自分のところにこう
いう被害がくるのだなというような情報をしっかり伝える
という文化はなかったから、それをちゃんとやるっていう
ことはとっても大事だし、それで賢くなるということで少
しでも被害が軽くなり世の中自体が大変にならないとい
う世界がやっぱりできていくのかなと思うので、阪神・淡
路大震災だけだったら、今みたいな積み上げというのは
ないかもしれないけど、最近の雨の降り方やその被害と
かもみてると、もう日本は、ここに住む以上、絶対、毎年何
か起こるというのが基本で、じゃあ自分は何ができるのか
なというのを、みんながどれぐらい考えるのがめちゃく
ちゃ大事と思うのですよね。そういう意味では、市民に向
けては、やっぱりできるだけわかりやすく情報を伝えると
いうことも、蓄積してきた一つのことだと思う、この25年
ですね。そういう意味ではすごく増えたと思う。
○�大山コーディネーター　増えたとしても、それがうまくこ
う前に進んでいるかどうかというのは、ちょっと毎年毎年
のことを見ると、まあ不安ではありますね。もうほんとに。
○�防災デザイン研究会GK京都デザイナー�卜部さん
　�　そう。それを諏訪先生も言いましたけど、わからないん
だけれども、とにかく前に進めているっていうのが、この
僕は「メモリアル」じゃないかなと思うんです。牧さんも４
年ぐらいは、もうわからないと。でもやってる。それはとて
もいいことやと勝手に自画自賛なんですけど。
○�大山コーディネーター　また後ほどいろいろお話が出て
くると思いますが、ここ、人と防災未来センターも2002
年にオープンしました。一つここも触れておきたいので
すけれども、河田先生いかがでしょうか。やっぱり意義と
いいましょうか。
○�人と防災未来センター�河田センター長　皆さんね、全然
そういう情報をもっておられないんですけどね。今、国連が
SDGsってやってるじゃない。大学なんかもSDGsを標榜し

て始めてるでしょう。実は防災が先導してるんですよ。
　�　なぜかというと、災害が起こると貧しくなるんですよ。
ですから、SDGsの第一の目標は貧困をなくそうとなって
るわけ。
　�　ですから昨年の台風19号でね、ご自宅を水害でなくさ
れた高齢のご夫妻ね。もう家を建てるなんてことできな
いでしょう。ということはね、貧乏になるんですよ。ですか
らね、この阪神・淡路大震災が投げかけたことというのは
余り国際的に評価されてないんだけれども、実はこの後
2005年に神戸で第２回国連世界防災会議があって、兵
庫行動枠組が採択されたんです。そこでこの兵庫の阪
神・淡路大震災の教訓がはめ込まれてるんですよ。
　�　ですからね、これは日本政府がいけないと思うんですけ
どね。何か国連が言うてるから日本もやらないかんじゃな
いんですよ。日本が言うたことなんですよ。だって国際防
災の10年は、日本が国連に提案して動き始めて、そこで実
績を上げたので、やっぱり災害が起こると貧乏になるっ
て。開発した努力も無に帰すということで、防災の主流化
とか、そういうのは実は、阪神・淡路大震災から世界に向け
て発信してるんです。これが実はね、何で国連に採択され
たかというと、実は貧乏をなくそうと言ったら、先進国は関
係ないと思うでしょう。だから経済発展とか先進国にも関
係するメニューにしないと、全加盟国賛成というわけにい
かないでしょう。だから国連も困っちゃって、第一番目に貧
乏をなくそうと、貧困をなくそうとなってるんで、ですから
この阪神・淡路大震災が突きつけた問題というのは、世界
的に共有されたと考えていただいていいと思います。
○�大山コーディネーター　はい。そこに「メモリアル・コン
ファレンス」が果たした10年の意義もあるということにな
りますね。
○�人と防災未来センター�河田センター長　そういうこと
です。
○�大山コーディネーター　はい。さあ続いてですね、「災害
メモリアルKOBE」についてみていきたいと思いますけ
れども、この10年を受けて、どのようにこのバトンをつな
いで進めていかれたんでしょうか。
○�防災学習アドバイザー・コラボレーターの諏訪さん
　�　いや、実は私、最初の10年出てなかったんでわからな
い。本来ここは矢守先生という人が来るべきなんですけ
ども、あの人、今日は他に仕事だとか言ってね。あの人か
ら呼ばれたんです。初めて会議に行ったときに僕、自己紹
介したんです。舞子高校の環境防災科の諏訪と申します
と。防災はほんと素人です。私は役に立ちませんが、恐ら
く皆さんは私の後ろに控えてる若者たちを狙ってるで
しょうと言ったら、矢守さんはそうだと言いましたね。で、
そこからですね、10組ほど親と子、先輩と後輩、考えたら
牧さん、半分以上僕が。
○�京都大学防災研究所�牧先生　いや、全部違いますか。
○�防災学習アドバイザー・コラボレーターの諏訪さん
　�　いや、全部じゃないです。１組だけ違います。まあそん
なふうにして、先輩と後輩、大人と当時の子供みたいなグ
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ループを連れてきて、やっぱりそこで聞いてるとね。なん
かこう整理し切れない心の中のもやもやを、親が初めて
しゃべって、子が初めてしゃべって、お互いに初めて理解
したみたいなことがよくある。１個だけちょっと例言って
いいですか。
○�大山コーディネーター　はい。どうぞお願いします。
○�防災学習アドバイザー・コラボレーターの諏訪さん
　�　消防士いきましょうか。神戸市の消防にいた救助の神
様と言われるすごい人がいて、もうめちゃめちゃ怖いって
みんな言ってたんですよね。その娘が小学校１年生で震
災を体験して、舞子高校の環境防災科に２期生で入って
きたんですよ。何とかこの二人を引っ張り出したい。震災
のときにお父ちゃんは家族を置いて家を出て行くわけで
すよ。消防士ですから。娘は何で家族放っていくのって言
えないですよ。で、テレビはですね、長田の火災が消えな
い。消防力が負けてる。そんなこと言うんですけども、娘
はですね、テレビに向かって、車がホース踏むからやと
か、消防士は頑張ってるだとか、テレビとけんかしてた言
うてましたね。その子が消防士になりたくて環境防災科
に来た。でもそのとき、まだ親子で震災について語ったこ
とがなかったと言ってました。何でと聞いたら、もし聞い
てしまったら、あのかっこいいお父ちゃんが崩れるかもし
れない。だから聞けなかった言ってました。それを「メモリ
アルKOBE」でどうですかって僕が提案したら、矢守さん
が食いついて、やりましょうと。それでやることになったん
ですが、怖いお父ちゃんを説得せなあかんじゃないです
か。最初娘に頼んで、ちょっとお父ちゃん落としといてく
れって言って。それから娘からオーケー出たんで、わざわ
ざ消防署まで行ってお父さんにお話しして、お父さん、人
前でしゃべらない人です。初めてしゃべるって言ってくれ
た。娘とやけどな、と照れながらうれしそうに見えました
けどね。で、二人に小学校で授業してもらった。こういうシ
ンポジウムの場で親子に語ってもらったんです。お父ちゃ
んが言ったのは、救助の神様ですが、だけど阪神・淡路で
は救助に行ってないんです。何でかと言うと、消防署の中
で上司の命令により全体を把握する人間が必要だと。そ
れはおまえが一番適していると。おまえを一遍外へ出し
たら帰ってこない。だから中におれと言われて、一回も救
助に行けなかったというのを娘の前で、皆さんの前で、ぼ
ろって涙流して語ったんですよね。林春男先生も泣いて
ました。娘はそんなお父ちゃん見て、お父ちゃんは崩れな
かったんです。やっぱりお父ちゃん、かっこよかったなって
思うんですよ。実はお父さん亡くなったんです。62ぐらい
だったかな。去年64か。まだまだ退職して元気なときに
心臓発作で亡くなって、僕は勝手な思い込みなんですけ
ど、「メモリアルKOBE」がやった、いいことの一つは、親子
が別れる前にお互いが何を思っていたかを語れる場がで
きたんだなって。そういう思いができたというのはすごく
よかったかな。そういうことが10回あったんです。親子あ
るいは先生と当時の子どもが語り合った。だけど、その二
人のためにこの会をやったかというとそうじゃなくて、そ

れを見ているほかの人たちが、自分がこの子なら、自分
がこの親ならどうしようっていうことで、自分を置いてい
くんですよ。よく防災の専門家は自分事にしろとみんな
怒るんですけど、具体的な方法を教えてくれないので
す。ただ具体的な方法の１つに、もし自分が親なら、自分
が子ならって置きかえることで、災害と向き合うことの大
切さを僕は感じてくれた。その10年だったかな。ちょっと
自画自賛し過ぎですかね。
○�大山コーディネーター　そういう、この「災害メモリアル
KOBE」の期間の間に、東日本大震災が発生しましたね。
やっぱりその影響というか、もたらしたこの変化とか何か
ありますか。
○�防災学習アドバイザー・コラボレーターの諏訪さん
　�　あのときね、確か東日本のことを表に取り上げようとい
うときに、やっぱりみんな、神戸なんだから神戸にこだわ
ろうっていう話をしましたね。もちろんそれは、東日本大
震災を見ないじゃなくて向かないじゃなくて、やっぱり東
日本大震災に向けても、神戸として何が発信できるかと
いうことで、神戸にこだわり続けた。何かそんなことでし
たよね。ちょっと補足をお願いします。
○�防災デザイン研究会GK京都デザイナー�卜部さん
　�　広報には、神戸だけを描くんじゃなくて、日本地図を入れ
て、東日本と。当時洪水もありましたね。中越もあった。で
すからテーマとしては神戸で動くんだけれども、東日本の
ことは、やっぱり触れるということに結論になったと思う。
○�防災学習アドバイザー・コラボレーターの諏訪さん
　�　中越の方にも来てもらったし、東日本の方にも来ても
らったし、それからインドネシアのバンダーアチェとか、い
わゆるインド洋大津波に関わってきた若者たちにも来て
もらって、彼らの取り組みを一生懸命話してもらう。その
中に、もうちょっと大人のほうが、神戸のときはこうだった
みたいなことで、お互いの話をかみ合わせていくみたい
なことをしましたね。
○�京都大学防災研究所�牧先生　思い出しました。大人が
見るのではなくて、要するに環境防災学科の子たちが、
ボランティアでそういうところに行ってるので、あくまで
も次世代ということでしたから、その高校生が阪神・淡路
大震災を経験したような、してないような高校生が、その
新たな被災地に支援に行って、それでどう思ったかみた
いなことを議論して。東日本とか中越とかの災害という
のを、大人の私たちが見てどうだっていうことではなく
て、その若い世代が行ってどう思ったかということで取り
上げていたと思います。
○�防災デザイン研究会GK京都デザイナー�卜部さん
　�　あと、そういったことが起こって、われわれメンバーの中
でも新しいキーワードとして、要は、こういうことっていうの
はイベントと言ってみたり、取り組みって紹介されることが
結構あるのですけど、僕らの中では場という、場所っていう
のが結構明確になったんですよ。そういったことができる
場所が「メモリアル」だと。というのは、他にやっぱりないの
ですよ。そういう仕組みも含めたこういう場をもっていると
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いうのがあって、これは早速入れましたね。ここに。われわ
れは、これを場だと。はい。それはすごく覚えてます。
○�人と防災未来センター�河田センター長　実は、東日本
大震災起こった後、私たちと同じようなグループが立ち
上がるだろうと。そういう期待を持ってたんです。だから
やっぱり被災者がこれやらないとうまくいきませんので。
私たちがわざわざ出かけて行ってやるものじゃないって。
むしろ、向こうから立ち上がるのを支援するという形で
待ってたんです。それが全然立ち上がらないんですよ。
それが問題なんです。だから今、東日本大震災の復興が
非常に難渋しているというのは、本当にその被災地で、こ
ういう「メモリアル・コンファレンス・イン神戸」をやるとい
うふうな、みんなが協力してね。研究者だけじゃなくて、み
んなが協力して、これからの社会をつくっていくっていう
ね。そういう気概が全然発信されなかったというのが非
常に残念なんです。そんなところにアドバイスするよう
な、そんなミーティングじゃないですから。私たちを見て
くださいっていう形ですから、ですから非常にこれは、あ
る意味は残念な結果になってるんですよね。
○�大山コーディネーター　でも先生、そこに参加した若い
人たちというのは何をこう学んだり気づいたりしたもん
なんでしょうね。
○�防災学習アドバイザー・コラボレーターの諏訪さん
　�　何を学んだんでしょうね。あの子たちね。千差万別だと
思いますよ。彼らが学んだことはこれだって、僕らが総括
するんじゃなくて、一人ひとりが持ち帰って、自分なりの
何かの学びにしてくれたらいい。
　�　あのとき「伝える」か、「伝わる」かで議論したんですよ
ね。でもやっぱり大人が偉そうに伝えるんじゃなくて、卜
部さんおっしゃるように場をつくって、そこでいろんな経
験してもらって、こちらの体験も話したら、それは伝わる
だろう。で、伝わったものを持ち帰って、それをどう自分の
ものにするかは、それはその子たち一人ひとりで違うん
だと。だから今あれにかかわってくれた環境防災科の子
もそうですし、他の若い子たちもそうですけども、将来医
者になった子もいる、京大に雇ってもらって今研究員に
なってる子もいる、NPOに入ったとか、海外に出て行って
青年協力隊員で頑張って帰ってきた子とかです。学校の
先生になって、防災担当。舞子高校出身だってばらした
ら、すぐ防災担当になるらしいんです。学校も短絡的だな
と思うんですが、そんなふうにして専門家になった人もい
るけど、専門家じゃなくて市民として、やっぱり防災と向き
合い続けようっていう子です。さっき言いました、東日本
の若者がすごく語ってる話と、今若い子ががんばってい
る話をしましたけど、京都の若者を組織して連れてきて
1.17の東遊園地に朝行ったら、ほんとね、京都の子、神戸
の若者、東日本の子、ようさんおるねん。同窓会みたいに
して集まってる。そんな場をつくっていく流れをつくって
いった子らが、実はこの「災害メモリアルKOBE」で登壇し
てくれた、子供のころの体験を語ってくれた子たち。彼ら
が、もう子じゃないですね。十分30超えてますから。彼ら

が中心になったと思います。
○�人と防災未来センター�河田センター長　こういう場で言
うのはちょっと失礼なんですけどね。社会安全学部が10
年前にできて、舞子高校からも受験生来てくれているので
す。でね、入学してからむちゃくちゃ伸びるんです。入ると
きはね、あんまり成績よくないんだけども。これはね、やっ
ぱり現場に学生連れて行ってるから勉強時間がどうしても
少なくなるでしょう。だから入試の成績はそんなにパッとし
ないんだけども、入ってからですね。非常に目的意識持っ
てるというか、がんばるんです。やっぱりこのモチベーショ
ンというか、そういうものが、こういうミーティングで上が
るというか、これはもう間違いないと思います。
○�防災学習アドバイザー・コラボレーターの諏訪さん　あ
りがとうございます。前はね、全然勉強できないってぼろく
そ怒られたんですけど、きょうは褒めていただいたんで、も
う今日の話だけ覚えておきます。ありがとうございます。
○�大山コーディネーター　今振り返りましてですね、「メモ
リアルKOBE」の意義というのは、どんなところにあるか
なと思いますか。卜部さんいかがですか。
○�防災デザイン研究会GK京都デザイナー�卜部さん
　�　はい。やっぱり情報をしっかりと積み上げていくというこ
とと、さっきから言ってるように、やっぱりこの場をね、提供
し続けて、いろんな人に関わってもらえるっていう、そこ
じゃないかなというふうに、最近なんですけど、思ってます。
○�大山コーディネーター　でも世間ではすごく風化、風化
という。短絡的と言いましょうか、評価と言いましょうか、
世間で言われることがあって、それに対してこう、あらが
い続けてきた面もあると思うんですけれども、そこら辺
のことはどうですか。
○�防災デザイン研究会GK京都デザイナー�卜部さん
　�　そこは個人的にはもう半分意地みたいなところもある
んですけど、やっぱりやり続けてやるというほどのもので
はないのですけれど、何もなかったということよりも、ど
んどんやっぱり情報が増えてきて、自分も賢くなってるん
ですよ。そういう意味では、昔全然知らなかったけど、今
は結構防災のことわかるようになって、ああ、ここで揺れ
たらこういうぐらいのことが起こるのと違うのかなぐらい
まで、何となくわかるようになっている。そういう人が増
えたらね、やっぱり確実に世の中、大変な思いをする人が
減るんじゃないかなというふうに思っていて、それはずっ
と続けてることからきてるのでやっぱりやり続けるという
ことは必ず役に立つし、みんな賢くなっていってるという
ふうな実感があるから、やっぱり毎年毎年、やっぱりここ
に来てるっていうことも、自分なりにこだわっているとこ
ろがあるから、この場はそういう場である。林先生もよく
言ってるけど、１年に１回、涙を流すじゃないけど、心洗わ
れる会だって言ってるんです。ふだん忙しくていろんなこ
とやってるので、やっぱりメモリアルに来て、ちゃんと防災
について自分もリセットすると言ったら変やけど、向き合
うんだというのは、個人的にはそういう感覚もあります。
○�大山コーディネーター　諏訪先生はこの10年を振り
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返ってみて。
○�防災学習アドバイザー・コラボレーターの諏訪さん
　�　災害体験をしたときが小さくても語っていいんだ。大
人だけが語るとか、つらい体験をした人だけが語るとか
じゃなくて、どんな体験でも小さな体験でも語っていい
んだということを若い子たちに体験してもらえたのかな
と。それはもう５年たてば体験がなくても語っていいん
だって。災害体験がある人だけが語るんじゃなくて、それ
は、ない人が語り続けるから風化がなくなるんだ。僕はよ
く言うんですけど、井伏鱒二が黒い雨を書いたけども、あ
の人は直接被爆してないんです。重松静馬という人の日
記を読んで、書簡を交換しながら、あの文学を書いたとい
う。つまり体験してなくても書けるんだ。日本中の平和教
育をやってる先生、あの人ら、みんな戦後生まれなんです
よ。それ考えたら震災後生まれたって、災害体験を聞い
て、河田先生の話聞いて、牧先生の話聞いて、卜部さんの
話聞いて心が動いたら、それを誰かに伝えたら、それが語
りになる。それこそが僕は風化にあらがっていくことかな
と。それを今、若い子たちが兵庫県はすごくふえたんです
よ。防災ジュニアリーダーって、いろんな高校が20ほどの
高校がやってるんですね。これはもう全国で兵庫だけな
んですけど、そんなことができていったのも、やっぱり「メ
モリアルKOBE」で、どんな体験だっていいんだよ。語って
いいんだよ。小っちゃい子供の体験って重いんだよってい
うことをやり出したから、だと僕は思ってるんですね。
○�大山コーディネーター　はい。河田先生も先ほど午前中
の部で、やっぱり震災体験ない人が伝えていけるという
ことをしていかないとだめだとおっしゃってました。やっぱ
りそういうことにつながってくるわけですね。
○�人と防災未来センター�河田センター長　今これだけ災
害多発激化時代に入ってね、義援金を出すよりも被災地
に行って災害に遭うということが、どんな悲しいことかと
いうことを経験していただく。こういう人を増やさない
と、この災害に対してどう取り組んだらいいかというの
が、何か拍子抜けのような形になってしまっている。やっ
ぱり今まで被災した人たちは必ず、もっと前からちゃんと
やっていいたら良かったっていう後悔の念を示されます
ので。それじゃあ、経験しないと賢くならないということで
しょう。でも経験せずとも賢くなるにはね、やっぱり被災す
るということが、どんな悲しいことかということを自分が
体験するというか、ですからね、被災地に行っていただき
たい。別にボランティアでなくてもいいから、その被災地
へ訪れるということが非常に大事だと思ってるんです。
○�大山コーディネーター　はい。そしてこの10年を引き継
いでまいりまして、この「災害メモリアルアクション
KOBE」ということで、未災者が未災者に伝えることを掲
げていますけれども、やっぱりこの若い世代の思いの変
化といいましょうか、こう伝えることによるこの変化って、
この４回ぐらいの間で何かありますか。
○�京都大学防災研究所�牧先生　そうですね。いや、完全な
未知の領域、20年で、まあまあ、その今までですから、10

年災害復興で頑張って、そのことについて取り組んでく
ると。その中で災害を経験してない世代が増えてくるか
ら、次へ語り継ぐまでの問題設定って、まあまあできたと
思うのですけど、20年終わるときに、私ももうそろそろ引
退やと思ったら、河田先生に今度、牧おまえやれと言われ
ましてやってるわけですが、完全な未知の領域。じゃあ、
この神戸の問題が何なのかというのがまずよくわからな
いのですね。語り継ぎみたいな課題はもう前でやってる
し、次20年、25年という今年が、まあ一つ大きなこの阪
神・淡路大震災にとって転機というか、25年過ぎてまだ言
うかみたいな時を迎えると思うんですけど、ですので、こ
この今の始めたこの今やってる、最後じゃないのです。次
はまた引き継いで50年までやるのですけど、アクション
というのはほんとに未知の領域で、そんなにまあ、２回目
ぐらい、20年目まではテレビ局も何にも、よく来られま
す。その問題設定として、風化するから次へみたいなの、
わかりやすいですからね。その20年目以降というのは何
がキーワードなのかがよくわからない中で、非常に今日
も感銘を受けているのは、若い人たちがほんとに、河田
先生が先ほどまとめでおっしゃられましたけど、それぞれ
の受け止めかたをされて、それをそれぞれ自分の言葉で
お話しになってれるということに非常に感銘を受けてい
まして、ただそこで一番重要なことと思ってるのは、まだ
この神戸の地では、実際に震災の経験をした人の話を自
分が直接、さっきのその井伏鱒二さんの話でも、やっぱり
その経験した人と直接まだ話ができてるということから
受けるその影響というのはすごいなと。今日、舞子高校
は先生方から話を聞いていると。それから渚中学校も、
今日あんまりお話の中では出てきませんでしたが、この
HAT神戸には震災の経験をされた方もおられて、そうい
う方が避難所訓練する中で、直接お話をされて、そこから
何かを受け取っているとか、彦根東の方は福島の被災し
ている、自分の同世代の人たちと直接しゃべっているっ
て。やっぱりその生の言葉をまだ今なら聞ける。それは、
その自分の中でどう理解し、どう言葉に出すというところ
まではいけたのかなと。
　�　だから次は、今日おいでになってる若い世代が、まだ生
の言葉を聞いてるやつを、じゃあそれを、どう表現して、そ
の次にどう伝えるのか。それがどう伝わるのか。実際に震
災の経験をした人と会って、直接しゃべって聞いて理解す
るというところは、ああ、すごいなというふうに思います
けど、じゃあそれを自分の言葉にして、その次に伝えてい
くというのは本当に未体験ゾーンなので。でもこれをやら
ないと次に待っている新潟、さらに東日本の方がどうした
らいいのか。このフェイスブックにこのパンフレットを上げ
たら、いきなり東北大の佐藤翔輔さんが、よく枠組みでき
てますねって返ってきました。やっぱり私たちはその一番
初めを走って、それを見ていただくという義務もあるのか
なというふうに思いますし、一番いいことやってるという自
負は、だんだん河田先生の魂が乗り移ってきましたけど。
いや、一番ええことやってるという自負はあると。
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○�人と防災未来センター�河田センター長　実は、この
HAT神戸というのは、神戸製鋼所の製鉄所の跡地で一
人も住んでなかったんですよ。今、約１万４千人住んでる
んです。これやっぱり復興のシンボルなの、このまち。で
すから、このまちの活性化を成功させないといけない。
今、人と防災未来センターが中心になって、渚中学、小学
校の協力も得て、ここの全体のお祭りを年２回やってるん
です。夏休みになったら、ここで夏休みの宿題をやって、
この研究員がそれをお助けするというふうなこともやっ
ていましてね。次にどんな町をつくるかということを見せ
ていかなきゃいけない。今までは起こったからその反省
に立ってこうあるべきだということを、まあいろんな紆余
曲折しながらやってきたんだけども、行く行くは、この豊
かな社会というのを、震災経験を受けて次にどう具体的
に目標をつくるのかということにね、この「メモリアル・コ
ンファレンス」が成長していくと。今までは起こったことに
対しての見方で、その教訓を生かすということだったん
だけど、今、牧先生おっしゃるようにね、新しい豊かな社会
つくるのに、この経験がどう生かされるかって、ここにやっ
ぱり応用問題が実はあるわけでね。
　�　ですから、この未災者が未災者に伝えるというのはま
さに、新しいまちで、とてもすてきな生活ができる地域
に、このまちをしないと、阪神・淡路大震災の復興は失敗
したということになっちゃうのでね。
　�　これは、亡くなった貝原知事が、「河田さん、HAT神戸を
頼むよ。あそこは復興のシンボルだから」って。まさにね、こ
こが今度は新しい文化を発信する地域にならなきゃいけ
ない。そこにこの「メモリアル・コンファレンス」をね、成長さ
せていくというか、これはまあ僕の時代にできなかったら、
次のまた若い世代がやってくれると思うのだけども、そう
いう方向性は示しておかないと、起こったことを幾らたた
いても、元には戻りませんので。ですから新しい希望のあ
る豊かな社会に、この被災地をどうすればいいのかってい
うところを。これは未知の領域なので、みんなの知恵を借
りながらやっていかなきゃいけないと思ってるんです。
○�大山コーディネーター　はい。復興まで話が進みました
けれども、ここで会場からご意見やご質問をちょっといた
だく時間を設けたいと思うんですけれど、企画委員の方
も積極的にご発言いただきたいんですが。これまでのお
話を受けまして、皆さん何か、感想でも結構ですので、コ
メント、感想あるいはご質問いかがでしょうか。
　�　ではここで奥村先生に。
○�奥村コーディネーター
　�　午前中十分しゃべらせていただ
いたんで遠慮しようかと思ったんで
すけど、すみません。
　�　私、25年前は先ほど申し上げた
ように中学生だったので、勉強としてしか教訓を得ること
ができない世代。自分の経験として、そういうことを学ぶ
というのは難しいのですけれども、去年は直接自分自身
が大阪府北部地震を、別に大きな被害があったわけでは

ないのですけれども経験して、この取り組みと関わって
たからこそ、阪神・淡路大震災とのつながりの中でその経
験をした感じがしてるんです。
　�　25年前の災害で、ブロック塀で過去最大の犠牲があっ
たはずなんだけれど、阪神・淡路大震災、ブロック塀の話
になったときにそれほど話題に出てこない。宮城県沖地
震が出てきますよね。それから家具家電の転倒で犠牲に
なられた６名のうち３名の方は、大阪北部地震は各家電、
あるいは屋内落下物で犠牲になられてるんだけれども、
阪神・淡路大震災では推定では500人ぐらい、そういう形
で亡くなられてるはずなんですけれど、25年たってそう
いう犠牲が出ないように本当になってるんだろうかとい
うので、家具の固定率でいうと、きょう午前中、舞子がア
ンケートしてくれてたんですよね。50％ぐらいという。い
わゆる国勢調査の結果なんかでも、阪神・淡路のときに
６％ぐらいしか平均で固定されてなかったのが最新だと
40％半ばぐらいまで固定されてるそうなんですけど、死
亡率でいうと阪神も大阪北部もそんなに変わらないん
です。やってることって本当に生かされてるのかなってい
う、何かこうもやもやしたものを感じる。改めて25年前の
ことをしっかり学ばないといけないという思いで、今日も
参加させていただいているし、これからも参加させてい
ただきたいと思ってるんですけれども、きょうの午前中の
パネルディスカッションにもあったように、過去は過去に
なりきっていないという、私の頭の中にある過去は間
違ってたのかもしれないと。僕が知ってる阪神・淡路大震
災のイメージ、それから今までの歩みのこのプロセスも、
常に新しい勉強を通じてリセットし直しながら、私だけ
じゃなくて学生たちやいろんな先生方と一緒に協力して
未来をつくっていかないといけないと思うんですけれど
も、ずっと、その先輩でいらっしゃる先生方は、25年間、今
日ずっと話されてきてるんですけれども、どなたかから、
卜部さんかな。焦燥感っておっしゃったの、誰でしたっけ。
太田さんかな。
○�大山コーディネーター　藤村先生ですかね。
○�奥村コーディネーター　藤村先生ですか。焦燥感。実は
この取り組みの中で、ほかの実行委員からも焦燥感とい
う言葉が出てきたことがあるんですよ。人と防災未来セ
ンターの事務員していた方だったと思うんですけども、ど
ういう感じでこの震災から25年間を、いろんな取り組み、
ずっとやって、そのときそのときの求められるその取り組
みが何かっていうのを考えながらやってこられてはいる
と思うんですけれども、ちゃんとうまくいってるんですか
ね。っていう、何かこう、すごいこう不安というか、正直
言って、やってるけれど、それがどういう未来をもたらして
くれるのか。いろいろやってるけれど、実は亡くなる人の
数、減らないのと違うかとか、何がどう良くなっていく活
動ができてるんだろうかなとか、何かそういう私なりの不
安みたいなものがあって、先輩方はどういうふうに受けと
めてらっしゃるのかなというのをちょっと聞いてみたいな
と思うんですけど。すみません。話が長くて申しわけない
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のですけれど。
○�大山コーディネーター　ありがとうございました。では
先輩方ということでお願いします。
○�人と防災未来センター�河田センター長　それはね、君
が巨大災害をわかってないからだよ。あれはね、１月17日
の朝５時46分に起こったんだ。そんなときにね、ブロック
塀の横歩いてないじゃない。倒れても人的な被害出ない
じゃない。大阪の北部地震って、朝７時58分じゃない。登
校時間だよね。あるいは通勤時間だよね。そこで倒れた
ら当然出てくるじゃない。ですから、阪神・淡路大震災の
教訓では拾えない、実はそのアクシデントというのはいっ
ぱいあるわけですよ。
　�　例えば、今、首都直下地震２万３千人と言ってるけど、朝
のラッシュアワーに起こったら、そんな２万３千人で済む
わけないじゃない。だからやっぱり基本は変わらないけれ
ども、実際に災害が起こると、それの応用問題が課せら
れるということなんだよね。応用問題解くにはね、基礎が
わかってなかったらできないじゃない。基礎がわかってい
て応用問題できるかって、これはまた別の問題で、だけど
はっきりしてるのは、基礎がわかってなかったら応用問題
は絶対解けないんですよね。ですから何を教えるかと
いったら、やっぱり基礎をちゃんと知って、その上でチャレ
ンジするというか、そうしないとね、もうケース・バイ・ケー
スでずっと変わっていくじゃない。
　�　例えばね、同じＭ7.3で、大阪中心部で地震が起こった
ら、とんでもないことになりますよ。だけど大阪の人、それ
わからないんだ。なぜかというと、正常化の偏見だから、俺
たち関係がないと思ってるじゃない。それであの6.1のマ
グニチュードで、初めて自分たちのとこでも地震が起こっ
て大変なことになると。だけど、あれでもまだ薬効いてな
いんだよ、大阪は。そこが問題なんだよね。つまり、のん気
な人間が多過ぎるんだよね。僕ら防災研究者から言うと、
みんな、のん気過ぎるんだ。みんな他人事になっちゃって
る。だから出てくる現象は、あるいろんな中の１つが出てき
てるだけで、全部俯瞰できるわけじゃないんで、そこから次
にどう備えるということを考えなきゃいけないんだけど、
みんなやっぱり日々忙しくて、またうっとうしいことだから
ね。考えたくないんだよね。そういう状態がずっと続いて
いるって。そういうふうに私たち考えている。
　�　ですから、阪神・淡路の教訓がそのまま使えるなんて
思ってない。場所が変わる、時間が変わる、季節が変わる
ことによって、どう変わるかというのをやっぱり見せてい
かないと、みんな人ごとになっちゃってるって。次、あなた
答えてください。
○�京都大学防災研究所�牧先生　はい。おっしゃった、その
焦燥感こそが大事。やっぱり伝わらないジレンマというの
は、まあ25年あると。でもそういうもんだと逆に理解する
というのが大事な気がして。さっきも漢方薬みたいなこ
と言いましたけど、私たち建築土木だと、一回設計基準変
えたら大丈夫みたいなものではないから、やっぱり、あか
んからずっとこう続けて言い続けないとあかんみたい

な、まあそういうことなんだと私は理解しているので、同
じことは、ずっと起こり続けるんだと。
　�　でもじゃあ、それを減らすためにどうしたらいいのかと
いうのは、今までみたいに設計基準を変えたり、耐震改修
をしたら収まるという、そういう問題じゃないというふう
に理解を。
　�　いろんな被災地で同じことがまた起きるんですよね。
東日本でも、新潟でも。また新たな発見のように言われ
るの、めちゃくちゃムカついてたんですけど、若かりし頃
にはね。またこんなことが起きましてって。それ、前もあっ
たし知らないだけみたいなこと。でも、そういうモデルな
んだと思って、だから同じことを言い続けないとうまくい
かないんだというふうに、年取ったので、ちょっと達観す
るようになりました。
○�大山コーディネーター　ありがとうございました。今い
ろんなキーワードが出てきましたけれども、これから30
年、そしてその後を見据えてですね。今後の活動への期
待、方向性みたいなものを御一言ずついただこうと思い
ます。まず諏訪先生、お願いできますでしょうか。
○�防災学習アドバイザー・コラボレーターの諏訪さん
　�　これから30年というのは、震災30年の意味ですね。
○�大山コーディネーター　このメモリアル。
○�防災学習アドバイザー・コラボレーターの諏訪さん
　�　私、今年で60なんで、これから30年言われても、ほと
んどあっちの世界の下のほうにいますから、はい。
○�大山コーディネーター
　�　100年時代でございますので、今。
○�防災学習アドバイザー・コラボレーターの諏訪さん
　�　ああ、いやいや自信ないな。
○�大山コーディネーター　はい。「災害メモリアルアクショ
ンKOBE」の次の課題といいましょうか。これからに向け
ての何か期待とかですね、方向性をお願いします。
○�防災学習アドバイザー・コラボレーターの諏訪さん
　�　奥村先生と河田先生のお話聞いてて、僕は森と木を
ずっと考えていて、やっぱり巨大災害を研究して、国全体
の防災力を上げようと人は、やっぱり森を見て、森がどう
育ったかを最終的には見たいと思うんですけど。僕は
どっちかというと教育ばっかりやってきて、防災教育を
やっていて、その中の小さい木がどれだけ育ったかなと
か、どんな木が生えてるかなというのをずっと見ていて。
　�　例えば、東日本の被災地行ったときに、高校生と一緒に
泥かきするんだけど、何人かへこむんですよ。毎日泥かき
して、めちゃめちゃ頑張ったのに周りみたら何も変わってな
い。森は変わってないんですよ。でもええやん、そこで１個
１個バケツ１杯の泥のけたら、それを100人がやって1,000
人がやったら、いつか変わるみたいなことを僕言ってたん
だけど、教育というのは、そういうバケツ１杯の泥を、どうの
けるかとか、小さい木をどう育てるかということもやっぱり
見たいので、僕はこの先も、若い子たちが災害と向き合う
ような場づくりをして、そして若い子だけじゃなくて、やっぱ
り体験者と若い子が交流できるような場をつくって、昨日
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も襟裳地区で、襟裳のおじいちゃんとおばあちゃんと高校
生のワークショップやってきたんですけど、そんな場をいっ
ぱいつくっていくことで、若い子の中に防災っていう木を
育てていきたいな。それが20年、30年先にちょこっとした
森になってくれたらいいなと思っています。
○�大山コーディネーター　ありがとうございます。卜部さ
ん、お願いします。
○�防災デザイン研究会GK京都デザイナー�卜部さん
　�　なるほど。諏訪先生の話に乗っかって言うと、僕はね、
森と木の間の、新種の樹木をつくる立場かなと思ってる
んですよ。デザインなんでね。
　�　奥村さんの話にちょっと戻すと、震災の当時、津波がこ
こ危ないよというサインの標識はなかったですよね。逃
げるべき避難所はここですよという表示もなかった。そう
いう意味ではそれやったのですけど、そういう意味でアッ
プデートされてる。それをちゃんとつけようねという法律
もできたというのを、やっぱり積み重ねていくという意味
では、やっぱり一人ひとりが賢くなるということは、個人
の努力なのですけど、その公共のライフラインに関わる
ような部分とか、生活にかかわる部分のサポートみたい
な、その国や行政がやるようなところに、もっともっと普
通の防災を入れていくというか。だからわかりやすく言っ
たら、何か起こっても結構大変にならないような仕組みが
普段から入っているような、そういう社会をつくる。これめ
ちゃくちゃ難しいことなのです。ゆりかもめがとまったとき
に、線路と、めちゃめちゃ怖いはしごを降ろされるのじゃな
くて、ちゃんと快適に降りられるスロープがついてるみた
いなことですよ。そういうのって、やっていきたいなと思う
し、ここから30年、僕はがんばってちゃんと健康に気をつ
ければというぐらいです。ということは、まだ仕事ができま
すので、少しでもそっちに近づくようにできたらいいなと
思っています。だからメーカーも大事ですよね。家屋が倒
れてくるのを止めたかったら、家にそもそも家具がついて
たらいいんでしょうと。そういう家をメーカーがやっぱりつ
くるべきだと思うのですよ。そこにデザインとして、その新
しい木を植えれば、よりよい社会になるかなと思います。
○�大山コーディネーター　はい。牧先生、「災害メモリアル
アクションKOBE」が、阪神・淡路から30年まで。その後も
また新たな展開もあると思うんですけども、方向性や期
待感は、いかがでしょうか。
○�京都大学防災研究所�牧先生　そうですね。まあやっぱり
それでも、私がその次のことを本当に考えるべきなのか
どうかということも少し思っていて、前のところでバアッ
て言いましたけど、今日、おいでいただいている高校生
の方とかお若い方々が、こういう場、こういう人たちが
しゃべっている話とか、被災した人の話を聞いて、何を
思ってるのかというところが重要な気もして、次どうしな
さいというのがようわからんっていうところがあるんで
すけど、ただ、この場をつくることによって、そういうこと
を何かしていきたいという人が生まれてきて、その人た
ちが何か新しいアイデアをもって引っ張っていくっていう

ことになるのかなというふうに思ってまして、さすがに次
の10年は引退をしようとは思ってるんですけど、やはりこ
の神戸、この「メモリアル・コンファレンス」が続いている
一つの理由って、カリスマ研究者というか、河田先生とか
林先生とか、まあ諏訪さんとか、その面白い、矢守さんと
か、「ああ、面白い、この人たち」みたいな、そういう人がこ
う引っ張ってることもあるので、そういう次、引っ張ってい
く人、もう何人か、今委員会の中にはいますけど、そういう
人たちに栄養与え続けるのと、それから、その人たちの下
の、諏訪先生が育ててきた木が、だから木が、ガッと１個大
きく伸びて、それが木陰をつくるでもいいと思うんですけ
ど、そんなことが役割かなというふうに思ってます。
○�大山コーディネーター　では河田先生、お願いします。
○�人と防災未来センター�河田センター長　僕は非常に健
康なので、あと20年ぐらいはやれると思っているのです
けどね。僕は大学が京都大学で、ですから学生のころから
退職するまで30数年、京都で活動していたわけ。今住ん
でいるのは大阪で、これは生まれてからずっと大阪に住
んでいる。阪神・淡路大震災でご縁があって、この神戸と
非常に親密な関係になっていて、見るとね、兵庫県という
のは一番文化が進んでいる。ほんとに文化が進んでい
る。これは歴代の知事が賢かった。これがやっぱり如実に
県政に反映されている。だって、人と防災未来センターだ
けじゃなくてね、美術館にしてもね、音楽にしてもね。やっ
ぱり兵庫ってね、他でできないことをやっているじゃな
い。だから地元の人のはね、それよくご存じないのだけど
も、僕ら、外を知ってると、兵庫県ってすごいなって、もう
半端なお金じゃないですよ。熱の入れ方が。
　�　ですから、阪神・淡路大震災という不幸な災害が起こっ
たけれども、その後のこの文化の成長ぶりというのは、も
う群を抜いている。ついていけないというのが実は他の
自治体だと思うんですよ。例えばフェニックス共済制度な
んていうのは、どこもよう作らないんだよ。なぜかという
と、保険がパンクするかもわからないからと。だけど兵庫
県はそれに学んで、そういう制度をつくっているじゃな
い。他は、できないんだよ。なぜかというと、政治家が勇
気ないから、これ協力したらもっとよくなるのにね。マー
ケットが兵庫県だけにやっているから兵庫県はとても大
変なんだけど、こんなん大阪も京都も入ってくれたら、
もっと掛金安くできて、大きくできるのにやらない。で、誰
も文句言わない。ですから、僕は25年前に不幸なことが
この兵庫県で起こったけれども、それがきっかけになっ
て、それまでやってこなかったことをやり出したという。だ
からこれからどんどん、この被災地はよくなっていくと。
それをやっぱり私たちは後押しなきゃいけないって。私た
ちに勇気がないと、多分埋もれてしまうって。ですから
やっぱり兵庫県が先頭を切って、この災害文化もそうで
すけども、文化を日本に全体に発信するって。
　�　だってね、昨年の台風19号でね、ここから遠いところほ
どやられているんだ。なぜかっていったら学んでないの
だよ、やっぱり。申しわけないけど。だから、やっぱりここ
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が災害文化を発信しているって。だからその受け手がね、
ボッーとしとったらやられるぞっていうことなのですよ
ね。ですから、ここはこれからも中心地としてがんばらな
きゃいけないし、またそれに学ぶということも全国の自治
体でもやっていただきたい。それは非常に難しいことだ
と思うのだけども、だけどやっぱり、勇気をもって挑戦す
るという社会にしないと、もっと大きな災害が起ころうと
してるんだから、やる前から負けるじゃない。だから南海ト
ラフとか首都直下とかね、それ考えたら、今動かないと間
に合わないって。起こらないことにしてはだめなのです
よ、日本政府みたいに。起こるのだから、それに備えると
いうことを今やらないと、間に合わない。だからそこは
ね、やっぱりこういう形で発信していかないと、全部だめ
になっちゃうって。
○�大山コーディネーター　ありがとうございました。
　�　特別シンポジウム、向き合い続けた25年。そして、これ
からということで、グラフィックのレコードでたくさん今、

濃密なこの25年の要素が書き込まれておりまして、これ
で皆さんご覧になってですね、ぜひとも振り返っていただ
きたいと思います。
　�　鈴木さん、多田さん、ありがとうございました。
　�　そして御登壇されました河田先生、牧先生、そして卜部
さん、そして諏訪先生、ありがとうございました。
　�　以上、「向き合い続けた25年、これから」でございました。
○�司会　どうもありがとうございました。
　�　阪神・淡路大震災から現在までを一気に振り返る大変
興味深いシンポジウムだったかと思います。皆様も、さま
ざまな思いをもち、神戸の言葉を受けとめられたのでは
ないでしょうか。
　�　ここで舞台の先生方、司会の大山さんに、いま一度、温
かい拍手をお送りください。
　�　本日の「災害メモリアルアクションKOBE2020」は、こ
れをもちまして終了です。
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災害メモリアルアクションKOBE企画委員会名簿
役　　職 氏　　名 所　　　属

企画委員長 牧　　紀男 京都大学��防災研究所

委　　　員

伊藤亜都子 神戸学院大学��現代社会学部��社会防災学科

卜部　兼慎 NPO法人防災デザイン研究会（株式会社GK京都）

太田　敏一 防災リテラシー研究所

大塚　毅彦 国立明石工業高等専門学校

奥村与志弘 関西大学��社会安全学部

近藤　誠司 関西大学��社会安全学部

中野　元太 京都大学��防災研究所

西口　正史 ラジオ関西編成営業局

馬場美智子 兵庫県立大学大学院�減災復興政策研究科

福岡　龍史 株式会社��エフエム・プランニング

本塚　智貴 国立明石工業高等専門学校

安富　　信 神戸学院大学��現代社会学部��社会防災学科

横山　愛子 株式会社GK京都

桝田　順子 兵庫県立舞子高等学校環境防災科

大山　武人 ＮＨＫ大津放送局

藤村　知行 滋賀県立彦根東高等学校

サポーター

甲斐聡一朗 兵庫県災害医療センター

越山　健治 関西大学��社会安全学部

諏訪　清二 防災学習アドバイザー・コラボレーター

細川　顕司 公益財団法人市民防災研究所

松元　正博 NPO法人��人・家・街・安全支援機構

宮本　　匠 兵庫県立大学大学院�減災復興政策研究科

矢守　克也 京都大学��防災研究所

高森　順子 大阪大学大学院、阪神淡路大震災を記録し続ける会

顧　　問

河田　惠昭 人と防災未来センター、関西大学

土岐　憲三 立命館大学衣笠総合研究機構�歴史都市防災研究所（特別研究フェロー）

新野幸次郎 神戸大学（名誉教授）

林　　春男 防災科学技術研究所
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災害メモリアルアクションKOBE2020参加学生名簿
� ※順不同

グループ名 氏　　　名 所　　　　　　属

兵庫県立大学
＋

神戸市立渚中学校

筒井　淑子 兵庫県立大学 3
廣田友梨奈 兵庫県立大学 3
近澤　　恵 兵庫県立大学 3
金子　　凜 神戸市立渚中学校 2
疊谷　優生 神戸市立渚中学校 2
小寺　隆斗 神戸市立渚中学校 2
深田　千真 神戸市立渚中学校 2
松田　優輝 神戸市立渚中学校 2
小沼　楓夏 神戸市立渚中学校 1
橋本　和香 神戸市立渚中学校 1

兵庫県立舞子高等学校

大塚　美紗 兵庫県立舞子高等学校 3
松岡　紗輝 兵庫県立舞子高等学校 2
戸澤　幸咲 兵庫県立舞子高等学校 2
前林　亮香 兵庫県立舞子高等学校 2
宮本　莉沙 兵庫県立舞子高等学校 2
三好　彩香 兵庫県立舞子高等学校 1
森　　亮太 兵庫県立舞子高等学校 1

滋賀県立彦根東高等学校

小峠　実咲 滋賀県立彦根東高等学校 2
宮下　　晶 滋賀県立彦根東高等学校 2
清水　陽奈 滋賀県立彦根東高等学校 1
前川　萌愛 滋賀県立彦根東高等学校 1
福本和華奈 滋賀県立彦根東高等学校 1

国立明石工業高等専門学校
D-PRO135°（明石高専防災団）

地域連携チーム

曽我部敬太 国立明石工業高等専門学校 3
石原　由貴 国立明石工業高等専門学校 3
江口　陽花 国立明石工業高等専門学校 1
川枝　夕姫 国立明石工業高等専門学校 1

国立明石工業高等専門学校
D-PRO135°（明石高専防災団）

開発チーム

金子　雄哉 国立明石工業高等専門学校 3
塩坂　優太 国立明石工業高等専門学校 3
藤田　　裕 国立明石工業高等専門学校 1
尾崎友理奈 国立明石工業高等専門学校 1
泉　　智尋 国立明石工業高等専門学校 1

神戸学院大学�現代社会学部�
社会防災学科�安富ゼミ

楠橋　　力 神戸学院大学�現代社会学部�社会防災学科�安富ゼミ 3
田邊　銀平 神戸学院大学�現代社会学部�社会防災学科�安富ゼミ 3
灘井　彩乃 神戸学院大学�現代社会学部�社会防災学科�安富ゼミ 3
大矢　哲也 神戸学院大学�現代社会学部�社会防災学科�安富ゼミ 3
佐々木文都 神戸学院大学�現代社会学部�社会防災学科�安富ゼミ 3
安藤　彪華 神戸学院大学�現代社会学部�社会防災学科�安富ゼミ 3
山　　楓生 神戸学院大学�現代社会学部�社会防災学科�安富ゼミ 3
榎本　倖生 神戸学院大学�現代社会学部�社会防災学科�安富ゼミ 3
武岡　洸樹 神戸学院大学�現代社会学部�社会防災学科�安富ゼミ 3
林　　優真 神戸学院大学�現代社会学部�社会防災学科�安富ゼミ 3
鈴木　大貴 神戸学院大学�現代社会学部�社会防災学科�安富ゼミ 3

関西大学�社会安全学部�
奥村研究室

川﨑　雄太 関西大学�社会安全学部�奥村研究室 4
豊澤　弘八 関西大学�社会安全学部�奥村研究室 4
稲葉　真緒 関西大学�社会安全学部�奥村研究室 4
西村　映輝 関西大学�社会安全学部�奥村研究室 3
西田　早恵 関西大学�社会安全学部�奥村研究室 3
楠木皐耶香 関西大学�社会安全学部�奥村研究室 3

兵庫県立明石南高等学校
田村　優奈 兵庫県立明石南高等学校 2
常本　紗月 兵庫県立明石南高等学校 2
宮定　夢実 兵庫県立明石南高等学校 1

福島県立白河旭高等学校
福島県立白河高等学校

駒坂すみれ 福島県立白河旭高等学校 2
斎須いぶき 福島県立白河旭高等学校 2
坂田　実紀 福島県立白河旭高等学校 2
星　　颯斗 福島県立白河高等学校 2
松本　大河 福島県立白河高等学校 2
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発表風景・交流会等

中間発表会中間発表会（ワークショップ）（ワークショップ） 2019年11月23日

キックオフ会キックオフ会（ワークショップ）（ワークショップ） 2019年8月19日
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